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１ 農業総合研究所の概要 

(1) 組織、体制の概要 

本県の農業・食品関係試験研究機関は、明治中期

以降順次設立され、農政及び農業技術の変遷に伴っ

て再編整備を繰り返し、時代や研究ニーズを踏まえ

ながら農業技術の研究開発に努めてきた。この間、

専門場所体制の機能を発揮し、本県の農業・食品産

業を全国トップレベルに維持発展させる原動力の一

つとなってきた。 

一方、農業・食品を巡る国際環境や消費構造が大

きく変化し、農業及び食品産業については、地域の

特性を活かし消費者ニーズをとらえた新品種育成や

新食品開発をはじめ、「品質・味・健康・安全性」な

どを踏まえた生産・加工技術に加えて、「形・色・包

装・保存・貯蔵性」のほか「流通・市場性・サービ

ス」まで含めた、幅広い条件を踏まえた試験研究体

制が求められるようになった。 

このため、①専門場所の研究の枠を越えた一体的

な総合研究体制、②産学官による共同研究・プロジェ

クト研究等の推進を図る連携体制と企画調整機能の

強化、③研究の高度化・効率化、研究ニーズ及び成

果の収集・提供を図る総合情報体制、④研修、交流

及び技術相談など開かれた試験研究体制、⑤国際農

業技術交流・技術研修体制など、試験研究推進体制

の整備を図ることが必要になった。 

このような状況の下で、作物研究センター、園芸

研究センター、畜産研究センター、食品研究センター、

高冷地農業技術センター、中山間地農業技術セン

ター、佐渡農業技術センターの７専門場所と管理部、

企画情報部、基盤研究部、アグリ・フーズバイオ研

究部の共通基盤部門による「統括型」の体制で新潟

県農業の研究を推進する。 

 

(2) 所 在 

新潟県農業総合研究所 

 新潟県長岡市長倉町 857 

 〒940-0826  TEL 0258(35)0047 

        FAX 0258(39)8498 

 

新潟県農業総合研究所作物研究センター 

 新潟県長岡市長倉町 857 

 〒940-0826  TEL 0258(35)0047 

        FAX 0258(35)0021 

 

新潟県農業総合研究所園芸研究センター 

 新潟県北蒲原郡聖籠町大字真野 177 

 〒957-0111  TEL 0254(27)5555 

        FAX 0254(27)2659 

 

新潟県農業総合研究所畜産研究センター 

 新潟県南蒲原郡下田村棚鱗 178 

 〒955-0143  TEL 0256(46)3103 

        FAX 0256(46)4865 

 

新潟県農業総合研究所食品研究センター 

 新潟県加茂市新栄町 2-25 

 〒959-1381  TEL 0256(52)0448 

        FAX 0256(52)6634 

 

新潟県農業総合研究所高冷地農業技術センター 

 新潟県中魚沼郡津南町中深見乙 7910 

 〒949-8311  TEL 0257(65)2145 

        FAX 0257(65)3018 

 

新潟県農業総合研究所中山間地農業技術センター 

 新潟県北魚沼郡川口町牛ヶ島 135-1 

 〒949-7505  TEL 0258(89)2330 

        FAX 0258(89)4315 

 

新潟県農業総合研究所佐渡農業技術センター 

 新潟県佐渡郡金井町大字中興甲 351 

 〒952-1211  TEL 0259(63)4102 

        FAX 0259(63)3972 

 

(3) 組織機構図 

農業総合研究所  管理部 

         企画情報部 

         基盤研究部 

         アグリ・フーズバイオ研究部 

         作物研究センター 

         園芸研究センター 

         畜産研究センター 

         食品研究センター 

         高冷地農業技術センター 

         中山間地農業技術センター 

         佐渡農業技術センター 

 

         職員数 研究職 133 名 

             行政職  27 名 

           （うち普及   8 名） 

             現業職  58 名 

             合 計 218 名 
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２ 共同研究及びプロジェクト研究 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 1 共同研究   

経常     (1) 環境保全型農業における効率的土壌管理技術の確立 

 

001  ア 地下水硝酸態窒素軽減のための施肥法の検討 

平 11～15 共同：大塚化学、施設

園芸協会 

基盤研究部(環境保全) 

国補     (2) 野菜の新作型を基幹とした水田輪作技術 

寒冷地南部の重粘土地転換畑における野菜作を中心とし

た輪作技術の確立（地域基幹） 

     ア 野菜作を中心とした転換畑輪作技術導入条件の解明 

      (ア) 野菜流通における産地対応策 

       a 製品差別化による有利販売方法の解明 

002    (a) 新商品の販売と市場評価 

003    (b) 新商品の販売促進手法 

     イ 野菜作を中心にした転換畑輪作技術の開発 

004   (ア) 水田土壌の畑地化促進技術 

      (イ) 機械化を中心とした省力作業技術の開発 

005    a 耕耘方法と砕土率 

     ウ 野菜作を中心とした転換畑輪作技術の現地実証 

      (ア) 転換畑輪作技術の組み立て 

      (イ) 転換畑輪作技術の経営評価 

     エ 野菜作を中心とした転換畑輪作技術の開発 

      (ア) 転換畑での栽培適応野菜の選定 

006    b キャベツ 

007    c 根深ねぎ 

      (イ) 導入作物の施肥法の改善 

008    a キャベツ 

      (ウ) 導入作物の活着促進のための保水剤利用 

009    a キャベツ 

      (エ) 野菜の新作型栽培技術の確立 

010    a 根深ねぎフイルム軟白栽培 

     オ 野菜作を中心とした転換畑輪作技術の現地実証 

      (ア) 転換畑輪作技術の組み立て 

011    a キャベツ 

平 9～13 共同：秋田県、石川県 

 

 

 

 

 

基盤研究部(経営･流通) 

     〃 

 

基盤研究部(環境保全) 

 

基盤研究部(作業技術) 

 

基盤研究部(環境保全) 

基盤研究部(経営･流通) 

 

 

園芸研栽培・施設科（野菜） 

     〃 

 

     〃 

 

     〃 

 

     〃 

 

 

     〃 

国補     (3) 北陸におけるサトイモ、ネギのセル苗を用いた省力・低 

コスト栽培方法の確立 

寒冷地南部の重粘土転換畑に対応したサトイモ等の省 

力・低コスト野菜栽培体系の確立（地域基幹） 

     ア 重粘土地域におけるサトイモ等野菜生産における省力・ 

低コスト生産体系導入条件の解明 

012   (ア) サトイモ及びエダマメの省力・低コスト生産体系導入 

条件の解明 

 

 

平 11～15 

 

 

 

平 11～14 

 

   〃 

共同：富山県、兵庫県、

鳥取県 

 

 

 

 

基盤研究部(経営･流通) 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

      イ 転換畑におけるサトイモ等野菜生産のための種苗生産と 

省力・低コスト栽培技術の開発 

      (ア) 機械定植に対応したサトイモ等セル成型苗育苗技術 

013    a サトイモ 

014    b エダマメ 

      (イ) セル成型苗移植機など作業機械の改良と適応性検定 

015    a 半自動移植機への適応 

016   (ウ) セル成型苗の転換畑（現地）における機械定植と栽培 

実証 

      (エ) 機械化のための畑管理技術 

017    a 早生品種直は栽培 

018    b 草姿改善 

平 11～15  

 

 

園芸研栽培・施設科（野菜） 

     〃 

 

     〃 

     〃 

 

 

     〃 

     〃 

県特     (4) 有用遺伝子の単離技術を活用した花き新品種の開発 

     ア 花色遺伝子の単離 

019  (ア) ツルニチニチソウからの flavonoid 

3', 5'-hydroxylase 遺伝子の単離 

     イ ユリ培養細胞への遺伝子導入法の確立 

      (ア) アグロバクテリウムを用いた遺伝子導入法の検討 

020   a 共存培養におけるアグロバクテリウムの増殖についての 

検討 

021   b 共存培養におけるリン片の褐変抑制についての検討 

平 11～13 共同：新潟大学 

 

バイオ研究部(園芸育

種工学) 

 

 

     〃 

 

     〃 

国補     (5) いもち病伝染源域における低コスト・環境保全型防除技術 

     ア 平坦地域における新技術導入条件の解明 

022   (ア) いもち病発生特徴の解析 

     イ 本田初発プロセスの解明と効率的防除法の解明 

023   (ア) 県内産種子から分離されるいもち病菌のＤＮＡフィン 

ガープリント 

024   (イ) いもち病常発地の伝染源の解明 

025   (ウ) 補植苗における病勢進展と気象条件 

026   (エ) 発病苗移植本田株における発病増殖要因 

平 11～15 共同：東北農試 

 

作物研栽培科(病害) 

 

     〃 

 

     〃 

     〃 

     〃 

国補     (6) アカヒゲホソミドリカスミカメの発生予察と防除技術の 

確立 

     ア 発生予察法の確立 

027   (ア) 産卵場所 

028   (イ) 水田および周辺生息地の発生消長 

029   (ウ) イネの品種と水田内発生消長 

     イ 被害解析 

030   (ア) イネ穂の成熟程度と被害粒の発生 

031   (イ) イネの品種と被害粒の発生 

032   (ウ) カメムシの種類による被害粒の特徴 

033   (エ) 割れ籾および斑点米の発生特徴 

034   (オ) 一般圃場における斑点米の発生  

     ウ 防除技術の確立  

      (ア) 各種殺虫剤の効果  

035   a 室内検定 

平 12～13 共同：農業共済(委託)、 

北陸農試 

 

作物研栽培科(虫害) 

     〃 

     〃 

 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

 

 

     〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 036   b 圃場散布試験 

037   (イ) 殺虫剤の散布適期 

 作物研栽培科(虫害) 

     〃 

県特     (7) 新たなホルモン調節手法を用いた牛採卵技術の開発 

038  ア ホルモン剤による主席卵胞の除去 

039  イ 主席卵胞除去による採卵成績の向上 

平 12～14 共同：酪農学園大学 

畜産研繁殖工学科 

     〃 

経常     (8) 高能力豚の系統造成試験 

040  ア 繁殖性、強健性の選抜方法の検討 

平 7～14 共同：新潟大学 

畜産研養豚養鶏科 

経常     (9) 環境に配慮した高泌乳牛の飼養管理技術の確立 

 

041  ア 分解性蛋白質飼料がアミノ酸供給量に及ぼす影響 

平 12～14 共同：関東８都県協定

試験 

畜産研酪農肉牛科 

経常     (10) 新潟県産地どりの開発（「蜀鶏」を活用した地どりの作出） 

042  ア 食味性を指標とした種鶏雄系統と候補雌鶏との相性検定 

平 12～14 共同：新潟大学  

畜産研養豚養鶏科 

国補     (11) 県産果実等からの機能性成分の検索と成分利用食品の 

開発 

043  ア 県産果実中に含まれる機能性成分の検索と同定 

044  イ 柿渋成分(ポリフェノール)用食品の開発 

平 12～14 共同：新潟大学、新潟

薬科大学 

食品研(生産機能工学) 

食品研(米穀食品・雑穀

食品・青果物流通) 

国補     (12) 農産物の有効成分および微生物機能を利用した地域加工 

食品の品質保持技術の確立（新技術） 

045  ア 冷蔵枝豆の開発 

046  イ 豆腐の品質保持技術 

平 12～14 

 

平 12 

 〃 

共同：福井県、富山県 

 

食品研(青果物流通) 

食品研(雑穀食品) 

県特 047 (13) 制癌作用を有する新規機能性食品素材の探索・開発 平 11～13 共同：新潟薬科大学 

食品研(生物機能工学) 

県特     (14) バイテク手法による機能性食品素材の開発 

048  ア 米胚芽のバイオリアクター化によるγ－アミノ酪酸 

(GABA)の効率的生産と利用技術の開発 

049  イ 細胞培養法による機能性食品素材の生産技術の開発 

－ダイズ・イソフラボン類の生産－ 

平９～13 

平 10～12 

 

平９～13 

共同：片山食品 

生物機能工学 

 

生物機能工学 

県特     (15) 特産おけさ柿の長期貯蔵による高付加価値販売技術の 

確立 

050  ア 果実貯蔵特性の把握 

051  イ 貯蔵に適する脱渋方法、鮮度保持資材の検討 

052  ウ 貯蔵に適する脱渋条件 

平 10～12 共同：ＪＡ佐渡、ＪＡ

羽茂 

佐渡農技(園芸) 

     〃 

食品研(青果物流通) 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 2 共同研究・プロジェクト   

国補 

 

    (16) 生育診断技術を基幹とした水稲低投入型安定栽培技術 

大規模経営体における隔測技術を基幹とした低投入型水

稲安定栽培法の確立（地域基幹） 

 

053  ア 大規模経営体における低投入型水稲安定栽培技術導入条 

件の解明 

     イ 隔測技術による生育診断を基幹とする低投入型水稲栽培 

技術の確立 

     (ア) 生育情報測定システムの構築 

054   a 隔測技術による生育情報収集法の確立 

     (イ) 用排水の季節変動と水質保全的施肥技術 

055   a 土性の違いが施肥窒素及び土壌養分の溶出に及ぼす影響 

     (ウ) 環境にやさしい低農薬病害虫防除技術 

056   a 播種時散粒装置の性能 

     ウ 大規模経営体における低投入型高品質安定栽培技術の体 

系化実証 

057  (ア) 時期別用排水の水質変動の把握（神田地区） 

平 10～14 

 

 

 

平 10～12 

 

平 10～14 

 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

平 11～14 

平 10～14 

 

   〃 

共同：福井県、石川県、

富山県、ヤマハ、ヤン

マー、ミノルタ、生研

機構 

基盤研究部(経営･流

通) 

 

 

 

基盤研究部(作業技術) 

 

基盤研究部(環境保全) 

 

基盤研究部(作業技術) 

 

 

基盤研究部(環境保全) 

国補     (17) 中山間地の未利用地を利用した山菜類の省力・軽労化栽 

培及び品質評価と加工技術の開発（新技術） 

     ア 中山間地の未利用地を活用した山菜類の省力・軽労化栽 

培技術 

     (ア) 新規栽培化山菜の技術体系の開発 

058   a オオバギボウシの大量増殖法と軟白促成作型 

     (イ) 未利用地の環境を活用した山菜の省力・軽労栽培技術の 

確立 

059   a 転作田の環境改善による山菜の栽培体系の確立 

060   b 未利用桑園の条件を活用した山菜の高品質化技術の開発 

061   c 山菜のＢＯＸ利用による簡易促成技術の開発(オオバギボ 

        ウシ) 

062  (ウ) 新規栽培技術の経済性評価 

平 11～13 共同：石川県、富山県、

山形県 

 

 

 

高冷地・中山間農技 

 

 

中山間地農技 

     〃 

     〃 

 

基盤研究部(経営･流通) 

 3 プロジェクト   

県特     (18) 複合営農推進のための地域型野菜生産システムの確立 

 

     ア 流通販売技術の確立 

      (ア) 野菜の有利販売に向けたマーケティング・リサーチ 

手法の開発 

063   a ニーズの探索・検討 

064   b コンセプトの樹立 

065   c 製品差別化に向けた有利販売戦略の確立 

066  イ 高鮮度・流通販売技術の確立 

     ウ 経営技術の確立 

      (ア) 転作田における暗渠排水技術の改善 

067   a 野菜作稲作共に適した低コスト暗渠排水技術の確立 

068   b 疎水材の耐久性保持技術の確立 

平 11～13 

 

 

 

 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

 

 

 

基盤研究部(経営･流通) 

     〃 

     〃 

食品研(青果物流通) 

 

 

基盤研究部(土地基盤) 

     〃 
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－ I - 8 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

      エ 生産技術の確立 

     (ア) 地域条件に対応したエダマメの高品質生産技術 

069   a 砂丘地での栽培適応性 

070   c 県内主力品種の栽培適応性の検討(準高冷地) 

071   d 優良品種の選抜と検討(準高冷地における中生品種の検討) 

072   e 優良品種の選抜と検討 

073   f 良食味茶豆栽培のための施肥検討 

     (イ) 地域条件を活用したネギの長期・高品質生産技術 

074   a 冷涼地における夏ネギの生産出荷技術 

075   b ハウス栽培ネギの技術確立 

076   c 春ネギ（坊主不知）の安定生産 

     (ウ) 地域連携によるナスの生産拡大技術 

077   a 台木、整枝技術の適応性 

     オ 地域条件を活かしたネギの長期・高品質生産技術 

     (ア) 佐渡地域における春ネギの安定生産技術 

078   a 坊主不知ネギの系統特性調査 

079   b 坊主不知ネギの生育特性  

     カ ハウスメロンの作期拡大と優良品種の選定 

080  (ア) ネット系メロンの２果どり栽培技術 

     キ 簡易施設を利用したホウレンソウの周年安定栽培技術 

     (ア) 冬まきホウレンソウの安定栽培技術 

081   a 優良品種の選定 

     ク イチゴの高品質安定生産技術の検討 

082   (ア) 越後姫の無仮植栽培の検討 

083   (イ) 越後姫の葉面積の簡易算出 

     ケ 水稲育苗ハウスを利用した花の安定生産技術 

      (ア) スカシユリの促成栽培 

084   a 適品種の選定 

平 11～13 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

平 10～12

平 10～12 

 

平 12 

 

 

平 10～12 

 

平 11 

平 12 

 

 

平 11～12 

 

 

園芸研栽培・施設科 

高冷地農技 

     〃 

園芸研栽培・施設科 

     〃 

 

高冷地農技 

園芸研栽培・施設科 

     〃 

 

     〃 

 

 

佐渡農技(園芸) 

     〃 

 

     〃 

 

 

     〃 

 

     〃 

     〃 

 

 

     〃 

県特     (19) インターネット農業情報データベースの開発 

     ア 果樹開花予測システムの開発 

085  (ア) 果樹肥大予測モデルの試作と適合性の検討 

086  (イ) システム試験運転によるスケジュールの検討 

087  (ウ) 予測結果算出プログラムの改良とシステムの概要確立 

088  (エ) ナシの予測精度の検証 

089  (オ) ブドウの予測精度の検証 

     イ インターネット情報検索システムの開発 

090  (ア) インターネットＷｅｂサーバの構築 

091  (イ) インターネット・ホームページの作成 

平 10～12  

 

園芸研栽培・施設科(果樹) 

企画情報部研究情報室 

    〃 

    〃 

    〃 

 

企画情報部研究情報室 

    〃 

県特     (20) 有機物資源の地域内循環システムと有機農産物の生産技 

術の確立 

     ア 家畜ふん堆肥の腐熟評価と特性解明 

092  (ア) キノコ廃床の家畜敷料としての利用 

093  (イ) 小型反射式光度計等を用いた家畜ふん堆肥中カリウム

の簡易分析法の確立 

094  (ウ) 家畜ふん堆肥成分の簡易測定法としての外観色の有効性 

095  (エ) キャベツポット栽培における家畜ふん堆肥成分の利用率 

平 12～16  

 

 

畜産酪農肉牛科 

畜産研環境飼料科 

 

    〃 

    〃 
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－ I - 9 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

      イ 野菜における有機質肥料の施用技術と作物への養分供給 

特性の把握 

     (イ) 有機質肥料の施用技術の確立 

      a 作物別の施肥法の検討 

096   (a) ニンジン（春まき） 

097   (b) ニンジン（夏まき） 

098   (c) サトイモ 

      b 土壌の違いによる作物反応 

099   (a) ニンジン（春まき） 

100   (b) ハクサイ（夏まき） 

     ウ キノコ廃床畜産堆肥の施用技術の確立 

101  (ア) 堆肥が栽培作物の品質、収量に及ぼす影響 

     エ 農薬代替防除技術の検討 

     (ア) 野菜栽培における農薬代替の病害虫防除法 

      a 秋冬ネギの病害防除技術 

102   (a) 無農薬栽培が病害の発生相等に及ぼす影響 

103   (b) 茎葉散布剤の使用法の検討 

      b 秋ニンジンの病害防除技術 

104   (a) 茎葉散布剤の使用法の検討 

      c 天然系有効薬剤の探索 

105   (a) 秋冬ネギ 

106   (b) 秋ニンジン 

      d ニンジンのヨトウムシ防除技術 

107   (a) 葉の欠損による秋ニンジンの収量への影響 

108   (b) 被覆資材による防除法の検討 

109   (c) 鱗翅目害虫に対するＢＴ剤の効果 

      e サトイモの害虫防除技術 

110   (a) ハダニ食害の収量への影響 

111   (b) ハダニの生物的防除法の検討 

112  オ 農業者と消費者が協力した有機物資源の地域内循環シス 

テムの実証 

     カ 野菜栽培における有機質肥料の施用技術と作物への養分 

吸収特性 

113  (ア) 有機質資材の作物に対する養分供給特性の把握 

114  キ 水稲の環境保全型栽培の安定化 

  

 

 

 

園芸研環境科(作物栄養) 

    〃 

    〃 

 

    〃 

    〃 

 

園芸研栽培・施設科（野菜） 

 

 

 

園芸研環境科(病害虫) 

    〃 

 

    〃 

 

    〃 

    〃 

 

    〃 

    〃 

    〃 

 

    〃 

    〃 

基盤研究部(経営･流通) 

 

 

 

基盤研究部(環境保全) 

    〃 

県特     (21) ＤＮＡ解析技術を利用した水稲優良品種早期選抜法の確立 

    ア いもち病真性抵抗性個体選抜のためのＤＮＡマーカーの検索 

115 (ア) 真性抵抗性遺伝子 Pi-ｚ保有品種とコシヒカリの RFLP 

平 12～14  

 

バイオ研究部(稲育種工学)

県特     (22) ｢新潟米｣３割コストダウン生産体系緊急確立 

     ア 低コスト技術の体系化 

116  (ア) 低コスト稲作モデルの作成 

117  (イ) 低コスト技術の定着条件の解明 

平 10～12  

 

基盤研究部(経営･流通) 

    〃 
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－ I - 10 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (23) 直播栽培におけるコシヒカリの高品質・安定栽培法の確立 

118  ア 播種前ほ場管理法及び水管理法による苗立ちの安定化 

     イ 高品質安定栽培法の確立 

119  (ア) 土中点播による高品質安定栽培法の確立 

120  ウ 直播機の作業性 

     エ 佐渡におけるコシヒカリを用いた直播栽培技術の確立 

121  (ア) 播種時期と成熟期の解明 

122  (イ) 施肥と生育、収量 

平 11～12  

基盤研究部(作業技術) 

 

    〃 

    〃 

 

佐渡農技 

    〃 

県特     (24) 大豆の大規模生産における高品質安定栽培技術の確立 

     ア 営農的排水法の実証 

123  (ア) 営農的手法による排水技術の開発 

124  (イ) 営農的手法による排水技術の確立 

125  イ 地域別播種期と栽植密度 

 

 

126  ウ 狭条間密播栽培法の確立 

127  エ 生育・成熟期の予測技術 

128  オ 佐渡における「あやこがね」の播種時期、播種密度の検討 

平 12～14  

 

基盤研究部(作業技術) 

基盤研究部(土地基盤) 

作物研栽培科(栽培生

理)、高冷地農技、中山間

地農技、佐渡農技 

作物研栽培科(栽培生理) 

    〃 

佐渡農技 

国補     (25) 培養変異遺伝子診断による有用形質獲得体の早期選抜技 

術の確立 

ユリのモザイク病抵抗性個体の早期選抜技術の開発（地域

先端） 

     ア ＣＭＶ抵抗性の検定方法の確立 

129  (ア) 組織培養個体におけるウイルス病徴発現助長要因の解明 

     イ 変異個体の獲得 

130  (ア)Ｘ線を用いた培養変異個体の獲得 

131  (イ) 化学処理による培養変異個体の獲得 

     (ウ) 培養変異個体のＤＮＡ検定 

132   a 花色に関する DNA マーカーの探索 

平８～13  

 

 

 

 

園芸研育種科 

 

    〃 

    〃 

 

    〃 

県特     (26) カキ新系統「ＴＮ６２－７」の栽培安定化と加工特性の 

把握 

     ア 品種特性を生かす着果及び樹体管理技術の開発 

133  (ア) 母枝形質及び摘果方法と果実品質 

 

134  (イ) 奇形果の分類と摘らい・摘果基準の作成 

135  (ウ) 県内４産地における果実品質の違い 

     イ 利用目的別の収穫基準作成と脱渋方法の開発 

136  (ア) 時期別適正収穫基準の作成 

 

137  ウ 加工特性の解明と新規加工品開発 

平 12～14  

 

 

園芸研育種科、栽培・施

設科(果樹) 

    〃 

    〃 

 

園芸研栽培・施設科(果

樹)育種科、食品研 

食品研(青果物流通) 
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－ I - 11 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (27) オリエンタル系ユリ切り花の産地強化のための抑制栽培 

等の広域適応新作型の開発 

     ア 球根凍結貯蔵技術の確立 

138  (ア) 球根養成条件と凍結貯蔵技術の検討 

 

 

139  (イ) 球根養分消長の解明 

 

 

     イ 高品質安定生産技術の確立 

140  (ア) 葉やけ障害防止技術の確立 

 

141  (イ) 芽伸ばし技術の検討 

 

142  (ウ) 軟弱化防止技術の検討 

平 10～12  

 

 

 

園芸研栽培・施設科、中山

間地農技、高冷地農技 

園芸研栽培・施設科、環境

科、中山間地農技、高冷

地農技 

 

園芸研環境科、高冷地農

技 

園芸研栽培・施設科(花き) 

中山間地農技 

    〃 

県特     (28) 低コスト環境低負荷型養液栽培体系の確立 

     ア 低コスト環境低負荷型栽培培地・利用技術の確立 

143  (ア) ロックウール代替培地利用技術(イチゴ・メロン・ 

トマト) 

144  (イ) 装置の簡易・低コスト化（イチゴ・メロン・トマト） 

     イ 環境低負荷型養液管理技術の検討 

     (ア) 閉鎖型培養液管理技術の検討 

145   a 循環式培養液管理技術の検討(イチゴ・メロン・トマト) 

 

146   b 被覆肥料利用技術(トマト・メロン) 

平 12～14  

 

園芸研栽培・施設科（施

設） 

    〃 

 

 

園芸研栽培・施設科（施

設） 

    〃 

民委     (29) 小豆の新規加工技術の開発と暖地における有望系統小豆

の選抜 

     ア 有望品種・系統の選抜と安定栽培法 

147  (ア) 有望品種・系統の最終選抜 

 

148  (イ) 佐渡における小豆優良品種の選定 

     (ウ) 有望品種・系統の安定栽培技術 

149   a 播種期と栽植密度 

 

150   b 追肥法と収量・品質 

     イ 新規加工技術の開発と洋菓子類への利用技術 

151  (ア) 洋菓子原料としての小豆の処理法 

 

平 10～12  

 

 

作物研育種科、高冷地農

技 

佐渡農技 

 

作物研育種科、高冷地農

技 

作物研育種科 

 

食品研(菓子甘味食品) 
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－ I - 12 － 

(2) 研究成績及び調査事業概要 

1 共同研究

(1) 環境保全型農業における効率的土壌管理技術の

確立 

研究の背景と目的 

水田の持つ環境保全機能と物質循環機能を活かし

ながら、有機物の利用法の検討及び蓄積養分の再評価

を行うと共に、園芸作物において硝酸態窒素等による

地下水汚染等の環境負荷を軽減するための施肥法を

検討する。 

001 地下水硝酸態窒素軽減のための施肥法の検討 

 (本間・遠藤) 

砂丘地ダイコン栽培において基肥条施＋慣行追肥

の施肥体系により慣行栽培と比較し３割減肥が可能

となり、施肥・耕耘・畝立て・播種作業を一工程で作

業可能であった。 

 

(2) 野菜の新作型を基幹とした水田輪作技術 

寒冷地南部の重粘土転換畑における野菜作を中

心とした輪作技術の確立 

研究の背景と目的 

重粘土転換畑における野菜生産のための排水、畑地

化技術を開発し、導入作物の選定・施肥などの肥培管

理技術の確立、さらには機械化を中心とした省力作業

技術を開発する。また現地において開発技術の体系化

実証・経営評価を行う。 

002 新商品の販売と市場評価 (星野康・田伏) 

JA 白根市と共同開発を進めてきた新商品「しろね

茶豆」は、MA 包装の採用、良食味品種の選定、有機

質肥料による肥培管理などで製品差別化を図ること

で東京都中央卸売市場において一定の評価を得るこ

とができた。 

003 新商品の販売促進手法 (星野康・田伏) 

 データベースと Web サーバーを組み合せて ID 番号

をホームページから入力することで、エダマメの個体

データを検索できるシステム「VIPS」を活用した販売

実験を東京都中央卸売市場において実施した。 

004 水田土壌の畑地化促進技術 (星野卓・門倉) 

畑転換 1年目の籾殻の施用は、土壌の砕土率、圃場

透水性等を高めたが、畑転換 3～4 年目ではその効果

は籾殻の腐熟と伴に小さくなった。また畑転換後年次

が進むに従って畑地化指数が大きくなり、有効態リン

酸（Truog-P）が高くなることが見られ、両者に正の

相関が認められた。このことから有効態リン酸を用い

て畑地化程度を指標化できる可能性が認められた。 

005 耕耘方法と砕土率 (樋口・東) 

耕うんに要する作業時間が長くなるほど砕土率は

高くなるが、2cm 以下の土塊比率 60％以上では、その

傾向が緩やかになった。 

006 キャベツ (羽田野・前田) 

重粘土転換畑での野菜の導入をめざし適応作物を

選定するため、籾がら投入の効果について検討した結

果、籾がら施用による収量・品質の差はみとめられな

かった。 

007 根深ネギ (羽田野・前田) 

キャベツ同様に籾がら投入の効果について検討し

た結果、籾がら施用による収量・品質の差はみとめら

れなかった。また、フィルム軟白栽培での土寄せなし

の場合は品質低下が著しかった。 

008 キャベツ (羽田野・前田) 

重粘土転換畑での効率的な施肥技術の確立をめざ

して、全量元肥施肥法での適正施肥量について、あわ

せて土性・品種について検討した。重粘土転換畑での

Ｎの適正施肥量は 20kg／10ａ程度と考えられた。ま

た、重粘土以外では適応性は低い。 

009 キャベツ (羽田野・前田) 

乾燥期の活着促進について、保水剤の培土への添加

の効果は期待できず、蒸散抑制剤の効果も補助的なも

のであった。最大のポイントは定植時の土壌水分の確

保であり、効率的で効果的な灌水技術の開発が必要で

ある。 

010 根深ネギフイルム軟白栽培 (前田・羽田野) 

軽労で、重粘土転換畑での安定栽培が可能なネギの

露地フィルム軟白栽培技術の確立にむけて夏ネギ作

型について検討し要点を明らかにした。また、平うね

定植法では生育初期の乾燥のため生育劣り品質的に

問題があった。 

011 キャベツ (羽田野・前田) 

キャベツについて、ジシアン燐加安による全量元肥

施肥法の重粘土での実用性と適正施肥水準について

実証したが、干ばつ条件での活着促進や効率的灌水対

策が課題として確認された。 

 

(3) 北陸におけるサトイモ、ネギのセル苗を用いた  

省力・低コスト栽培法の確立 

重粘土地域における複年転換サトイモ等特産野

菜の省力・低コスト生産体系の確立 

研究の背景と目的 

本県では複合営農の推進が重要な課題となってい

る。転作野菜としてサトイモ・エダマメなどがブラン

ド品目に位置づけられているが、重粘土転換畑での労

力軽減と収益性向上のため、省力・低コストの栽培体

系の確立が望まれている。又、サトイモでは優良種い

もの不足に対処する効率的種苗(セル苗)生産技術を
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ベースとした技術確立が望まれる。こうした課題に対

応した技術確立をはかる。 

012 サトイモ及びエダマメの省力・低コスト生産体系

導入条件の解明 (田伏・星野) 

サトイモ定植機を導入し、慣行栽培以上の所得を得

るためには、半自動定植機の稼動面積を 37ａ以上に

する必要がある。またエダマメハーベスタは、167ａ

以上の稼動面積にすることが必要である。 

013 サトイモ (前田・羽田野) 

 機械定植に対応したセル苗育苗技術確立のため、催

芽程度・育苗日数・培土及び肥料添加について検討し、

適正な苗姿及びセル苗への肥料添加の効果について

明らかにした。 

014 エダマメ (江口・羽田野) 

エダマメの育苗培土の検討では、粉砕モミガラを利

用した場合、収量は確保できるが苗ぞえいが悪く、更

に検討が必要である。根鉢の崩れを解消するための凝

固剤の検討では、食品添加物の利用が有望だが、 浸

透性に問題があり凝固程度が落ちた。また、エダマメ

苗の７日程度の短期冷蔵は枯死株もなく収量も慣行

並みに確保できた。 

015 半自動移植機への適応性 (前田・羽田野) 

半自動移植機によるサトイモのセル苗定植の実用

性について検討し、Ｙ社機の実用性を確認した。 

Ｉ社機は植え付け深さ・車体が低い・マルチ切開穴が

大きいなど難点がみられた。 

016 セル成型苗の転換畑（現地）における機械定植  

と栽培実証 (前田・羽田野) 

セル苗の育苗実証および生育特性と収量性につい

て検討した。セル苗移植時の芽の伸張量確保の重要性

が確認された。収量性については栽培管理により個人

差が大きかった。 

017 早生品種直は栽培 (羽田野・前田) 

エダマメの４月直は栽培において、スリット入りマ

ルチとべたがけ資材の併用は効果的で、直は栽培は十

分に可能であった。留意点としては、土壌害虫対策・

発芽率の良い種子・播種精度の向上が指摘される。 

018 草姿改善 (羽田野・前田) 

エダマメ収穫機の適応性向上のため早生品種の草

姿改善(着莢位置・主茎長・分枝数)のための栽培管理

技術について検討した。直は密植(25,000 粒／10ａ)

で収穫機に適応した草姿になることを明らかにした。 

 

(4) 有用遺伝子の単離技術を活用した花き新品種の

開発 

研究の背景と目的 

花色、ウイルス抵抗性、カビ抵抗性に関与する遺伝

子を単離するとともにユリへの遺伝子導入法を開発

し、遺伝子組換えにより、新規花色(青い色)のユリや

耐病性のあるユリを作出する。 

019 ツルニチニチソウからの Flavonoid 

3’,5’-hydroxylase 遺伝子の単離 (小林) 

ツルニチニチソウの花弁より、ペチュニアにおいて

青い色素合成に関与する遺伝子である flavonoid 

3’,5’-hydroxylase とアミノ酸配列で 79％の相同性

がある遺伝子を単離した。 

020 共存培養におけるアグロバクテリウムの増殖に

付いての検討 (近藤・小林・星) 

Agrobacterium tumefaciensと、ユリのリン片、ペ

チュニア葉片、イネカルス、ネギカルスとの共存培養

を比較した。Agrobacterium tumefaciensは、他の材

料との共存培養では増殖したが、ユリのリン片との共

存培養では増殖しなかった。 

021 共存培養におけるリン片の褐変抑制についての

検討 (近藤・小林・星) 

ユリのリン片はAgrobacterium tumefaciensとの共

存培養により褐変するが、共存培地に添加物を添加す

ることによって、ユリのリン片の褐変を抑制すること

が可能であった。 

 

(5) いもち病伝染源域の防除による低コスト・環境保

全的防除技術 

研究の背景と目的 

環境保全的防除技術が求められる中、いもち病防除

においても本田期防除回数の削減が必要である。ここ

ではいもち病の伝染源と伝染源から本田初発に至る

過程をいもち病菌のＤＮＡマーカーを用いた追跡手

法により解明し、これにターゲットを絞った新たな防

除技術を確立することによって、平坦少発生地域にお

ける本田期いもち病防除回数の大幅な削減を行う。 

022 いもち病発生特徴の解析 (原澤・小潟・堀) 

開発技術の導入地域である平坦少発生地西蒲原郡

中之口村において、いもち病の発生推移を調査した。

全般発生開始期は、６月第４半旬末で７月第１半旬に

第２世代期に至ったが、梅雨明け後の高温乾燥により

本年も葉いもち、穂いもちとも少発生にとどまった。 

023 県内産種子から分離されるいもち病菌のDNAフィ

ンガープリント (原澤・小潟・堀) 

平10年産の11地点の種子から分離したいもち病菌

230 菌株の DNA フィンガープリント（pot2rep-PCR）

には数多くの多型がみられ、2kb 以下のバンドの有無

により 20 種類の菌群に分類された。しかし、DNA フィ

ンガープリントは、全体的には近似しており、県内の

採種地の異なる種子を用いても、伝染源解明のための

マーカーにはならないと考えられた。 
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024 いもち病常発地の伝染源の解明(原澤・小潟・堀) 

平成11年と12年に小千谷市の常発圃場で使用した

種子、試験圃場および周辺圃場発生葉いもち病斑から

いもち病菌を分離し、DNA フィンガープリント

（pot2rep-PCR）を調査した。慣行の採種圃産種子を

用いた平成 11 年には、各分離菌群の DNA フィンガー

プリントに差がなかった。熊本県産保菌種子を用いた

平成 12 年には、種子分離菌は県内のいもち病菌とは

全く異なる DNA フィンガープリントを示したが、試験

圃場の葉いもち病斑からは熊本県産保菌種子由来の

いもち病菌は分離されなかった。 

025 補植苗における病勢進展と気象条件 

 (原澤・小潟・堀) 

発病苗を挿入した補植苗における病勢進展量と気

象条件の比較から補植苗で病勢進展が起こる気象条

件を明らかにした。また、発病補植苗が葉いもち全般

発生の伝染源となるのには、発病による苗の枯死が

90cm2（60cm×30cm 育苗箱面積比率５％）以上となる

必要があった。 

026 発病苗移植本田株における発病増殖要因 

 (原澤・小潟・堀) 

発病苗を移植した本田株上では、移植時期が遅いほ

ど、また、湛水深が浅いほどが本田の葉いもち発生が

多かった。このことから本田に移植した発病苗が伝染

源となるかは、発病苗病斑の胞子形成能力が感染好適

条件が訪れるまで維持されるかが影響すると考えら

れた。 

 

(6) アカヒゲホソミドリカスミカメの発生予察と防

除技術の確立 

研究の背景と目的 

近年、県内ではアカヒゲホソミドリカスミカメの発

生が拡大し、斑点米被害が頻発するようになった。本

種はオオトゲシラホシカメムシなどの歩行性のカメ

ムシ類と生態が大きく異なっており、従来からの防除

方法では十分な効果をあげていない。そこで本種の発

生生態を解明し、発生予察法を確立するとともに、斑

点米防止に有効な防除技術を確立する。 

027 産卵場所 (永瀬・石本) 

水田内のイネ(こしいぶき)に対するアカヒゲホソ

ミドリカスミカメの産卵位置を調査するため、茎単位

で袋掛けし、８月９日に雌雄成虫各２頭を３日間放飼

した。５反復合計で 16 卵塊、103 卵が産下された。

卵は葉鞘内面と葉舌内面に認められ、葉鞘内面が全体

の約２／３を占めた。 

028 水田および周辺生息地の発生消長(永瀬・石本) 

西蒲原郡巻町においてすくい取りによりアカヒゲ

ホソミドリカスミカメの発生消長を調査した。イネ科

牧草地では刈り取りなどで密度は低下したが増殖は

速やかで好適な生息地とみられた。農道の雑草では発

生が断続的であった。水田内には第１～３世代成虫が

認められ、主に周辺からの侵入とみられた。 

029 イネの品種と水田内発生消長 (石本・永瀬) 

アカヒゲホソミドリカスミカメの発生消長を、作物

研(わせじまん、こしいぶき、コシヒカリ)および北蒲

原郡豊浦町(はしり味、ゆきの精)で調査した。第２世

代成虫の発生盛期は各々の品種の出穂期～出穂期７

日後であった。第３世代幼虫の発生盛期は出穂期後

15～20 日で品種による違いは小さかったが、発生量

は品種により明らかに異なった。 

030 イネ穂の成熟程度と被害粒の発生(永瀬・石本) 

イネ穂の成熟とアカヒゲホソミドリカスミカメの

発育に伴う被害粒の変化を知るため、イネ(わせじま

ん)に穂単位で放飼を行った。出穂直後の加害は主に

不稔や粃を発生させ、出穂５日後以降の加害で斑点米

が認められた。割れ籾の発生の少ない条件では、出穂

10 日後頃の斑点米形成量が最も高かった。 

031 イネの品種と被害粒の発生 (永瀬・石本) 

イネの品種による被害粒発生の違いを知るため、イ

ネ(こしいぶき)に穂単位でアカヒゲホソミドリカス

ミカメを放飼した。出穂直後の加害は主に不稔や粃を

発生させ、出穂６日後以降の加害で斑点米が認められ

た。被害粒発生の経過および玄米表面の着色位置はわ

せじまんの場合と類似していた。 

032 カメムシの種類による被害粒の特徴(永瀬・石本) 

イネ(こしいぶき)に穂単位でカメムシ類を放飼し

て被害粒を調査した。アカヒゲホソミドリカスミカメ

では、玄米の先端や側面の内･外穎鉤合部における着

色が大部分であった。これに対しオオトゲシラホシカ

メムシでは、登熟期中盤に側面の内･外穎鉤合部以外

の場所にも着色が認められた。 

033 割れ籾および斑点米の発生特徴 (石本・永瀬) 

北蒲原郡豊浦町(ゆきの精)で、割れ籾の発生推移お

よび成熟期の斑点米発生状況を調査した。割れ籾は出

穂期後 15 日でわずかに認められ、成熟期にかけて増

加した。株単位の斑点米発生粒率は 0～3.06％で、株

間差が大きく、これは株間の幼虫発生量の差によるも

のと推察された。 

034 一般圃場における斑点米の発生 (永瀬・石本) 

加害種を地域別に推定するため農業改良普及セン

ターが設置した気象感応圃（ゆきの精）15 地点の斑

点米を調査した。一定量の斑点米の得られた８地点の

うち５地点はアカヒゲホソミドリカスミカメが加害

した場合と同じ着色位置の斑点米が大部分を占めた。

残りの３地点は他種カメムシ類が加害したとみられ

る斑点米が 20～30％混入していた。 
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035 室内検定 (石本・永瀬) 

コムギ芽出し苗を用いた茎葉浸漬法により、アカヒ

ゲホソミドリカスミカメに対する殺虫剤の殺虫力検

定を行った。MEP に対し県内４地点から採集した個体

群には、MEP 散布回数が極めて少ない地域の個体群と

比較し、感受性の違いが認められた。４種有機リン剤

の比較では、PAP の殺虫力が高かった。 

036 圃場散布試験 (石本・永瀬) 

北蒲原郡豊浦町および西蒲原郡巻町で各種殺虫剤

の圃場散布効果を、出穂期後５～６日および 15～16

日の２回散布で検討した。２地点とも第２世代成虫の

発生盛期は出穂期～１回目散布日で、その後次世代の

幼成虫が発生した。シラフルオフェン剤は高い効果を

示したが、MEP 剤は効果の変動が大きく、MPP 剤は実

用的な効果は認められなかった。 

037 殺虫剤の散布適期 (石本・永瀬) 

北蒲原郡豊浦町で、はしり味(出穂期７月 22 日)、

ゆきの精(出穂期８月１日)で、異なる時期に殺虫剤を

散布し、効果を検討した。殺虫剤は主としてシラフル

オフェン粉剤 DL を用いた。両品種ともに出穂期後５

日および 15 日の２回散布で実用上十分な防除効果が

あり、これよりやや遅い散布でも高い防除効果が期待

できると考えられた。 

 

(7) 新たなホルモン調節法を用いた牛の採卵技術の

開発 

研究の背景と目的 

受精卵移植を効率的に利用していくためには、胚の

安定確保が必要不可欠であるが、過剰排卵処置のホル

モン剤に対する反応性は個体差が大きく安定しない。

そこで、過剰排卵処置時に存在する主席卵胞を人為的

にコントロールすることにより採卵成績を向上させ

ることを目的とした試験を行う。 

038 ホルモン剤による主席卵胞除去 (佐藤) 

GnRH を投与することによりほとんどの牛で主席卵

胞を除去することが可能であった。除去後、全例で血

液中の FSH 濃度の上昇が見られたことから、その後過

剰排卵処置を行うことにより、成績向上が期待される。 

039 主席卵胞除去による採卵成績の向上 (佐藤) 

GnRH投与後12時間後から過剰排卵処置を開始した

が、成績の向上にはつながらなかった。今後は、GnRH

投与後から過剰排卵処置までの間隔を検討する必要

がある。 

 

(8) 高能力豚の系統造成試験 

研究の背景と目的 

本県で造成したランドレース種系統豚「ニホンカ

イ」は、平成３年から維持、普及を行っているが、世

代の経過とともに近交係数の上昇により維持年数は

14 年までとなっている。そこでポスト「ニホンカイ」

として、新たなランドレース種の系統豚を造成するた

めに必要な試験を行う。 

040 繁殖性、強健性の選抜方法の検討 (柴田) 

Ｇ２の繁殖成績の平均値は、産子数 10.6 頭、離乳

頭数 9.1 頭であった。Ｇ３調査豚の 30～110kg までの

ＤＧは 949.0g、ロース芯断面積 19.4cm2、背脂肪の肩

と腰の部位は厚い傾向にあった。骨軟骨症の重度、中

度の発症頻度は９％程度であった。 

 

(9) 環境に配慮した高泌乳牛の飼養管理技術の確立 

研究の背景と目的 

乳牛への濃厚飼料給与量は年々増加し、これに伴い

蛋白質給与量も増加しており、過剰傾向にある。摂取

した蛋白質の多くは第一胃内でアンモニアに分解さ

れ、エネルギーとのバランスが適正であれば、微生物

の体蛋白質合成に利用され、過剰な場合は胃壁より吸

収され、牛体に悪影響を及ぼすだけでなく窒素排泄量

が増加する。そこで適正な蛋白質給与量を明らかにし、

効率的な給与技術を開発する。 

041 分解性蛋白質水準の違いが泌乳初期乳生産に及

ぼす影響 (関) 

乳生産効率を低下させることなく、窒素排泄量低減

の可能性を検討するため、分解性蛋白質水準の異なる

飼料を給与し、泌乳前期牛による飼養試験を実施中。 

 

(10) 新潟県産地鶏の開発(「蜀鶏」を活用した地鶏の

開発) 

研究の背景と目的 

地域の活性化を図るため、特産品の開発が望まれて

いる中で地元産に対する消費者ニーズに対応して新

潟県原産天然記念物「蜀鶏」を組み合わせた当県独自

の地鶏の開発作出を行い県特産鶏としての定着を図

る。 

042 食味性を指標とした種鶏雄系統と候補雌鶏との

相性検定 (鈴木) 

地鶏には「蜀鶏」を雄系の雄に使った三元交雑鶏を

想定している。試験１：二元交雑雄鶏を同一にし雌鶏

４品種の能力比較を行った結果、増体について雌鶏の

影響が見られた。また試験２：雌鶏を同一にし、二元

交雑雄鶏３品種の能力比較を行うため交配試験を行

った結果、増体成績では雄鶏の影響は見られなかった。

肉質については現在分析中である。 
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(11) 県産果実等からの機能性成分の検索と成分利用 

食品の開発 

研究の背景と目的 

県産果実及び中山間地特産物（マタタビ、ギンナン、

桑、柿等）中の機能性成分の検索と成分利用食品の開

発を行う。これにより県産果実の付加価値が高まると

ともに、規格外果実等の利用率も大幅に高まり、２、

３億円の新規食品出荷が期待できる。また、県内の農

業、農産加工団体及び食品産業の振興・活性化が図れ

る。 

043 県産果実中に含まれる機能性成分の検索と同定 

 (中島・浅野・大坪・佐藤嘉) 

柿(平核無)と桑の実(野生種)S について、液体クロ

マトグラフィー／マススペクトロメトリー(LC/MS)に

よる成分の検索・同定を行った結果、機能性成分とし

て柿ではβ－クリプトキサンチンを主とするカロテ

ノイド類、桑の実ではアントシアニンの他に新たにク

ロロゲン酸を確認した。 

044 柿渋成分(ポリフェノール)利用食品の開発 

 (金井・佐藤嘉・諸橋・鍋谷・江川・有坂) 

柿渋液の最適調製法(未熟柿使用、ビタミンＣ添加

し磨砕、濾過後に冷凍)を確立した。また、この柿渋

液を豆腐用凝固剤と共に豆乳へ混合し、凝固後圧搾す

ることで、ハンバーグ様食感を有する大豆加工品を開

発した。 

 

(12) 農産物の有効成分および微生物機能を利用した

地域加工食品の品質保持技術の確立(新技術) 

研究の背景と目的 

天然由来保存料による安全性向上、日持ち延長技術

を確立し、消費者の無添加、天然、低塩化志向に対応

する。当該技術の確立により、地域の中小零細食品産

業は冷蔵施設等の大きな設備投資をしなくとも安価

で簡易な特産品開発が可能となる。 

045 冷蔵枝豆の開発 (佐藤嘉・有坂) 

生の枝豆を水洗いし、４％食塩水で煮沸した後、天

然抗菌剤水溶液に２分間浸漬し、密封包装することに

より、10℃で４日間保存できる冷蔵枝豆を開発するこ

とができた。天然抗菌剤としては、リゾチーム、グリ

シン、ポリリジンが有効であった。  

046 豆腐の品質保持技術 (金井・楠) 

豆腐の品質保持期限の延長を目的に、天然物由来の

抗菌物質(卵白リゾチーム、ポリリジン、グリシン、

キトサン、グレープフルーツ種子抽出物、カテキン抽

出物、天然カルシウム)を原料に添加して豆腐を製造

した。豆腐に対してはポリリジンの利用が、保存性、

食味の点から最も優れていた。 

 

(13) 制癌作用を有する新規な機能性食品素材の探

索・開発 

研究の背景と目的 

県内食品産業の活性化を図るため、新たな価値を付

与した機能性食品の開発が求められており、制癌性食

品は有望なターゲットとして近年注目を集めている。 

そこで、新たな機能性成分としてテロメラーゼ活性

阻害物質に着目し、食品開発に利用できる成分を探

索・同定することにより、制癌性食品素材の実現を図

る。 

047 制癌作用を有する新規機能性食品素材の探索・  

開発 (大坪・中島) 

テロメラーゼ阻害活性の高精度定量を行うために、

ストレッチ PCR 法の定量性確認、テロメラーゼ阻害活

性アッセイ系の決定、スクリーニング対象となる食品

素材の分画を行った。コントロールのテロメラーゼ活

性は 0.601±0.094 であり、本アッセイの再現性が高

いことを確認できた。食品素材として桑など、13 種

類の農産物を選択し、メタノール抽出やエーテル抽出

などを組み合わせて、計 52 の画分を得た。 

 

(14)バイテク手法による機能性食品素材の開発 

研究の背景と目的 

天然系機能性食品素材の利用を図るため、血圧降下

作用を有する GABA(ガンマ－アミノ酪酸)を米胚芽バ

イオリアクターで生産し、抗酸化性物質を植物細胞培

養技術により生産する。これらを用いて、保健・健康

食品への利用を開発することにより、数十億円の経済

効果が見込まれる。 

048 米胚芽のバイオリアクター化によるγーアミノ

酪酸（GABA）の効率的生産と利用技術の開発 

 (大坪・中島・松本) 

米胚芽の酵素を触媒として GABA を工業規模で効率

的に製造する方法、ならびに GABA 利用食品の試作を、

片山食品(株)との共同研究により実施した。その結果、

実規模(100 L)であっても実験室レベルと同程度の効

率で GABA 製造が可能であること、GABA 液を４％含有

した漬物の外観と味は従来品と同等であることが確

認できた。 

049 細胞培養法による機能性食品素材の生産技術の

開発－ダイズ・イソフラボン類の生産－ 

 (浅野・中島・大坪) 

ダイズ培養細胞において高濃度のイソフラボン生

産株を獲得できる条件、ホルモンフリー化条件につい

て検討した。その結果、ホルモンフリーのダイズ培養

細胞は一部の株で添加植物ホルモン濃度を漸減する

ことによって得られたが、イソフラボン高濃度含有細

胞株では初期濃度の 1／64 に低減しても得られず継
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続中である。アントシアニン生産イチゴ培養細胞はホ

ルモンフリー化後徐々に色素生産能が向上し、ホルモ

ンフリー化前のレベルに達した。この色素生産株は果

実に含有されるシアニジン、ペラルゴニジン、ペオニ

ジンの各グルコシドを生産することを確認した。 

 

(15) 特産おけさ柿の長期貯蔵による高付加価値販売

技術の確立 

研究の背景と目的 

長期貯蔵に適するカキの脱渋方法を確立するため、

アルコール発生剤について検討する。 

050 果実貯蔵性の把握 (山本) 

-１℃の低温で貯蔵を行い貯蔵性を検討した。収穫

期の早晩が貯蔵性に影響し、11 月 10 日以前の収穫果

が貯蔵に適するが、３月中旬までの貯蔵は困難と考え

られた。 

051 貯蔵に適する脱渋方法の条件、鮮度保持資材の検

討 (山本) 

貯蔵後の果実の脱渋方法と呼吸により生じた水分

を吸収する吸湿紙について検討した。脱渋のためアル

コール発生剤の封入が必要で、吸水シートの封入はか

えって軟化率が高くなった。 

052 貯蔵に適する脱渋条件 (佐藤嘉・有坂) 

平核無の長期貯蔵方法を検討したところ、原料柿

(20kg 詰め、アルコール発生剤添加)を低密度ポリエ

チレン（LDPE50）で包装し、０℃で貯蔵することによ

り、約３ヶ月間程度良好な状態で貯蔵することができ

ることが分かった。 

 

 

2 共同・プロジェクト研究 

(16) 生育診断技術を基幹とした水稲の低投入型安定

栽培技術 

大規模経営体における隔測技術を基幹とした低

投入型水稲安定栽培法の確立 

研究の背景と目的 

水田地力等のほ場情報や生育情報を簡易に収集す

る測定技術と有効積算温度等の生育ステージ予測技

術を組み合わせた生育診断システムを確立し、適正・

最小限の肥料・農薬等の資材の投入を行う。また、水

質保全的な水管理や肥培管理技術を併せて確立する。

これらを組み合わせた技術体系により、県産米の品質

向上及び収量の安定化を図るとともに、環境負荷のよ

り少ない資材低投入型水稲安定栽培技術を確立する。 

053 大規模経営体における低投入型水稲安定栽培技

術導入条件の解明 (守屋・渡辺) 

開発技術は、指導機関等が広域的に活用すべき技術、

農家･組織レベルで導入可能な技術、に大別された。

また、技術導入の際は、「環境保全型技術」としてと

らえ、その機能を提示できれば、農家・非農家合わせ

た地域住民合意の上で導入できると考えられた。 

054 隔測技術による生育情報収集法の確立 

 (樋口・石井) 

慣行の生育調査の作業時間を測定した。1調査地点

10 株の草丈は 0.5 分、葉色・葉齢は1.8 分であった。

茎数の測定は茎数によって変化するため今回の調査

時期の平均茎数 26.3 本では調査時間は 3.7 分であっ

た。 

055 土性の違いが施肥窒素及び土壌養分の溶出に及

ぼす影響 (遠藤・白鳥) 

室内実験により、施肥で与えたアンモニア態チッソ

の形態、土性の違いによって、土壌中のカルシウム、

マグネシウムイオンの溶出量が異なることを明らか

にした。特に、滝谷ほ場では、硫酸アンモニウム浸漬

で土壌中のカルシウムが 3.0％、マグネシウムが

5.0％、塩化アンモニウム浸漬でカルシウムが 2.3％、

マグネシウムが 4.8％と高い割合で溶出した。 

056 播種時散粒装置の性能 (樋口・東) 

試作散布機の散布量の範囲は 1.4～12.4g/s であっ

た。この間であれば調節ネジに比例し、安定的に散布

できた。1箱 50g 散布で適応できる播種機は約 110～

890 箱/h と考えらた。箱あたりの散布量は標準偏差２

ｇ以下、箱内の布ムラはほとんど無かった。 

057 時期別用排水の水質変動の把握(神田地区) 

 (本間・遠藤) 

三和村神田地区において用排水系の水質を経時的

に調査した結果、融雪期や一時期を除いて調査した各

イオン濃度は農繁期の水田を経由することにより高

まり、特に田植え前後においては施肥に由来すると思

われる硫酸イオンの溶出が認められた。 

 

(17) 未利用資源の積極的活用と軽労化農業の推進等

による中山間地域活性化方策の解明 

中山間地の未利用地を活用した山菜類の安定・軽

労化栽培及び品質評価と加工技術の開発 

研究の背景と目的 

本県中山間地では山菜等を主原料として生産する

特産品は重要な副次部門となっている。今後は新たな

流通の方向や軽労化・省力化技術が求められている。

これらの要望に対応するために消費動向を捉え、オオ

バギボウシ、山菜類の加工を含めた新商材の開発を行

う。 

058 オオバギボウシの大量増殖と軟白促成作型 

 (宮澤・山代) 

株養成条件を継続して検討した。実生２年養成株の

促成栽培における収量では、基肥が基準量(窒素成分
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２kg/a)の方が２倍量(窒素成分４kg/a)よりも本数が

増え、そのため総重量が増加した。またポリマルチを

行う方が、基部茎径が太くなった。冷用水を利用した

地中冷房栽培は、株の分けつ数及び芽の形成に有利と

なる可能性があるが、作業性・経済性を加味した有利

性を検討する必要がある。 

059 転作田の環境改善による山菜の栽培体系の確立 

 (宮澤・山代) 

排水不良地における簡易もみがら暗渠の施工別各

種山菜の生育を調査した結果、フキは施工した方が、

クサソテツは施工しない方が生育が優れた。オオバギ

ボウシは暗渠の有無による生育差は認められなかっ

た。クサソテツの転作田での栽培において、マルチ被

覆は初期の雑草抑制に効果があるが、株の増殖を著し

く抑制した。 

060 未利用桑園の条件を活用した山菜の高品質化技

術の開発 (宮澤) 

桑園内の環境は、裸地と比べ 29％の遮光の効果が

あり、湿度も高く推移した。しかし、桑管理に労力が

かかり作業性が悪い等、未利用桑園の樹間は山菜の高

品質・省力化を目的とした栽培には活用できなかった。 

 

061 山菜のＢＯＸ利用による簡易促成技術の開発(オ

オバギボウシ) (宮澤) 

オオバギボウシの促成栽培における温度条件を検

討した結果、昼間 20℃、夜間 10℃とした変温管理と

した方が 20℃一定の定温管理よりも基部茎径が太く

なり、品質、収量ともに優った。 

062 新規栽培技術の経済性評価 (渡辺・守屋) 

促成栽培のウルイについて、市場関係者に対して調

査を行った結果、総じて細いもの、軟白部の短いもの

は好まれないことがわかった。一方、軟白部の太いも

のと中位のもの、軟白部の長いものと中位のものにつ

いては、好みの違いがあることがわかった。それぞれ

について望まれる市場に分別出荷し、有利販売を図る

可能性が示唆された。 

 

3 プロジェクト研究 

(18) 複合営農推進のための地域型野菜生産システム 

の確立 

研究の背景と目的 

にいがた園芸基地拡大運動の展開や水田転作面積

の拡大等で、本県園芸生産の全県的普及拡大が求めら

れている。こうした中で生産及び流通・販売技術、経

営管理技術の研究開発が求められている。このため、

本県の主要園芸品目について、地域条件に対応した生

産から販売までの野菜生産システムを確立し、複合営

農の推進に資する。 

063 ニーズの探索・検討 (星野・田伏) 

グループインタビューから得た仮説をアンケート

調査によって定量的に検証したところ、野菜に関する

ニーズは年代によって異なることが明らかになった。

今後はこうした多様なニーズに応える商品開発及び

販売促進が望まれる。 

064 コンセプトの樹立 (星野・田伏) 

消費者ニーズに応えるユニークで魅力的な商品コ

ンセプトを発想し、アンケート調査によって検証した。

その結果、「傷まない越後姫」、「さらに軟らかやわ肌

ねぎ」、「取りたてサラダほうれんそう」、「品質保証

印のサトイモ」、「甘くてジューシー雪下ニンジン」な

どがヒット商品となる可能性が高いことが明らかに

なった。 

065 製品差別化に向けた有利販売戦略の確立 

 (星野・田伏) 

消費者の理想とするサトイモ商品は、新潟産の生鮮

品と新潟産の冷凍商品の間(スキマ)に位置している

ことから、「美味しくて利便性がある商品」をつくれ

ば売れる商品となる可能性が大きい。食用菊を食べた

時に「味」や「香り」が良いと感じた人は、自分でも

購入して食べたいと思っている。食用菊の販売には必

ず試食を行うべきである。 

066 高鮮度・流通販売技術の確立 (佐藤嘉・有坂) 

枝豆(黒埼茶豆)は酸素透過度 6000cc/ｍ2/24hr/atm

程度のフィルムで包装することにより、15℃で３日間

程度、新鮮な状態で保存できることが分かった。 

067 野菜作稲作共に適した低コスト暗渠排水技術の

確立 (中川・渡辺) 

転換畑におけるコルゲート管を使った自動埋設暗

渠は排水性において従来の素焼き土管暗渠と遜色な

く 70mm/day 程度の降雨でもほぼ２日で排水を完了し

た。 

068 疎水材の耐久性保持技術の確立 (中川・渡辺) 

籾殻疎水材断面はナトリウム溶出による分解率の

増加と共に減少する傾向にあり断面縮小率は 15～

63％であった。籾殻の腐敗原因解明と対策について検

討する必要がある。 

069 砂丘地での栽培適応性の検討 (江口・田崎) 

砂丘地での導入実績の少ないエダマメについて、栽

培適応性について検討した。施肥による収量および子

実分析値の違いはみられなかった。砂壌土との比較で

は、収量および子実分析値が上回り、栽培適応性があ

ると判断された。 

070 県内主力品種の培適応性の検討(準高冷地) 

 (後藤) 

県内主力品種の、準高冷地における栽培適応性が把

握された。また、消雪の遅い準高冷地における７月下
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旬どり作型が確立された。 

071 優良品種の選抜と検討(準高冷地における中生  

品種の検討) (後藤) 

準高冷地における優良中生茶豆品種の選定を行っ

た。だだ茶豆５号系統（庄内５号、うまいっ茶）は、

黒崎茶豆に比べ収穫期が１週間遅いものの食味は良

好で多収であった。これにより次年度から現地導入が

予定されている。 

072 優良品種の選抜と検討 (田崎・江口) 

早生品種では、大雪みどりタイプで「天ヶ峰」、北

の四季タイプでは「たんくろう」が有望であった。ま

た、若干遅いタイプで、「あおあじ」・「京の夏」が食

味が良かった。中生品種では、「庄内 5 号」・「これは

中生茶」・「だだちゃ豆 7 号」が有望であった。また、

若干早いタイプでは、「越後茶香り」・「越後ハニー」

が有望であった。 

073 良食味茶豆栽培のための施肥検討(田崎・江口) 

基肥に有機質肥料を施用することで収量の増加は

見られたが、全糖量が低下する傾向が見られた。 

また、ホルモール窒素含量は、開花期以降葉色が濃く

なるほど高い数値を示した。追肥の効果では、追肥時

期が開花期に近いほど全糖量が増加した。 

074 冷涼地における夏ネギの生産出荷技術 (吉川) 

収穫の前進化を目指し、越冬ニンジン収穫後の除雪

ずみ圃場にネギ苗を早期定植した。適品種試験では、

対照の「東京夏黒２号」が７月収穫で 2.3ｔ／10ａ、

８月収穫では 2.8ｔ、「白羽一本太」はそれぞれ 2.8

ｔ、3.1ｔだった。また、べたがけ被覆試験では７月

下旬で 3.0ｔの収量を得た。 

075 ハウス栽培ネギの技術確立 (田崎・前田) 

ネギの周年出荷のため、ハウスを利用した冬どり栽

培技術について、フイルム軟白栽培方式で検討した。 

076 春ネギ(坊主不知)の安定生産 (田崎・吉川) 

定植時の苗は、10mm 以上で分けつ数が増加した。

分けつ確保には、系統の分けつ特性に合わせた一次分

けつの早期確保が重要と考えられた。また、準高冷地

での７月上旬収穫を目標に系統（品種）比較を実施し

たが、上旬では出荷規格に到達せず品質・増殖率など

でも課題が残った。 

077 台木・整枝技術の適応性 (前田) 

新潟黒十全の仕立て法は、主枝＋側枝２本誘引垣根

仕立てにした場合、主枝 1本誘引垣根仕立てと比較す

ると、収量性は同等だが誘引作業が多くなり実用性は

低いと考えられた。 

078 坊主不知ネギの系統特性調査 (谷内田) 

昨年度と同じ４系統で検討した。分けつ数は「逆井

早生」で多かった。葉鞘の伸長は「逆井早生」、「山口

系ジャンボ」で良かった。抽たいの発生は「ジャンボ」

で少なく、「山口系ジャンボ」で多かった。えり部の

しまりは「逆井早生」で悪かった。葉鞘基部の膨らみ

の発生は「山口系ジャンボ」で少なく、「ジャンボ」、

「岩手黒柄」で多かった。 

079 坊主不知ネギの生育特性 (谷内田) 

栄養繁殖性ネギ坊主不知の定植時苗質と収穫時生

育との関連について調査した。収穫時に抽たい発生が

無い株から育苗を行った苗を定植することにより、翌

年の抽たい発生の低減に効果があると思われた。また、

分けつ発生ついては、収穫時の抽たいの有無による株

の選別の影響はないと思われた。 

080 ネット系メロンの２果どり栽培技術 (谷内田) 

「アールスナイト夏系２号」「アールスナイト盛夏

系」を供試し、親づる立作り１本仕立てでの２果どり

栽培を検討した。 親づるを畝方向に斜め 45 度に誘引

する斜め仕立ては第２果の果実肥大、着果直後の追肥

は第２果のネット発生向上に効果があったが、慣行

(１果どり)栽培に比べ果重が１～２割少なく、ネット

発生の均一性で劣った。 

081 優良品種の選定 (谷内田) 

晩秋～冬まきホウレンソウについて 10 品種を用い

検討した。10 月下旬播種では、生育が早く、葉の特

性が良好な点で「アールフォー」、 「バロール」、「風

太郎」、２月下旬播種では、生育が早く、抽たいの発

生が少ない点で「アールフォー」、「バロール」、「ＭＫ

-Ｓ12」が有望と思われた。 

082 越後姫の無仮植栽培の検討 (谷内田) 

仮植育苗にかかる作業の省力化を図るため、「越後

姫」の無仮植栽培について、８月下旬と９月下旬の定

植時期で検討した。慣行栽培に比べ、いずれの定植時

期でも開花・収穫の遅延や不揃いが見られやすかった

が、収量については同等、 品質については商品果率

が高い傾向であった。 

083 越後姫の葉面積の簡易算出 (谷内田) 

「越後姫」の葉面積を非破壊的に簡易な測定で算出

できる方法を検討した結果、１枚の複葉の葉面積は、

中心小葉の葉身長と葉幅との積を説明変数とした直

線回帰式から、高い精度で算出可能であった。 

084 適品種の選定 (熊木) 

水稲育苗ハウスを利用したスカシユリ促成栽培で

の適応性を 16 品種（系統）について検討した。「おけ

さきすかし」、「さどこがね」、「さど美人」、

「57-139-5Ｂ」は適応性があると判断された。 

 

(19) インターネット農業情報データベースの開発 

研究の背景と目的 

ナシ、モモ、ブドウ等の開花期をリアルタイムで予

測し、予測結果をインターネットで表示できる、誰も



20 

－ I - 20 － 

が利用可能なシステムを開発する。また、これまでの

研究成果を簡便に取り出すことができるデータベー

スを開発する。 

085 果樹肥大予測モデルの試作と適合性の検討 

 (藤巻) 

主要樹種の肥大に関するデータや気象データの収

集を行った。 

086 システム試験運転によるスケジュールの検討 

 (本永) 

開花予測に必要な毎時気温データをシステムにイ

ンポートし、ナシとブドウの開花予測情報を作成した。

ナシでは、３月下旬から４月下旬まで、ブドウでは５

月中旬から６月中旬までウェッブページに表示した。 

087 予測結果算出プログラムの改良とシステムの概

要確立 (本永) 

予測結果算出過程において、予測計算と同時に過去

の実測開花データを参照して開花日平年値を算出す

るようプログラムを改良した。 

088 ナシの予測精度の検証 (本永) 

開花始日及び満開日予測値との誤差は、おおむね実

際の開花期に近づくにつれて小さくなる傾向が認め

られ、最終的には予測値の大部分が誤差±２日以内に

なった。開花1ヶ月前頃から実際の開花期まで、シス

テムに実測気温を取り込みながら４～５日間隔で情

報を更新していけば、システムは実用に耐える。 

089 ブドウの予測精度の検証 (本永) 

開花始日の予測値と実測地の誤差は、ナシの場合と

同様におおむね実際の開花期に近づくにつれて小さ

くなる傾向が認められた。短期間で予測情報を更新し

ながら開花予測の情報を提供することで、ブドウの開

花予測システムは実用性がある。 
090 インターネットＷｅｂサーバの構築 (川上) 
オープンソース・オペレーティングシステム Linux
を用いた高速なＷｅｂサーバを構築し、データベース
機能と強力なセキュリティを実装した。 
091 インターネット・ホームページの作成 (川上) 
農業総合研究所の「基本構想」、「研究成果・成績」、
「研究課題」、「報告書」、「新品種情報」、「概要」を
HTML 化し、Web サイトに掲載した。 
 

(20) 有機物資源の地域内循環システムと有機農産物

の生産技術の確立 

研究の背景と目的 

有機性廃棄物の堆肥化特性と腐熟度の判定方法を

が明らかし、農地への施用が容易にする技術を開発す

る。同時に、こうした技術を活用し有機物資源の地域

内循環システムを構築する。 

092 キノコ廃床の家畜敷料としての利用(村松・小柳) 

キノコ廃床単体では肥育牛敷き料としての利用は

難しいが、モミガラを容積比で１：１となるように混

合すると、オガクズと同等の性能が得られた。 

093 小型反射式光度計等を用いた家畜ふん堆肥中 

カリウムの簡易分析法の確立 (安藤・小柳) 

小型反射式光度計による堆肥中カリウム含量の簡

易分析は精度が低く、測定条件やサンプル調製法の改

善が必要と思われた。 

094 家畜ふん堆肥成分の簡易測定法としての外観色

の有効性 (小柳・安藤) 

乳牛ふん堆肥の BOD と a*値、b*値、y値および肉牛

ふん堆肥のBODとL*値、Y値間に関係が認められたが、

相関係数は実用的な大きさではなかった。その他はい

ずれも相関はほとんどなかった。したがって、外観色

により成分を推定するのは難しいものと考えられた。 

095 キャベツポット栽培における家畜ふん堆肥成分

の利用率 (小柳・安藤) 

牛ふん堆肥および豚ふん堆肥の窒素の利用率は化

学肥料に比べて明らかに劣ったが、リン酸、カリの利

用率は化学肥料に劣らないと考えられた。 

096 ニンジン(春まき) (長谷川・山本) 

砂壌土における有機質肥料の全量基肥施用に対す

るニンジンの反応は、化学肥料の追肥体系および被覆

尿素 LP70 の全量基肥施用体系と比較しても収量およ

び品質に有意な差はなく、有機質肥料による全量基肥

施用技術は可能であり、施肥量は 12Ｎkg で十分ある

ことが確認された。 

097 ニンジン(夏まき) (長谷川・山本) 

砂壌土における有機質肥料である糖鮮 100 の全量

基肥施用に対するニンジンの反応は、今秋の場合、化

学肥料の追肥体系および被覆尿素 LP70 の全量基肥施

用体系と比較すると太りが劣ったため、Ｌ規格収量が

少なく、慣行追肥区の約２割減、LP70 全量基肥の約

１割減となった。夏まきの場合、試験結果の年次間差

が大きい。 

098 サトイモ (長谷川・山本) 

砂壌土における有機質肥料の全量基肥施用に対す

るサトイモの反応は、化学肥料の追肥体系および被覆

尿素 LP100 の全量基肥施用体系と比較しても収量お

よび品質に有意な差はなく、施肥量についても 15～

25Ｎkg 間で有意差は認められなかった。高温干ばつ

により、試験区の差が顕在化しなかったものと推定さ

れる。 

099 ニンジン(春まき) (長谷川・山本) 

有機質肥料の全量基肥施用に対するニンジンの収

量は、肥料の種類の違いに関係なく、土壌の種類の違

いに大きく依存してことが前年と同様に再確認され

た。 

100 ハクサイ(夏まき) (長谷川・山本) 

有機質肥料および被覆尿素 LP70 の全量基肥施用体
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系、並びに約２割減肥の慣行追肥体系を比較したとこ

ろ、砂土以外の土壌については有機質肥料の方が収量

は優った。砂土は肥料の流亡が激しいので、LP 肥料

や慣行追肥体系の方がよいと考えられた。 

101 堆肥が栽培作物の品質、収量に及ぼす影響 

 (江口) 

堆肥投入後、すぐに春ダイコンを播種した結果、慣

行のモミガラ堆肥と変わらない収量および品質を確

保した。また、堆肥が原因と考えられる虫害は認めら

れなかった。 

102 無農薬栽培が病害の発生相等に及ぼす影響 

 (山口・棚橋) 

秋冬ネギの殺菌剤無防除における病害発生相を検

討した。黒斑病は７月に少発生し、8月の高温期には

病勢が一時停滞したが、9月以降病勢が再び進展し収

穫期頃に最多発病となった。無防除区では防除区に比

べ約 40％減収した。また、べと病およびさび病はま

れに確認される程度で発生は極めて少なかった。 

103 茎葉散布剤の使用法の検討 (山口・棚橋) 

秋冬ネギの黒斑病に対する殺菌剤防除法を検討し

た。防除効果は散布間隔 10、20 日で高かったが、同

30 日で劣った。展着剤の加用効果は同 10 日では認め

られないが、同 20、30 日で認められた。防除薬剤で

はクレソキシムメチルフロアブルがマンゼブ水和剤

に優った。展着剤はアプローチＢＩがアビオン Eに同

等～やや優った。 

104 茎葉散布剤の使用法の検討 (山口・棚橋) 

秋ニンジンの黒葉枯病に対する薬剤防除法を検討

した。８月上旬播種では発病初期にあたる播種後 40

～50 日の薬剤防除効果が高く、発病進展後は劣った。

生育期後半に発病進展しても収量への影響が小さい

ため、発病程度によっては薬剤防除を省略できた。 

105 秋冬ネギ (棚橋・山口) 

ホッキ貝焼成カルシウム粉末のネギ軟腐病に対す

る防除効果を検討した。同 100 倍液を７～９月に約１

ヶ月間隔で土寄せ時に４回散布したところ、対照の無

機銅水和剤に比べ防除効果は劣ったが、無処理と比べ

効果は低いものの防除効果が認められた。同 1000 倍

液散布の防除効果は低かった。薬害は認めなかった。 

106 秋ニンジン (山口・棚橋) 

ホッキ貝焼成カルシウム粉末のニンジン黒葉枯病

に対する防除効果を検討した。同 500 倍液を播種 40

～80 日後に約 10 日間隔で５回散布したが、防除効果

は認められなかった。薬害は認めなかった。 

107 葉の欠損による秋ニンジン収量への影響 

 (中野・山口) 

葉の欠損程度と収量の関係を調べた。切葉後の葉面

積と収量には相関が見られた。全葉切除した場合 60

日後処理では減収率は 63％であったが、80 日後処理

では、無処理と有意な差は認められなかった。この結

果から試算すると、幼虫株あたり 1頭の寄生は、は種

60 日後では 50％、は種 80 日後では 20％の最大減収

率となった。 

108 被覆資材による防除法の検討 (中野・山口) 

夏まきニンジンにおいて、ネキリムシ等の被害を物

理的に防止するため、被覆資材を用いて栽培した場合

のニンジンの生育等を検討した。供試した白バスライ

トでは高温・ムレによると思われる欠株が多く利用性

は無いと考えられた。 

109 鱗翅目害虫に対するＢＴ剤の効果(中野・山口) 

鱗翅目害虫に対するＢＴ剤の利用性を確認するた

め、ハスモンヨトウおよびヨトウガを用い、室内およ

びほ場試験を実施した。全般的に死虫率は低かった。

幼虫発育阻害効果は認められたが、食害防止効果は明

瞭ではなかった。飼育試験では湿度が高いと死虫率が

低下する傾向が認められた。 

110 ハダニ食害の収量への影響 (中野・山口) 

防除薬剤散布回数を変えてハダニの密度差をつけ、

収量への影響をみようと試みたが、ハダニ類が 7月下

旬まで低密度に推移したこと、およびサトイモの生育

に区間差が大きかったことにより、影響は判然としな

かった。 

111 ハダニの生物的防除法の検討 (中野・山口) 

市販の天敵カブリダニ類２種を用い、ハダニの密度

抑制効果を検討した。放飼時期がハダニの密度急増期

にあたったこと、高温乾燥状態が続いたことにより、

カブリダニの定着および密度抑制効果は認められな

かった。 

112 農業者と消費者が協力した有機物資源の地域内

循環システムの実証 (星野・田伏) 

Ｏ地区において生ごみリサイクルを実現するには、

住民の理解と協力が必要である。具体的には「一日置

きに処理する」、「水切りバケツを配布する」、「でき

た堆肥を提供してもらえる」、「年配者に処理機の管

理をお願いする」などがあげられる。一方、農業者の

場合は、農産物に付加価値を付ける生産・販売システ

ムの構築が必要となる。 

113 有機質資材の作物に対する養分供給特性の把握 

 (白鳥・門倉) 

肥効の高い有機物資材の特徴は易分解性画分の炭

素が１g/100g 乾物程度、タンパク態窒素は 2g/100g

乾物以上であった。生ゴミ堆肥は、一部を除き、有機

質肥料的な効果は得られないものと思われた。 

114 水稲の環境保全型栽培の安定化 (白鳥・門倉) 

水田土壌中での有機物の無機化特性は、有機物中に

含まれる易分解性糖類の含量によって異なることが
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示唆され、水稲の有機物利用栽培においては窒素含有

率だけでなく、易分解性糖類の把握による適正施用量

の算出が必要になると思われた。 

 

(21) ＤＮＡ解析技術を利用した水稲優良品種早期選

抜法の確立 

研究の背景と目的 

これまでの研究により、イネがいもち病真性抵抗性

及び短稈化遺伝子を保有するか否かを DNA 分析によ

り判定することができるようになったことから、耐倒

伏性といもち病抵抗性を併せ持つ優良系統(コシカリ

並みの食味・品質)を早期に育成する選抜方法を確立

する。 

115 真性抵抗性遺伝子 Pi-z 保有品種とコシヒカリの

RFLP (橋本) 

ＤＮＡ分析による Pi-z 保有個体選抜の精度を向上

させるために、Pi-z 保有品種(新潟早生)と非保有品

種(コシヒカリ)の RFLP(制限酵素断片長多型)が検出

可能なマーカーを探した。その結果、マーカーc999

で新潟早生とコシヒカリの RFLP が確認できた。 

 

(22) 「新潟米」３割コストダウン生産体系緊急確立 

研究の目的と背景 

ミニマム・アクセス米の導入や、新食糧法の施行に

より産地間競争が激化するとともに、中長期的には、

ＷＴＯ協定の見直し等を含め米価水準の一層の低下

が懸念される。将来ともに米主産県の地位の確保と稲

作経営体の経営の安定を図るためには、米生産コスト

の大幅な低減方策を早急に検討し、稲作関係者への啓

発を通じて、競争力の強い稲作経営体を確立する必要

がある。 

116 低コスト稲作モデルの作成 (渡辺・守屋) 

技術的に組み合わせることが可能と思われる低コ

スト技術を体系化したときに期待されるコスト低減

効果を試算した結果、総じて省力的技術であることか

ら、10a 当たりの生産費の低減は 5～13％期待できる

が、60kg 当たりの生産費の低減効果は小さいという

評価になった。 

117 低コスト技術の定着条件の解明 (渡辺・守屋) 

乳苗育苗、不耕起移植、乗用管理期、表層代かき同

時移植機について実際に導入している経営を調査し、

(1)削減された労働力をどのように活用するか、(2)

作期が拡大されることにより、使用期間が延長される

装備をどのように活用するか、(3)使用期間が短縮さ

れる装備をどのように活用するか、が重要であること

が確認された。 

 

 

(23) 直播栽培におけるコシヒカリの高品質・安定栽

培法の確立 

研究の目的と背景 

直播の導入により、コシヒカリの作期拡大が図られ

ることから、直播栽培の難しいコシヒカリについて安

定栽培法を確立する。これに基づき、直播コシヒカリ

の栽培指針を改訂し、地域に適応した栽培法により直

播栽培面積の拡大を図る。 

118 播種前ほ場管理法及び水管理法による苗立ちの

安定化 (東・石井) 

播種精度向上には、条播では落水時期は播種前日夕

方以降の落水が良く、点播では播種時の適度な土壌硬

度の確保が必要であった。苗立ちは落水管理が安定し

て高かった。 

119 土中点播による高品質安定栽培法の確立 

 (東・石井) 

苗立ち数による収量差はないが 100 本以上では茎

質が低下するため播種量は 2.5～3kg/10a が適当と考

えられた。穂肥量の増加で玄米蛋白含有率の増加、品

質の低下の傾向がみられ、施肥量に注意が必要と考え

られた。 

120 直播機の作業性 (東・樋口) 

30a ほ場での点播、条播の作業性はそれぞれ 0.5、

1m/s 程度で、大区画ほ場では条播機のほ場作業量の

増加が大きかった。点播でやや倒伏が軽度だったが、

条播と点播の生育収量品質は差はみられなかった。 

121 播種時期と成熟期の解明 (石川) 

４月 18 日から約７日間隔で播種期を異ならせ、出

穂期・成熟期について検討した。本年の高温な気象条

件下では５月24日播種でも９月25日に成熟期となっ

た。気象平年値での出穂期、成熟期を推定した結果、

佐渡での湛水直播栽培の播種適期は４月 25 日～５月

８日と考えられた。 

122 施肥と生育、収量 (石川) 

コシヒカリ直播について、播種量と基肥量をそれぞ

れ 2.5～3.5 ㎏／10ａとして組み合わせ、生育、収量

について検討した。播種量や基肥量により生育途中の

生育量は異なったが、成熟期のｍ2 当たり籾数の差は

小さく、収量や品質への影響も少なかった。 

 

(24) 大豆の大規模生産における高品質安定栽培技術

の確立 

研究の背景と目的 

本県は大豆を土地利用型作物の主力作物として振

興を図っている。しかし、品種エンレイの作付けが大

半で大規模生産では秋の気象条件により適期収穫が

困難となり腐敗粒多発等の品質低下を招いている。 

そこで、大規模生産において平成 12 年に奨励品種と
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して採用された晩生品種「あやこがね」を組み込んだ

総合的な大豆生産技術を確立する。 

123 営農的手法による排水技術の開発 (東・樋口) 

トラクタロータリを利用した作溝機を試作し現地

ほ場で作業を行ったが、土壌水分が高く作溝が不十分

となり作業を中断した。現地ほ場で水田用溝切り機に

よる作溝作業を実施した。 

124 営農的手法による排水技術の確立(中川・渡辺) 

春の大豆栽培ほ場条件改善の為の溝切りを行った。 

125 地域別播種期と栽植密度 

 (服部・後藤・横山・渡辺) 

あやこがねの播種期に応じた適正栽植密度につい

て、長岡、津南、柏崎、金井の各地域において調査を

行った。各地域とも栽植密度が高まるとコンバイン収

穫に適する草型となった。また、遅い播種において、

収量性が劣る傾向が見られるが、密植により減収程度

を小さくできた。 

126 狭条間密播栽培法の確立 (田村・服部) 

高温年で主茎長が伸びた結果、条間 30 ㎝の無培土

栽培では、栽植密度が13.3～22.2 本／ｍ2の範囲では

倒伏が大きく困難と考えられた。また、条間 45cm の

１回の培土でも倒伏による減収の危険があると考え

られた。 

127 生育・成熟期の予測技術 (田村・服部) 

大豆気象感応調査におけるエンレイの生育データ

と作物研の気象観測を使用し、開花期はＤＶＩ（発育

指数）より、成熟期は開花～成熟期の積算日平均気温

と登熟期間の平均気温の相関から予測した。開花予測

は実測日数との平均誤差が２日程度で、精度はやや低

かった。成熟期予測の精度は低く、要因として干ばつ、

莢先熟、倒伏などが考えられた。 

128 佐渡地域における｢あやこがね｣の播種時期、播種

密度の検討 (渡邉) 

新品種｢あやこがね｣の佐渡地域における播種時期

後と適正播種密度を検討した。収量と百粒重が大きい

ことから適正播種密度は、標準の５月30日播種で8.9

株／ｍ2、６月10 日播種で 13.3 株／ｍ2、６月20 日は

種で 22.2 株／ｍ2となり、播種時期が遅くなるにつれ

て密度を高める必要があると思われた。 

 

(25) 培養変異遺伝子診断による有用形質獲得個体の

早期選抜技術の確立 

研究の背景と目的 

ユリ切り花は本県花き類の中で粗生産額第１位を

しめる主要品目であり、県のブランド品目に指定され

生産拡大に向け重点的な振興がなされている。しかし

近年の生産の増加とともに球根のウイルス汚染によ

る問題が顕在化してきている。そこで培養変異を用い

たモザイク病抵抗性個体の作出をはかるとともに、遺

伝子診断により有用形質獲得体を早期に選抜する技

術の開発を進める。 

129 織培養個体におけるウイルス病徴発現助長要因

の解明 (宮嶋) 

CMV を保毒した培養球根を用いて、培養中にウイル

ス病徴を発現しやすい培養条件を検討した。その結果、

培養温度 20℃、培地(1/2MS)中の窒素ありの条件にお

いて最も良く病徴が発現することが確認された。 

130 Ｘ線を用いた培養変異個体の獲得 (宮嶋) 

カサブランカ以外の４種類のユリのカルスへＸ線

を 0.25KR 条件で照射し、目的とする生存率を得られ

た。これにより、カサブランカ以外の品種でも上記の

Ｘ線処理条件で変異誘発が可能と考えられた。今後、

変異誘発処理を施した個体に対し、変異の確認を行っ

ていく。 

131 化学処理による培養変異個体の獲得 (宮嶋) 

ＥＭＳ処理によるユリ「カサブランカ」のカルスへ

の変異誘発条件を検討した。この結果、1.0％、60 分

の条件が変異誘発に適すると考えられた。今後、変異

誘発処理を施した個体に対し、変異の確認を行ってい

く。 

132 花色に関する DNA マーカーの探索 (宮嶋) 

スカシユリのオレンジギフト（エンチャントメント

×コネチカットキング）及びオレンジブロッサム（エ

ンチャントメント×コネチカットキング）の自殖によ

り得られたＦ1個体群のDNAのバルクを供試材料に用

い、花色に関する DNA マーカーの探索を試みた。この

結果、２種類のプライマーにおいて多型が得られた。

今後、これらのプライマーについてバルクを展開し

マーカーの確認を行う。 

 

(26) カキ新系統「ＴＮ６２－７］の安定生産と加工

特性の把握 

研究の背景と目的 

当園芸研究センターで胚培養により渋ガキの新系

統を作出し、育成した。この系統の栽培特性及び加工

特性を明らかにし、栽培管理上の有用な資料を得るこ

とにより、県オリジナル品種として今後の普及を推進

していく。 

133 母枝形質及び摘果方法と果実品質(藤巻・松本) 

結果母枝の形質と果実品質の間に明らかな有意差

は見られなかったが、葉果比と果実糖度では負の相関

が、葉果比と果実重では正の相関が認められた。 

生理落果率は摘蕾＜早期摘果＜後期摘果の順であ

り、着果管理が早いほど生理落果は少なくなった。 
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134 奇形果の分類と摘らい・摘果基準の作成 

 (藤巻・松本) 

摘らいした花らいのうち、奇形花らい率は刀根早生

8.7％に対し、TN62-7 は 30.7％と３倍以上だった。刀

根早生の奇形はがく片が３裂であったが、TN62-7 で

はがく片５裂が多かった。奇形果の中でも果形異常は

程度の差が大きいため、収穫時の許容範囲を明らかに

し、摘果時での基準を設定する必要がある。 

135 県内４産地における果実品質の違い 

 (藤巻・松本) 

羽茂町、両津市、巻町、新津市と園研の果実品質を

比べると、本年はどの地点でも着色進展、果実肥大が

悪かった。果実は巻町で小さく、両津市で大きかった。

収穫期は園研がもっとも早く、新津、巻、両津、羽茂

であった。園地差による要因と、気象要因を今後の

データ蓄積から明らかにしていく。 

136 時期別適正収穫基準の作成 (藤巻・松本) 

収穫前期では着色に比例して糖度が上昇した。糖度

14％を基準とすると着色 4.0 以上で収穫が可能と思

われた。後期では前期よりも果実重が増加し、前期同

様に着色と糖度は比例した。果肉硬度は着色と反比例

し、着色が良い果実ほど果肉硬度の低下が著しかった。

収穫基準を設定するには果肉硬度を目安に日持ちと

の検討を行う必要がある。 

137 加工特性の解明と新規加工品開発(佐藤嘉・有坂) 

新系統「TN62-7」をあんぽ柿に加工する場合、原料

柿を 20℃で 10～21 日間の追熟処理により、色鮮やか

な色調の製品とすることができ、あんぽ柿への加工適

性が優れていることが分かった。 

 

(27) オリエンタル系ユリ切り花の産地強化のための

抑制栽培等の広域適応新作型の開発 

研究の背景と目的 

全県的に作付けが増加しているオリエンタル系ユ

リ切り花については、生理生態特性の解明が不充分で

ある等から、特に主力となる抑制作型において生産が

不安定であり、地域的品質差も大きい。そこで、地域

差の大きい県内全域に適応できるオリエンタル系ユ

リの新たな抑制栽培技術を確立し、ユリ切り花産地の

強化・拡大を図る。 

138 球根養成条件と凍結貯蔵技術の検討 

 (葛西・大塚・和田) 

養成球根の肥大特性とノーズ形成の推移に関する

検討を聖籠町、川口町、津南町で行った。ノーズ形成

は高標高地が早く、また夏季の気象が早晩に影響して

いる。抑制切り花品質に対する凍結貯蔵前温度処理の

影響は、掘取り後凍結までの期間が長いと花蕾数が減

少する傾向もあったが、判然としなかった。 

139 球根養分消長の解明 

 (長谷川・葛西・和田・大塚) 

各温度で凍結前処理した球根５球の第１外りん片

と第１内りん片の５倍希釈した内容物の Brix 糖度を

測定した。糖度を測定することによってオリエンタル

系ユリ凍結障害回避のための耐凍性付与を推し測る

手段になり得ることが示唆された。 

140 葉焼け障害防止技術の確立 (長谷川・和田) 

有機キレート Ca 溶液の葉面散布技術を確立するた

め、アカプルコを用いて試験を行ったが、葉焼け障害

軽減に効果を見出せず、効果有無・大小は定植時期や

品種に起因しているところが大きいと考えられた。ま

た、解凍方法の違いや各種植物生育調節剤を試験した

が、葉焼け障害軽減に効果はなかった。 

141 芽伸ばし技術の検討 (宮島・大塚) 

9～15℃の芽伸ばし温度の検討では、前低温ほど上

位節間が伸長し茎が軟弱になる傾向が認められた。中

山間地における 6 月定植では、「ソルボンヌ」以外の

品種で 10cm 程度の芽伸ばしが必要と思われた。低温

期に向かう作型の場合は、9月以降の定植でも花房部

の伸びすぎを防ぐため、5cm 程度の芽伸ばしが必要と

思われた。 

142 軟弱化防止技術の検討 (宮島・葛西) 

栽培温度の検討では、昼夜温格差が大きいほど節間

が伸長しＤＩＦの効果が認められた。水分制御の検討

では、生育後期の多かん水で茎の軟弱化が認められた。

施肥の制御の検討では、生育前期の施肥量は切り花ボ

リュームに影響し、後期の施肥量が茎の堅さに影響す

ることが認められ、茎葉の窒素濃度と茎の堅さに高い

負の相関が認められた。 

 

(28) 低コスト環境低負荷型養液栽培体系の確立 

研究の背景と目的 

養液栽培は後継者の確保、企業的経営など施設園芸

発展の有効な栽培方法であるが、高額な設備投資とな

ることからその導入・拡大に足踏みが見られる。また、

環境低負荷型の技術体系が求められる中、養液栽培で

はロックウール等の廃材や培養液の排液等の処理体

系が未確立である。そこで、養液栽培の導入促進、環

境低負荷型施設園芸の推進を図るため低コスト・環境

低負荷型養液栽培体系を確立する。 

143 ロックウール代替培地利用技術(イチゴ・メロン・ 

トマト) (小林・種村) 

養液栽培の培地耕におけるロックウールに替わる

培地の選定をもみがらを中心に検討した。イチゴ、メ

ロン、トマトすべてにおいてもみがらクンタンが生

育・収量ともロックウールと同等以上であり、取り扱

いも容易であった。生もみがらは保水性で、粉砕もみ
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がらはきのこの発生が問題となった。 

144 装置の簡易・低コスト化(イチゴ・メロン・トマ

ト) (小林・種村) 

イチゴの高設ベッドを試作した。市販の資材で架台

は作成可能であり、培地の保持資材もラブシートを二

重したもので生育・収量が優れた。４条植えによる密

植栽培では、収量は増えるものの作業性が悪く導入効

果は少ないと思われた。高設ベッドにおけるメロン栽

培において谷型誘引で行った場合、株間 40cm 以上で

慣行と同等以上の品質が得られた。 

145 循環式培養液管理技術の検討 (種村・小林) 

イチゴ、トマト、メロンにおける循環型培養液管理

を検討した。イチゴにおいては培養液の組成はＰが低

くＣａが高く変化するものの収量は慣行と同等であ

った。メロン、トマトではＥＣ値の調整だけでは各養

分が少なくなり、収量・品質が低下する傾向がみられ、

各養分バランスの調整が必要であった。 

146 被覆肥料利用技術(トマト・メロン)(種村・小林) 

トマト、メロンにおいて被服肥料利用技術の検討を

行った。トマトでは初期の草勢がリニアタイプで強く

なり、シグモイドタイプで弱くなる傾向がみられ、い

ずれも収量性は低かった。メロンでは被覆燐硝安加里

100 で施肥量Ｎ：17.2g が収量・品質で優れた。 

 

(29) 小豆の新規加工技術の開発と暖地における有望

系統小豆の選抜 

研究の背景と目的 

高温登熟条件に適応する小豆の有望品種を選定す

ると共に、安定栽培技術を確立し複合営農を発展させ、

食品産業に良質の原材料を提供する。 

147 有望品種・系統の最終選抜(田村・後藤・渡邉) 

予備調査は十勝農試育成の７系統を供試したが、ウ

イルス病の多発と低収のため、総てを「棄却」とした。

本調査は作物研高農技、佐渡農技、現地(新発田市)

で、ベニダイナゴンを標準品種として、十勝農試育成

の十育 144 号を供試した。平成８～12 年の５か年の

結果、外観品質に優れ種皮色の良い十育 144 号を「有

望」とし、新潟県の優良品種として選定した。 

148 佐渡地域における小豆優良品種の選定 (渡邉) 

佐渡地域に適する小豆の優良品種の選定を行った。

十育 144 号を供試し、ベニダイナゴンに比べて種皮色

が鮮やかで加工に適するので有望とした。 

149 播種期と栽植密度 (田村・服部・後藤) 

品種は十育 144 号とベニダイナゴンを供試した。作

物研では播種期を７月上旬、ｍ2当たり栽植密度を

16.6 株程度とし、高冷地では播種期を６月下旬～７

月上旬、ｍ 2当たり栽植密度を 12.8 株程度とすること

により、品種とも品質及び収量が安定した。 

150 追肥法と収量・品質 (田村・服部) 

品種は十育 144 号とベニダイナゴンを供試した。追

肥は窒素成分でａ当たり 0.2kg を培土期に、0.32kg・

0.64kg を開花期及び莢伸長期に施肥した。十育 144

号は追肥により増収する傾向が見られたが、両品種と

も有意な差は認められなかった。また、両品とも無追

肥の収量レベルが高くなるに従って、追肥の増収効果

が小さくなる傾向が見られた。 

151 洋菓子原料としての小豆の処理法(中村・石動) 

クリーム類への利用のため、減圧マイクロ波乾燥装

置を利用した乾燥餡の調製、及び原料、物性の異なる

練り餡を調製し、利用適性について検討した。その結

果、練り餡は従来の和菓子用途に比べ軟らかめに練り

上げること、クリームの種類により糖の使用量を変え

ることが適正と判断された。 
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３ 研 究 成 果 

(1) 普及に渡した技術情報 

ア 平成 13 年度の技術情報(平成 13 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

【普及技術】本技術に県農林水産業経営や食品産業にとって、特に、有益な実用化技術 

【活用技術】本県農林水産業経営や食品産業の指導に活用できる主要な技術情報 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

 

 

9 

10 

11 

12 

 

13 

14 

15 

16 

17 

 

18 

19 

20 

【普及技術】 

誰にでもできる生産組織の作業原価分析ソフトウェアの活用方法 

「コシヒカリ」直播の苗立ちを安定させる本田管理法 

「こしいぶき」の DNA 分析による品種判別 

水稲早生品種「こしいぶき」の高品質・良食味米栽培法 

生育指標による「コシヒカリ」の適正籾数確保方法 

コシヒカリ IL（いもち病抵抗性系統）の育成 

生育指標による「コシヒカリ」条播直播における倒伏防止技術 

高品質あずき優良品種候補系統「十育 144 号」の選定 

 

 

オーチヤードグラス新奨励品種「ナツミドリ」、「マキバミドリ」の選定 

アザレアの鉢物用新品種「越の淡雪」、「越の舞姫」の育成 

「刀根早生」より早くて赤い！ かき新品種「TN62－7」の育成 

定植時期および品種特性に応じたオリエンタル系ユリの芽伸ばし処理法 

 

省力的で高品質生産可能なトンネルスイカの整枝栽培方法 

西洋なし「ル レクチェ」の渋味果発生防止・軽減技術 

高泌乳牛への食品製造副産物の高度利用方法 

飼料用とうもろこしの極早生奨励品種「DK483」「DK474」[36A43]の選定 

飼料用栽培ヒエの新認定品種「グリーンミレット早生」、「白ビエ」、「ホワイトパ

ニック」の選定 

安価なホルモン剤を用いた牛の定時人工授精法 

小豆を利用したクッキー、ケーキの製造技術 

新規整備水田における「ヒメイワグレソウ」を用いた法面保護 

 

農総研 基盤研究部 

農総研 基盤研究部 

農総研 バイオ研究部 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

作物研 育種科 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科、 

高冷地、佐渡、食品研 

穀類食品科 

作物研 栽培科 

園芸研 育種科 

園芸研 育種科 

園芸研 栽培・施設科、 

中山間 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

 

畜産研 繁殖工学科 

食品研 穀類食品科 

中山間 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

【活用技術】 

果樹開花期予測情報のインターネットによる提供 

農業の環境保全的機能の簡易な経済性評価法 

乾燥前にできる「コシヒカリ」の食味判定法 

イネ単離花粉の効率的な培養方法 

水稲品種「こしいぶき」の効率的な細胞培養技術 

水稲種子籾の簡易貯蔵法 

タンパク質分析による適正とう精程度の判定方法 

播種量倍増による低コスト稚苗育苗法 

水稲プール育苗による省力低コスト乳苗育苗法 

チューリップ超促成ボックス栽培の改良と主要品種の適応性 

オリエンタル系ユリ抑制作型の養液栽培における栽培装置と培養液管理法 

イチゴ「越後姫」の半促成作型における無仮植栽培法 

スイカ小型トンネル栽培の軽労化を目指したセル苗の直接定植法 

ハウス、トンネルスイカにおける PVA 割繊維不織布を利用した省力的な換気方法 

西洋なし「ル レクチェ」の渋味果発生に及ぼす気象の影響と対応 

 

農総研 企画情報部 

農総研 基盤研究部 

農総研 基盤研究部 

農総研 バイオ研究部 

農総研 バイオ研究部 

作物研 育種科 

作物研 育種科 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 
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No. 成  果  名 担 当 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

日本なし新品種！ 甘い青なし「秋麗」とうまい晩生赤なし「王秋」の選定 

ナス青枯病抵抗性台木品種の抵抗性低下要因とその対策 

土壌消毒および接木栽培によるピーマン青枯病の防除技術 

夏まきニンジンにおける黒葉枯病の薬剤防除法 

ニンジンに対するヨトウムシの防除要否判定法 

小型反射式光度計によるスーダングラス乾草中硝酸態窒素及びカリウムの簡易

測定法 

キノコ廃床の肥育牛敷き料としての利用法 

乳牛尿の貯留処理と曝気処理による液肥化方法 

ベーカリーオーブンを利用した米菓の製造法 

ハンバーグ様食感の大豆加工食品の製造法 

タンパク質由来の苦味を低減させるマイタケ酵素液の製造法 

マイクケを用いた機能性食品の製造技術 

柿渋液の製造法 

植物細胞培養によるイチゴのアントシアンニン生産法 

消雪抑制資材を用いた雪の野外簡易貯蔵法 

準高冷地におけるエダマメ 7月下旬どり栽培法 

ヤマウドの半緑化促成栽培向け優良系統「新潟９」、「小千谷８」の選定 

佐渡における水稲新品種「こしいぶき」の生育特性と栽培法 

佐渡における「コシヒカリ」湛水直播栽培の播種可能時期 

佐渡における無加温ハウス利用冬まきカブの優良品種「福小町」の選定 

園芸研 育種科 

園芸研 環境科 

園芸研 環境科 

園芸研 環境科 

園芸研 環境科 

畜産研 環境・飼料科 

 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 環境・飼料科 

食品研 穀類食品科 

食品研 穀類食品科 

食品研 園芸特産食品科 

食品研 園芸特産食品科 

食品研 園芸特産食品科 

食品研 食品工学科 

高冷地 

高冷地 

中山間 

佐 渡 

佐 渡 

佐 渡 

 

 

(2) 研究成果情報 

ア 新潟県農業総合研究所研究情報 (平成 13 年度新潟県農業総合研究所研究情報に掲載) 

今後の研究遂行、普及指導、行政施策上何らかの形で情報として活用される可能性があるもの 

No. 成  果  名 担 当 

1 

2 

3 

 

4 

5 

6 

7 

8 

水稲におけるカリ中間追肥の見直し 

オリエンタル系ユリの切り花品質に影響を及ぼす栽培環境要因 

オリエンタル系ユリ"アカプルコ"の抑制栽培に激発する葉焼け障害の発生時期と

要因 

台木「筑波４号」を利用したももの斜立主幹形仕立て法 

クリのモモノゴマダラノメイガ成虫の簡易な発生消長把握技術 

家畜ふん堆肥化副資材としてのシュレッダー裁断紙の利用 

基盤整備後の水田法面における「ヒメイワダレソウ」を用いた法面管理の省力化 

アスパラガスの茎枯病軽減のための雨よけ栽培 

作物研 栽培科 

園芸研 栽培施設科 

園芸研 環境科、 

高冷地 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 環境科 

畜産研 環境・飼料科 

中山間 

高冷地 
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イ 北陸農業研究成果情報 (北陸農業研究成果情報第 17 号に掲載) 

【普及】普及奨励することによって、生産現場の技術等の改善効果が著しいとみなされる情報 

【指導】内容をそのまま普及奨励することは適当ではないが、技術指導の参考として適当と考えられる情報 

【研究】新しい技術の試みであって、今後の試験研究により技術に仕上げられる可能性のあるもの及び技術の基

礎的知見・研究方法などに関する情報 

【行政】行政からのニーズに対応した調査研究成果、試験研究から行政への提言など、行政施策の企画立案・遂

行の参考になると考えられる情報 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及】  

1 

2 

3 

4 

高品質あずき優良品種候補系統「十育 144 号」の選定と栽培特性 

砂丘地におけるさといもの特性と種いも栽培方法 

アザレアの鉢物用新品種「越の淡雪」、「越の舞姫」 

茎頂培養と RT-PCR 法によるウイルス検定を組合わせたジネンジョのウイルスフ

リー化 

 

作物研 栽培科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 育種科 

農総研 バイオ研究部 

 【指導】  

1 

2 

3 

4 

かき「平核無」の大玉生産のための側枝、および結果母枝の目安  

日本なし「新高」の収穫適期判定法  

促成栽培いちごの空中採苗方式苗生産における採苗適期と苗質 

多積雪地における雪下にんじんの越冬中の成分変化特性 

 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

高冷地 

 【研究】  

1 Alternaria alternata によるセイヨウナシ黒斑病 

 

園芸研 環境科 

 【行政】  

 (なし) 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

II 農業総合研究所・研究部  
 

組織構成図 

所 長 

副所長 

管 理 部 

専門技術員室 

総 務 課 

企画情報部 
企画調整室 

研究情報室 

基盤研究部 
経営・流通グループ 

作業技術グループ 

環境保全グループ 

土地基盤グループ 

アグリ・フーズ
バイオ研究部 稲育種工学グループ 

園芸育種工学グループ 

微生物工学グループ 
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－ II - 3 － 

平成 12度 農総研研究部 課題一覧 

 (1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 1 基盤研究部   

経常     (1) 革新的な農業ビジネスの展開方向の解明 

201  ア 経営戦略から見た県内農業法人の体系化 

平 12～16 

   〃 

 

基盤研究部(経営･流通) 

県特     (2) 産地精米の流通･販売強化方策の解明 

202  ア 流通手法の変化に対する顧客満足度の計測 

平 10～12 

   〃 

 

基盤研究部(経営･流通) 

経常     (3)省力・軽労化のための機械化作業技術の開発 

     ア 水稲無農薬栽培の省力・軽労化 

203   (ア) 乗用管理機による中耕・除草技術 

204   (イ) 無農薬栽培における除草体系の確立 

     イ 代かき湛水散播直播技術 

205   (ア) こしいぶきの散播直播栽培 

     ウ 米のポストハーベスト技術の改善 

206   (ア) 未乾燥玄米の内部品質判定 

平 10～12 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

平 12 

平 10～12 

   〃 

 

 

基盤研究部(作業技術) 

      〃 

 

      〃 

 

      〃 

国事     (4) 土壌保全対策事業 

     ア 土壌環境負荷低減対策推進事業（土壌環境調査事業） 

207   (ア) 土壌モニタリング調査 

      (イ) 有機質資源連用試験 

208   a 長岡圃場 17 年目 

209   b 滝谷圃場 11 年目 

210   c 代かき前土壌の乾燥が地力窒素発現に与える影響 

211   (ウ) 土壌環境調査の情報化 

212  イ 地力保全対策診断事業 

213  ウ 土壌環境影響診断システム開発事業 

昭 54～ 

   〃 

   〃 

昭 59～ 

   〃 

   〃 

   〃 

昭 61～ 

昭 42～ 

平 8～ 

 

 

基盤研究部(環境保全) 

 

      〃 

      〃 

      〃 

      〃 

      〃 

      〃 

受託     (5) 露地設置型環境保全推進養液栽培実用化技術 

     ア 果菜類の新養液土耕栽培法の検討 

214   (ア) 養液消費量と希釈機の特性 

215   (イ) ポット内土壌溶液の組成 

216   (ウ) 汁液診断 

217   (エ) 収量・品質 

平 11～13 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

基盤研究部(環境保全) 

      〃 

      〃 

      〃 

受託     (6) 土壌調査 

218  ア 県営圃場整備事業土壌調査 

219  イ 都道府県土地分類基本調査 

平 12 

   〃 

   〃 

 

基盤研究部(環境保全) 

      〃 

経常     (7) 低平地における自然圧を利用したパイプラインシステム

の確立 

220  ア 現況用水管理の問題点の解明 

 

平 12～16 

   〃 

 

 

基盤研究部(土地基盤) 
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－ II - 4 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 2 アグリ・フーズバイオ研究部   

県特     (2) 水稲新品種育成のための花粉培養法の確立 

221  ア 単離花粉の培養法の確立 

     イ 特定培地の開発による再分化制御技術の確立 

     (ア) 水稲品種「こしいぶき」の細胞培養技術の開発 

222   a 種子カルス誘導 

223   b カルスの懸濁培養 

224   c カルスからの緑色植物体再生 

     (イ)コシヒカリプロトプラストの効率的な培養法の開発 

225   a プロトプラスト培養のための基本培地 

226   b アガロースビーズにおけるプロトプラスト密度とアガ 

ロース濃度 

227   c コンディショニング培地の添加量 

平 8～12  

稲育種工学、園芸育種工学 

 

 

稲育種工学 

    〃 

    〃 

 

    〃 

    〃 

 

    〃 

経常     (4) 先端的バイテク技術による品種改良法の確立 

     ア 県内特産作物の組織培養系の高度化 

      (ア) オオバギボウシの組織培養による大量増殖法と葯培養 

法の開発 

228   a オオバギボウシの初代培養方法 

229   b オオバギボウシの増殖方法と定植 

      (イ) 組織培養系を利用したネギの育種方法の検討 

230   a リーキのカルス誘導と液体振とう培養についての検討 

      (ウ) ユキワリソウの大量増殖技術及び葯培養技術の確立 

231   a ユキワリソウ不定胚からの植物体再生（GA3 と BA の効果） 

232   b 千重咲き等ユキワリソウの不定胚誘導 

233   (エ) トルコギキョウの倍加育種 

     イ 有用遺伝子検定技術の開発 

      (ア) トランスポゾンを利用したコシヒカリからの有用遺伝 

     子単離技術の開発 

234   a コシヒカリカルス再分化系統からの遺伝子単離材料の選抜 

235   b コシヒカリカルス再分化系統の大量調製 

236   (イ) 培養変異によるコシヒカリ有用変異体の作出 

 

平 10～13 

 

 

 

 

園芸育種工学 

    〃 

 

    〃 

 

    〃 

    〃 

    〃 

 

 

 

稲育種工学 

    〃 

    〃 

県事 (5) 水稲新品種開発加速事業 

237  ア 葯・花粉培養による系統の作出 

平 5～12  

稲育種工学、園芸育種工学 

県事 (6) 品質安定生産出荷体制整備事業 

238  イ RAPD 分析によるこしいぶきの品種判別 

平 11～12  

稲育種工学 
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－ II - 5 － 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

 

2 基盤研究部 

201 経営戦略から見た県内農業法人の体系化 

 (守屋・田伏) 

県内農業法人の経営戦略を調査した結果、「コス

ト・生産」、「組織体制」に関する戦略は、現在及び

今後の取り組み意欲が高いが、「製品」や「販売･流

通」に関しては、意欲の低い法人が多く、特に「販売･

流通」において顕著であった。 

202 流通手法の変化に対する顧客満足度の計測 

 (守屋・星野) 

モニター調査の結果、消費者の持つ米に関する信頼

度は低く、また、現状の「産地精米」は消費者の認知

度が低い事がわかった。これを打破するためには、(1)

品質表示など添付情報の付与、(2)商品特性の PR が有

効であり、また、新商品として、(1)減農薬栽培胚芽

精米、(2)減農薬栽培無洗米、が有望であることがわ

かった。 

203 乗用管理機による中耕・除草技術 (石井・東) 

供試した中耕及び株間除草機は、一年生カヤツリグ

サや広葉雑草には、高い除草効果が得られた。しかし、

２葉以上のノビエに対しては株間除草の効果は不十

分だったことから、ノビエに有効な耕種的防除と組み

合わせて、雑草の発生初期に除草作業を行うことが必

要と考えられた。 

204 無農薬栽培における除草体系の確立(石井・東) 

30a 区画の現地有機栽培ほ場における条型水田用中

耕および株間除草機のほ場作業量は、0.3ha/h 程度と

高く、残草量もきわめて少なかった。水田用除草機は

単なる除草剤の代替手段ではなく、有機栽培等と組み

合わせた効果が高いと考えられた。 

205 こしいぶきの散播直播栽培 (石井・東) 

苗立ち率は、湛水区より落水区の方が高かった。こ

しいぶきは散播直播でも、生育等に問題はなく、倒伏

の発生も少なかった。施肥法による収量差は大きく、

緩効性肥料の LP50 施肥区に比べ、慣行施肥区で収量

が低く、特に慣行施肥の落水区の収量が低かった。 

ウ 米のポストハーベスト技術の改善 

206 未乾燥玄米の内部品質判定 (石井・樋口) 

収穫直後の未乾燥籾を脱ぷしたサンプルを、平成

11 年度の結果をもとに補正した高水分用検量線を用

いた近赤外分析計により測定した。コシヒカリでは化

学分析値との乾物玄米タンパク質含有率の予測標準

誤差は約 0.21％で、高い精度で乾燥前に玄米タンパ

ク質含有率が測定できた。 

 

 

207 土壌モニタリング調査 

 (星野卓・遠藤・白鳥・本間・門倉) 

県内に分布する主要な土壌統について、105 点の定

点を設け、土壌の管理と理化学性、重金属含量等の実

態を経時的に調査し、農業における環境への影響を把

握する目的で実施した。平成 12 年度は第２次地域 27

点について調査し、調査、分析データを整理して国や

情報作成機関(日本土壌協会)に送付するとともに、改

善点を指摘した成績書を作成して、県の関係機関に配

布した。 

208 長岡圃場 17 年目 (門倉・遠藤) 

農総研圃場(保倉統)でコシヒカリを用い、化学肥料

単用区、稲わらすき込み区、稲わら堆肥区、総合改善

区（稲わら堆肥＋隔年深耕）、無窒素区の５処理区で

試験を行った。基肥を減らしたため化学肥料区で稲体

窒素吸収量が平年より少なく、穂数の低下を招き、収

量が少なくなった。有機物施用区では地力窒素の発現

が多く穂数も確保でき、収量は平年並みであった。 

209 滝谷圃場 11 年目 (門倉・遠藤) 

長岡市滝谷町の圃場(加茂統)においてコシヒカリ

を用い、化学肥料単用区、稲わらすき込み区、籾殻と

んぷん堆肥区、総合改善区（籾殻とんぷん堆肥＋土づ

くり肥料＋隔年深耕）、無窒素区の５処理区で試験を

行った。田植え時に側条肥料の混入があり、前半過剰

生育の条があった。収穫期には、化学肥料区、稲わら

区で穂数、一穂籾数ともに少なく収量は平年よりも少

なくなった。一方、堆肥区、総合改善区で収量は平年

よりも多くなった。 

210 代かき前土壌の乾燥が地力窒素発現に与える影

響 (門倉) 

過去 10 年の気象観測データと上記の(1)、(2)の結

果より、耕起からと代かきまでの期間(4/25－5/5)に

連続して無降雨の日が続くと、移植時の土壌アンモニ

ア態窒素が多くなる傾向が見られた。これは土壌の乾

燥によるものと考えられた。また、移植時の土壌アン

モニア態窒素が多いと収穫期も多い傾向があった。 

211 土壌環境調査の情報化 (本間・遠藤) 

パーソナルコンピュータ（NEC、PC-9801 シリーズ）

を用い、土壌環境基礎調査の各種データをフロッピー

デｲスクに保存し、データ集計及び解析した。昭和 54

年以降の各種データを地域・土壌類型等の条件別に整

理し、行政及び普及の各関係機関に情報提供した。 

212 地力保全対策診断事業 

 (星野卓・遠藤・白鳥・本間・門倉) 

専門技術員、作物研究センター、園芸研究センター

の協力を得て、全測定診断室の診断設計と成績の検討、
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診断技術研修などを行うと共に、診断試薬の供給、技

術相談に対応した。 

213 土壌環境影響診断システム開発事業 

 (本間・門倉) 

最新の土地利用基盤整備基本調査（構造改善局、平

成 4年版）に基づき全県の土壌図の更新作業を実施中

である。本年度は新土壌図のマッピングが終了し、マ

イラーが送付された。 

214 養液消費量と希釈機の特性 (本間・遠藤) 

毛管ポット耕におけるトマトの一日当たりの最大

給液量は約 2リットルであり、無電源比例式液肥混入

機の希釈精度は変動係数 7.3％であった。 

215 ポット内土壌溶液の組成 (本間・遠藤) 

土壌溶液濃度は供試養液を反映したものであった

が、ポット内培地の容量とは関連が認められなかった。 

216 汁液診断 (本間・遠藤) 

果房肥大期の葉柄汁液中の硝酸態窒素濃度と果房

重との間に相関は認められなかったが、葉長等の外観

的生育指標と正の相関が認められた。 

217 収量・品質 (本間・遠藤) 

トマトの高収量の条件は 1/2SA 処方で５号ポット

を用いて栽培することであり、この場合の収量は

11.6t/10a であった。 

218 県営圃場整備事業土壌調査 

 (星野卓・遠藤・白鳥・本間・門倉) 

土壌の基本的性質及び土壌型分布状況を把握し、県

営圃場整備事業計画立案の基礎資料を得る目的で、県

内 11 地区 1,379ha について調査を実施した。それぞ

れの地区について土壌型により区分し、土壌断面柱状

図、土壌図、土壌分析結果成績書を作成し、農地部へ

報告した。 

219 都道府県土地分類基本調査 (星野卓・高橋) 

地形、表層地質、土壌、土地利用状況などを調査し、

それに基づいた地図及び解説書を作成して、国土の開

発・保全・利用の高度化を図ることを目的とし、新潟

県地域都道府県土地分類基本調査規定により、農耕地

についての調査を分担した。対象地域は「妙高山・飯

山・戸隠」であり、これらの地域の土壌調査と図幅の

取りまとめを実施した。 

220 現況用水管理の問題点の解明 (渡辺・中川) 

現在の揚水機場を調査した結果、主傾斜 1/500～

1/2000 のものが 6 割近くあり、建設費は約 2,000 千

円/ha、維持管理費は約 13 千円/ha/年であったことか

ら、自然圧利用の可能性が考えられた。 

 

 

 

 

3 アグリ・フーズバイオ研究部 

221 単離花粉の培養法の確立(星・水野・近藤・大源) 

水稲新品種の早期育成を行なうため、単離花粉の培

養方法について検討を行なった。幼穂の低温処理

(10℃)を 10 日間、葯の純水処理を 5～7日間行なうこ

とにより、コシヒカリ等の花粉からカルスを誘導し、

効率的に緑色植物体を得ることができた。 

222 種子カルス誘導 (大源) 

水稲品種「こしいぶき」は品質・食味がコシヒカリ

並に優れる早生種であるため、品種改良のための育種

素材としても有用である。そこで、本品種を材料に用

いたバイオテクノロジーによるイネ育種を効率化す

るため、「こしいぶき」に適する種子カルス誘導培地

を検討した。その結果、玄米からのカルス誘導は、MS

培地を基本培地に用いた場合が最も適した。 

223 カルスの懸濁培養 (大源) 

「こしいぶき」を材料に用いたバイオテクノロジー

によるイネ育種を効率化するため、カルスの懸濁培養

条件を検討した。「こしいぶき」の玄米から誘導され

たカルスの懸濁培養に及ぼす基本培地の影響を調べ

た結果、懸濁培養に用いる液体培地の基本培地には

1/2R2 培地が最も適していた。 

324 カルスからの緑色植物体再生 (大源) 

「こしいぶき」を材料に用いたバイオテクノロジー

によるイネ育種を効率化するため、カルスからの緑色

植物体再生条件を検討した。再分化培地の基本培地に

は DKN 培地が優れていた。再分化誘導培地については、

供試した DKN、MS、N6、R2、1/2MS、1/2N6、の 7種類

の基本培地で有意差は見られなかった。 

225 プロトプラスト培養のための基本培地 (大源) 

プロトプラスト培養は遺伝子組換え技術の基盤で

あるため、その培養系を確立することは重要である。

そこで、我が国を代表する良質・良食味品種であるコ

シヒカリの効率的なプロトプラスト培養系を開発す

る目的から、コシヒカリのプロトプラスト培養に適す

る基本培地の検討を行った。その結果、コシヒカリの

プロトプラスト培養に用いる培地の基本培地には、

DKN 培地が最も適していた。 

226 アガロースビーズにおけるプロトプラスト密度

とアガロース濃度 (大源) 

コシヒカリの効率的なプロトプラスト培養系を開

発する目的から、アガロースビーズにおけるプロトプ

ラスト密度とアガロース濃度の検討を行った。その結

果、アガロースビーズに包埋されるプロトプラスト密

度が 5.0×105個／ml の場合にコロニー形成率が最も

高かった。また、アガロースビーズのアガロース濃度

が 0.75%(w/v)の場合にコロニー形成率が最も高かっ

た。 
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227 コンディショニング培地の添加量 (大源) 

コシヒカリの効率的なプロトプラスト培養系を開

発する目的から、プロトプラスト培養におけるコン

ディショニング培地の添加量を検討した。その結果、

コンディショニング培地が 50％あるいは 100％の添

加の場合に、プロトプラストから効率の良いコロニー

形成が観察された。一方、コンディショニング培地が

無添加と 10％添加の場合にはコロニー形成が見られ

なかった。 

228 オオバギボウシの初代培養方法 (近藤・星) 

本葉が 2～5 枚展開後の芽を材料とした初代培養条

件を明らかにした。培養開始から約 1ヶ月後、置床し

た40芽のうち、18芽が順調に伸長し、葉が展開した。 

229 オオバギボウシの増殖方法と定植 (近藤・星) 

増殖培養に移した個体は多数の芽を形成し、それら

の株をメスにより分割することによって株の増殖が

可能であった。3～4 ヶ月の増殖培養によって個体数

は約 9倍へと増殖した。根が 5㎝以上伸長した株は、

定植が可能であった。 

230 リーキのカルス誘導と液体振とう培養について

の検討 (近藤・大源) 

有用形質を保有したネギ属植物であるリーキのカ

ルス誘導方法と、誘導されたカルスの液体振とう培養

方法を明らかにした。今後は細胞融合などのバイオテ

クノロジーを利用したネギ育種に応用する。 

231 ユキワリソウ不定胚からの植物体再生(GA3 と BA

の効果) (星・近藤・小林) 

ゆきわりそうの組織培養による増殖を目的に、不定

胚の再分化について検討した。1/5NMS 培地（KNO3 と

NH4NO3を1/5に希釈したMS培地）にGA3 を1～10mg/l

添加して不定胚を培養することにより、効率的に植物

体が再生した。 

232 千重咲き等ゆきわりそうの不定胚誘導 

 (星・近藤・小林) 

ゆきわりそうの希少花は、人気があり価値が高い。

千重咲き等の特殊花について、不定胚誘導の検討を行

なったところ、MS 培地のチッソ濃度を 1/2～1/5 にす

る事により不定胚の誘導が可能となった。 

233 トルコギキョウの倍加育種 (小林・近藤) 

コルヒチン処理によって、葉や花が硬くなったトル

コギキョウが得られた。その個体より得られた種子は

無処理の個体より得られた種子よりも大きかった。 

234 コシヒカリカルス再分化系統からの遺伝子単離

材料の選抜 (大源・橋本)  

転移活性のあるイネのレトロトランスポゾン

Tos17 はコシヒカリにおいてもカルス培養によって

活性化する。そのため、コシヒカリカルスから再分化

した植物体の自殖後代を圃場に展開することで、実用

形質に関連した遺伝変異を検出し、その遺伝子の特定、

機能解明、クローニングが可能となる。今年度は、カ

ルス再分化系統から、農業上重要な形質についての遺

伝変異を 52 系統選抜した。 

235 コシヒカリカルス再分化系統の大量調製 

 (大源・橋本・水野・小林・星・近藤) 

イネのレトロトランスポゾンによる遺伝子破壊を

利用した有用遺伝子のクローニングやその機能解析

を行うため、その材料となるコシヒカリカルスの再分

化系統を大量に作出した。4種類のコシヒカリのセル

ラインを用いて合計 5250 個のカルスから、2196 個体

の緑色再分化個体が得られた。これらの緑色再分化個

体を本田において栽培することで、有用遺伝子単離の

ための材料が 1593 系統調製できた。 

236 培養変異によるコシヒカリ有用変異体の作出 

 (大源・橋本) 

カルスやプロトプラストを培養すると突然変異が

生じることが知られている。コシヒカリの有用形質を

維持しつつ、早生・短稈などの形質を付与した系統を

育成するためには、突然変異の利用が有効と考えられ

る。そこで、コシヒカリの有用変異体を選抜した。カ

ルス由来の系統群（3640 個体）から、早生・短稈の

変異体を 14 個体、葉いもち抵抗性が推定される 6系

統を得た。 

237 葯・花粉培養による系統の作出 (星・水野) 

日本稲間Ｆ1７組み合わせについて葯・花粉培養を

行ない、約 1100 系統を作出した。ARIS 法は三段階培

養法と比較して、安定した培養効率を示した。 

238 RAPD 分析による「こしいぶき」の品種判別 

 (橋本) 

RAPD 分析で「こしいぶき」とコシヒカリ,ひとめぼ

れ,あきたこまち,ヒノヒカリ,きらら 397,キヌヒカ

リ,ゆきの精,トドロキワセ,越路早生の判別方法を確

立した。このことにより、「こしいぶき」と県内外で

流通している主要な品種の判別が可能になった。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 13 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

3 

【普及技術】 

誰にでもできる生産組織の作業原価分析ソフトウェアの活用方法 

「コシヒカリ」直播の苗立ちを安定させる本田管理法 

「こしいぶき」の DNA 分析による品種判別 

 

農総研 基盤研究部 

農総研 基盤研究部 

農総研 バイオ研究部 

 

1 

2 

3 

4 

5 

【活用技術】 

果樹開花期予測情報のインターネットによる提供 

農業の環境保全的機能の簡易な経済性評価法 

乾燥前にできる「コシヒカリ」の食味判定法 

イネ単離花粉の効率的な培養方法 

水稲品種「こしいぶき」の効率的な細胞培養技術 

 

農総研 企画情報部 

農総研 基盤研究部 

農総研 基盤研究部 

農総研 バイオ研究部 

農総研 バイオ研究部 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 新潟県農業総合研究所研究情報 (平成 13 年度新潟県農業総合研究所研究情報に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 該当なし  

 

 (イ) 北陸農業研究成果情報 (北陸農業研究成果情報第 17 号に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及】  

1 茎頂培養と RT-PCR 法によるウイルス検定を組合わせたジネンジョのウイルスフ

リー化 

農総研 バイオ研究部 
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(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 
掲載誌名等 発行年月 

作業原価を指標に用いた稲作生産組織の経営評価 
(渡辺喜芳・渡辺一男) 

新潟農総研研究報告第３号 平 13.3 

野菜の品質評価による有利販売方法－エダマメを事例として－ 
(星野康人) 

新潟農総研研究報告第３号 平 13.3 

県境保全型稲作の付加価値と生産販売の特徴 
(星野康人) 

新潟農総研研究報告第３号 平 13.3 

イチゴ栽培における雨どいを利用した空中採苗方式の経営的評価
（遠藤由紀夫、小林繁義） 

新潟農総研研究報告第３号 平 13.3 

Efficient Anther Culture Method of the Japonica Rice Cultivar 
Koshihikari (和訳；コシヒカリの葯培養の効率化) 
(大源正明・川上修・長沢裕滋) 

Breeding Science 
Vol. 50, No. 3 

平 12.9 

Efficient Anther Culture of F1 Plants Derived from Koshihikari 
and its Related Cultivars in the Japonica Rice (和訳；コシヒカリ
とその近縁品種を交配親に用いた F1 葯培養の効率化) 
(大源正明・星洋介・橋本憲明・長沢裕滋) 

Breeding Science 
Vol. 50, No. 3 

平 12.9 

コシヒカリの効率的なプロトプラスト培養系の確立 
(大源正明) 

新潟農総研研究報告第３号 平 13.3 

ネギ品種「元蔵」のプロトプラストからの植物体再生 
(大源正明・白木美恵子・川上修・高原美規・山元皓二) 

新潟農総研研究報告第３号 平 13.3 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

産地間競争に打ち勝つマーケティング手法を用いた農産物

の販売戦略 

(星野康人) 

新潟県農業経営研究会 平 12.7.4 

水稲育苗における有機質肥料の養分吸収特性 

(白鳥豊・門倉綾子) 

日本土壌肥料学会(土肥要旨集第 46

集) 

平 12.4.2 

水稲の生育及び気象変動に対応した水管理自動化システム

－北陸型集落単位水管理システム－ 

(渡辺秀一) 

平成 12 年度農林水産業北陸地域研究

成果発表会 

平12.10.25 

コシヒカリの葯培養の効率化と水稲育種への利用 

(大源正明) 

日本育種学会第 98 回講演会・第 3回イ

ネ葯培養グループ研究会 

平 12.9.26 

イネ葯培養における体細胞由来個体の有無 

(星洋介・橋本憲明・池田真紀子・阿部聖一・大源正明) 

日本育種学会第 98 回講演会 

(日本育種学会第 98 回講演会要旨集) 

平 12.9.26 

シラネアオイの葉片培養によるカルス誘導とカルスからの

不定胚形成 

(近藤正剛・小林仁) 

園芸学会平成 12 年度秋季大会 

(園芸学会雑誌第 69 巻別冊 2) 

平 12.9.26 

～28 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

あぐりにいがた 
 

(社)新潟県農林公社 平 12.5 石井勝博 

あぐりにいがた 
 

(社)新潟県農林公社 平 12.7 遠藤由紀夫 

あぐりにいがた 
 

(社)新潟県農林公社 平 12.7 遠藤由紀夫 

「新潟米」コスト低減の手引き 新潟県農林水産部 平 12.7 渡辺喜芳、守屋透、
星野康人 

新潟の園芸 
 

新潟県経済連 平 12.11 星野康人 

北陸農業の新技術 第 13 号 
 

農林水産省北陸農業試験場 平 12.10 星洋介 

あぐりにいがた 
 

(社)新潟県農林公社 平 13.1 守屋透 

水稲湛水直播栽培の手引き 新潟県農林水産部 平 13.3 東聡志、石井勝博、
渡辺喜芳 

消費ニーズに応える農産物の商品開発支援手
法 

農総研基盤研究部 平 13.3 星野康人 

あぐりにいがた 
 

(社)新潟県農林公社 平 13.3 星洋介 

 
(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 12.7.19 第 4 回バイテク研究会 11 バイオ研究部 

平 12.7.28 農業総合研究所・作物研究センター「特別案内デー」 522 全員 

平 12.10.19 農業総合研究所ふれあいセミナー 273 全員 

平 12.12.22 産学官研究交流部会研修会(全体)   

平 13.3. 産学官研究交流部会研修会(情報)   

平 13.3.8 第 5 回バイテク研究会 11 バイオ研究部 

平 13.3.14 組換え DNA 実験安全委員会 13 バイオ研究部 

 
(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科 目 授業時間 講    師 

稲作経営科 2 学年 生物工学特論 28 橋本憲明 
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(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

農業経営学 75    75 小潟信雄、守屋 透、渡辺喜芳 

農業土木学 15 15   30 中川芳雄、渡辺秀一 

土壌学 I 15   45 60 星野 卓、白鳥 豊、本間利光、遠藤由紀夫、門倉綾
子 

特別講義 186    186 小嶋昭雄、小山正一、石月誠二、森山重信、古田道夫、 
内藤太津雄、中野富夫 

植物生理学 30 15 45  90 市川岳史、小林 仁、橋本憲明 

植物育種学 30 15  45 90 星 洋介 

生物工学 30 15   45 大源正明、近藤正剛、水野麻里 

土壌学 II 15 15   30 白鳥 豊、本間利光、遠藤由紀夫、門倉綾子 

土壌学 II 
(園芸) 

15 15  45 75 長井 隆 

応用昆虫学 15   45 60 小嶋昭雄 

肥料学 II 15 15  45 75 中野富夫 

農薬学 15 15   30 佐々木行雄 

作物学 30 15  45 90 池亀憲五 

施設機械論 15   45 60 樋口泰浩、石井勝博 

 
 
(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 12.8.7 「新潟米」を中心とした水
田農業経営確立運動上越
地域推進会議 

「新潟米」品質向上・コス
ト低減研修会 

稲作コストの低減 渡辺喜芳 

平 12.8.21 中越地域「新潟米」運動推
進会議 

「新潟米」コスト低減推進
研修会 

コスト低減事例等を紹
介・検討 

渡辺喜芳 

平 12.11.7 「新潟米」を中心とした水
田農業経営確立運動下越
地域推進会議佐渡農業振
興協議会稲作振興会 

「新潟米」コスト低減推進
研修会 

コスト低減事例等を紹
介・検討 

渡辺喜芳 

平 12.4.6 野菜園芸研究会 施設野菜相互視察研修会 消費者ニーズに応える
野菜の新商品開発支援
手法 

星野康人 

平 12.5.24 経営普及課 経営計画研修 製品差別化に向けた有
利販売戦略について 

星野康人 

平 12.6.7 新潟県農業法人協会 農業法人シンポジウム 製品差別化に向けた農
産物の販売戦略 

星野康人 

平 12.6.15 経営普及課 会計実践研修 消費者ニーズに応える
野菜の商品開発支援手
法 

星野康人 

平 12.6.21 岩船農業改良普及セン
ター 

所内研修 消費者ニーズに応える
野菜の商品開発支援手
法 

星野康人 

平 12.7.4 新潟県農業経営研究会 新潟県農業経営研究会（シ
ンポジウム） 

産地間競争に打ち勝つ
マーケティング手法を
用いた農産物の販売戦
略 

星野康人 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 12.7.26 鳥取県農業試験場 農産物マーケティング手
法の講習会 

消費者ニーズに応える
農産物の商品開発支援
手法 

星野康人 

平 12.10.26 JA 越後中央弥彦支店 エダマメ部会研修会 消費者が感動するエダ
マメづくり 

星野康人 

平 12.11.1 経営普及課 北陸ブロック専門技術員
研修会 

消費者が感動する農産
物づくりへの支援手法 

星野康人 

平 12.11.7 JA 白根市 エダマメ部会検討会 「しろね茶豆」の市場評
価調査報告 

星野康人 

平 12.11.9 農業大学校 農産加工起業家支援セミ
ナー 

売れる農産加工品づく
り 

星野康人 

平 12.11.14 西蒲原農業改良普及セン
ター 

農産物加工研修会及び
マーケティング研修会 

消費者が感動する農産
物及び食品づくり 

星野康人 

平 12.11.17 南魚沼農業改良普及セン
ター 

南魚沼起業家支援セミ
ナー 

消費者が感動する農産
物及び食品づくり 

星野康人 

平 12.12.12 横越町 横越町農業者研修会 消費者が感動する農産
物づくり 

星野康人 

平 12.12.20 JA 白根市 食用菊部会研修会 「かきのもと」マーケ
ティング・リサーチ報告 

星野康人 

平 13.1.26 農林漁業金融公庫新潟支
店 

新潟県稲作経営者交流会 製品差別化に向けた農
産物の販売戦略 

星野康人 

平 13.1.29 JA 新潟中央会 営農指導員養成研修会 生物工学 星 洋介 
平 13.1.30 経営普及課 現地課題解決研修 さといもマーケティン

グ・リサーチ報告と今後
の取り組み 

星野康人 

平 13.3.12 石川県津幡農林総合事務
所 

新マーケティング手法の
研修 

消費者ニーズに応える
野菜の商品開発支援手
法 

星野康人 

平 13.3.22 刈羽農業改良普及セン
ター 

マーケティング研修会 消費者が感動する農産
物づくり 

星野康人 

 
(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部 

武田祥尚 長岡技術科学大学 遺伝子導入 平 12.10.10～平 13.1.31 バイオ研究部 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 (農業総合研究所・作物研究センター) 

   長岡市長倉町 857 番地 

   建物面積 延 10,268 ㎡ 

   圃場面積 田 14.51ha, 畑 4.25ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 

経常研究費 

特別研究費 

研究器材購入費 

施設整備費 

国補補助 

・地域重要新技術開発促進

事業 

・地域基幹農業技術体系化

促進事業 

・地域先端技術共同研究開

発促進事業 

・民間支援研究 

7,980 

3,673 

14,441 

4,948 

 

5,238 

(300) 

 

(4,876) 

 

(62) 

 

(0) 

 

 

2,598 

 

 

2,598 

(148) 

 

(2,419) 

 

(31) 

 

(0) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 40 7,940 

3,673 

11,843 

4,948 

 

2,640 

(152) 

 

(2,457) 

 

(31) 

 

(0) 

合    計 36,280 5,196   40 31,044 

 

(3) 職員一覧 

所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

 所長 小嶋 昭雄 

管理部・総務課

(庶務) 

管理部長・総務課長

副参事 

主査 

主任 

〃 

主事 

技術員 

 〃 

事務員 

石月 誠二 

近藤 健太郎 

関 ミチ子 

今井 亘 

新井 輝美 

小林 宏美 

市村 勝 

木村 和浩 

大野 イツ子 

企画情報部 

企画調整室 

 

 

研究情報室 

副所長・企画情報部長

企画調整室長 

専門研究員 

主任研究員 

研究情報室長 

主任研究員 

〃 

小山 正一 

内藤 太津雄 

細川 平太郎 

竹内 睦 

中野 富夫 

本永 尚彦 

川上 修 

基盤研究部 

(経営・流通)

 

 

 

(作業技術) 

 

 

 

(環境保全) 

 

 

 

 

 

(土地基盤) 

基盤研究部長 

専門研究員 

主任研究員 

〃 

〃 

主任研究員 

〃 

研究員 

技術員 

専門研究員 

主任研究員 

〃 

〃 

研究員 

技術員 

専門研究員 

主任研究員 

森山 重信 

田伏 誠三朗 

星野 康人 

渡辺 喜芳 

守屋 透 

東 聡志 

樋口 泰浩 

石井 勝博 

高橋 浩之 

星野 卓 

遠藤 由紀夫 

白鳥 豊 

本間 利光 

門倉 綾子 

小林 勝 

中川 芳雄 

渡辺 秀一 
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所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

(微生物工学) 主任研究員 

〃 

〃 

浅野 聡 (兼務)

中島 正晴(兼務)

大坪 貞視(兼務)

アグリ・フーズ

バイオ研究部 

(稲育種工学) 

 

 

(園芸育種工学) 

アグリ・フーズバイ

オ研究部長 

主任研究員 

〃 

研究員 

主任研究員 

〃 

研究員 

古田 道夫 

 

大源 正明 

橋本 憲明 

水野 麻里 

小林 仁 

星 洋介 

近藤 正剛 

農総研専技室 副参事 

〃 

〃 

主査 

長井 隆 

池亀 憲五 

佐々木 行雄 

市川 岳史 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 12 年 

４月１日付 

転 出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転 入 

 

坂田 正明 

山上 政仁 

諸我 敏夫 

菊池久寿郎 

丸山 昭人 

市川 岳史 

島岡 聡 

青木 和憲 

有坂 将美 

六井 勝 

 

小嶋 昭雄 

石月 誠二 

新井 輝美 

細川平太郎 

森山 重信 

東 聡志 

 

小林 勝 

高橋 浩之 

古田 道夫 

新潟財務事務所・出納課長 

計量検査所・主事 

作物研究センター・栽培科長 

作物研究センター長 

巻農地事務所・課長代理 

経営普及課・専門技術員 

栽培科・技術員 

育種科・技術員 

食品研究センター・参事 

北蒲原農改・主任改良普及員 

 

所長 

管理部長 

管理部・主任 

企画情報部・専門研究員 

基盤研究部長 

基盤研究部・主任研究員 

 

基盤研究部・技術員 

基盤研究部・技術員 

アグリ・フーズバイオ研究部長 

管理部長 

管理部・主事 

企画情報部・専門研究員 

基盤研究部長 

基盤研究部・専門研究員 

基盤研究部・主任研究員 

基盤研究部・技術員 

基盤研究部・技術員 

アグリ・フーズバイオ研究部長 

アグリ・フーズバイオ研究部・主任

研究員 

畜産研究センター長 

都市整備局都市計画課・参事 

長岡保健所・主任 

経営普及課・副参事 

農業大学校・教授 

刈羽農業改良普及センター・主任改

良普及員 

栽培科・技術員 

育種科・技術員 

食品研究センター・参事 

平成 13 年 

3月31日付 
退 職 

 

市川 勝  管理部・技術員 
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(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

ドラフトチャンバー ダルトン DF-11MK 

液晶データビジョン シャープ XV-N1500 

 

(6) 派遣研修者 

 なし 

 

(7) 参観者数 (農業総合研究所・作物研究センター) 

 1,341 名 

 

(8) 無体財産権など 

ア 特許権 

発 明 の 名 称 発明者 特許登録番号・年月日 

水田土壌の涌き測定法 久保田 勝 第 1191593 号 

昭 59.2.29 

 

(9) 栄 誉 

 該当なし 
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III 作物研究センター  
 

組織構成図

育 種 科 品種育成グループ 

品種選定グループ 

品質評価グループ 

栽培生理グループ 

作物栄養グループ 

病 害 グループ 

虫 害 グループ 

栽 培 科

作物研究センター長 
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－ III - 3 － 

１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 1 センター内プロジェクト   

県特     (1) コシヒカリの高精度食味評価法と高品質・良食味生産改 

善技術の確立 

     ア 食味要因と栽培条件の関連の解明による簡易食味予測法 

の策定 

301   (ア) 栽培条件による簡易食味推定法 

302   (イ) 食味評価予測の適合性 

     イ 食味関連成分の質的要因による高精度食味評価技術の開発 

303   (ア) 外観・品質と一般成分 

304   (イ) タンパク質・澱粉の特性 

305   (ウ) 食味と米成分の関係 

平 10～12 

 

   〃 

 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

 

 

栽培科(栽培生理) 

      〃 

 

育種科(品質評価) 

      〃 

      〃 

県特     (2) 消費ニーズに対応する省農薬型コシヒカリ品種開発 

306  ア コシヒカリいもち病抵抗性同質遺伝子系統の早期育成 

     イ 育成系統のいもち病抵抗性検定及び品質評価 

307   (ア) 育成系統の生育・収量及び特性 

308   (イ) 品質・食味関連成分及び食味評価 

    ウ いもち病抵抗性の現地効果確認 

309   (ア) 発病抑制効果 

310   (イ) 品質・食味 

平 10～12 

   〃 

 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

 

育種科(品種育成) 

 

      〃 

育種科(品種評価) 

 

栽培科(病害) 

育種科(品種育成) 

県事     (3) コシヒカリ IL の実用化実証 

     ア 大規模現地栽培実証 

311   (ア) 発病抑制効果 

312   (イ) 品質・食味 

 

 

平 12～ 

   〃 

 

 

栽培科(病害) 

育種科(品種育成) 

県事     (4) 主要作物種子対策事業  

     ア 水稲奨励品種決定調査 

313   (ア) 基本調査及び特性調査 

314   (イ) 有望系統の現地適応性 

     イ 麦類奨励品種決定調査 

315   (ア)大麦優良品種の選定 

316   (イ)現地調査 

317  ウ 大豆奨励品種決定調査 

318  エ 水・陸稲の原原種、原種の維持と増殖 

319  オ 大豆原原種、原種の維持と増殖 

320  カ 大麦と小麦の原原種、原種の維持と増殖 

     (ア) 包装資材・添加剤の検討 

321   a 種子籾水分と発芽力 

322   b 包装資材の特性と発芽力 

323  (イ) 大量貯蔵における包装資材の実用性 

 

 

 

 

 

昭 28～ 

   〃 

 

昭 53～ 

   〃 

   〃 

昭 28～ 

   〃 

   〃 

 

平８～12          

   〃 

   〃 

 

 

育種科(品種選定) 

   〃   

 

栽培科(栽培生理) 

   〃 

   〃   

育種科(品種選定) 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

   〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 2 育種科   

経常      (1) 水稲の基幹新品種の育成 

324  ア 系統育成 

325  イ 生産力検定 

326  ウ 特性検定 

327  エ 新系統 

328  オ 形質米品種の選定試験 

329  カ 転作跡地向け水稲品種の選定試験 

330  キ 水稲直播適応性品種育成試験 

331  ク コシヒカリ半わい性系統の育成 

332  ケ 水稲優良遺伝資源の収集と特性調査  

333  コ しめ縄用品種の特性調査 

334  サ 切り穂噴霧接種による穂いもちほ場抵抗性の判定 

335  シ 画像解析による米粒の形状解析 

 

大４～  

   〃 

   〃 

   〃 

昭 59～ 

平 12 

平５～ 

昭 61～ 

平 12～ 

平 10～ 

平 12～ 

平 10～ 

 

品種育成 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

品種育成 

   〃 

   〃 

国委 336  (2) 水稲系統適応性検定試験 昭 61～ 品種育成 

経常      (3) 優良種子の安定生産技術  

337 ア 水稲種子資質の年次・品種間差  

338 イ 水稲種子休眠機構の解明  

339 ウ 水稲貯蔵種子の発芽特性  

    エ 優良種子生産に関する基礎技術  

340  (ア) コシヒカリの成熟期別種子資質の相違 

341  (イ) 一本〆のふ割れ発生要因の解明 

342  (ウ) 大豆種子粒大が次年度種子資質に及ぼす影響 

    オ 乳心白粒等未熟粒発現の品種間差 

 

平８～12 

 

 

 

平 11～ 

   〃 

   〃 

   〃 

 

品種選定 

   〃 

   〃 

   〃 

品種選定 

   〃 

   〃 

   〃 

経常      (4) 米の新食味評価法の開発 

343  ア 簡易的な米主要成分の測定法 

344  イ 玄米外観品質と米成分 

345  ウ 米外観品質と食味 

346  エ 官能試験方法の改良 

 

平 10～12 

   〃 

   〃 

平 11～12 

 

品質評価  

   〃 

   〃 

   〃 

 3 栽培科   

経常      (1) 主要農作物の栽培管理・診断技術の改善 

347  ア 水稲、麦類、大豆気象感応生育調査 

348  イ 育苗技術の改善 

349  ウ 代かき湛水散播直播栽培技術の改善 

350  エ 出穂後の水管理と収量・品質 

351  オ 大豆跡水稲栽培（予備試験） 

352  カ そば有望品種、系統の選定 

353  キ 側条基肥全量施肥による水稲の省力、良質米生産技術 

354  ク 水稲における高可吸性ケイ酸肥料の効果        

355  ケ ダイズ栽培後復元田におけるの土壌化学性と水稲の生育 

特性 

356  コ 転換畑へのモミ殻施用がダイズの生育・収量に与える影 

響 

357  サ 水稲における穂肥の窒素形態が利用効率及び各種養分動 

態に与える影響 

358  シ 水稲におけるカリ肥料の中間追肥効果 

 

平 10～12 

昭 63～ 

平 12 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  

  〃 

 

  〃 

 

平 11～12 

 

栽培生理 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

作物栄養 

   〃 

 

   〃 

 

   〃 

 

   〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 359  ス 水稲代かき湛水散播直播における省力施肥技術の検討    

360  セ 水稲育苗用肥料におけるエコロングの肥効確認 

361  ソ 除草剤に頼らない雑草抑制技術の検討          

     タ 雑草防除法の確立 

362   a 湛水直播における除草技術 

363   b スルホニルウレア系除草剤抵抗性雑草の防除技術 

平 11～12 

平 12 

 

 

平 10～12 

平 10～12 

作物栄養 

   〃 

   〃 

 

栽培生理 

   〃 

国委 364 (2) 麦類特性(耐雪性)検定試験 昭 63～ 栽培生理 

国委 365 (3) 大豆系統適応性検定試験 昭 61～ 栽培生理 

国委     (4) 飼料作物品種適性調査 

366  ア オーチャードグラス品種比較試験 

 

昭52～平12 

 

栽培生理 

国委 367 (5) 牧草類特性（耐雪性）検定試験 昭47～平12 栽培生理 

国事 368 (6) 建設副産物活用地域調査事業 平12～ 作物栄養 

経常     (7) 主要農作物病害虫の発生生態と経済的防除技術 

     ア 育苗期に発生する細菌性病害の発病機構と総合的防除法 

の確立 

369  (ア) 病原細菌の薬剤感受性 

370  (イ) 種子の保菌抑制（褐条病） 

371  (ウ) 温湯消毒とプール育苗による発病抑制 

     イ 大豆病害の防除技術 

372  (ア) 紫斑粒の多発要因 

373  (イ) 紫斑病菌の薬剤感受性 

374  (ウ) 紫斑病防除薬剤の検索  

     ウ カメムシ類の発生予察調査法 

375  (ア) オオトゲシラホシカメムシの産卵と温度の関係 

376  (イ) オオトゲシラホシカメムシの発生消長 

377  (ウ) オオトゲシラホシカメムシの密度調査法の検討 

  エ  天敵微生物によるオオトゲシラホシカメムシの防除技術 

378  (ア) 幼虫に対する病原性 

 

 

 

平10～12 

平10～12 

平10～12 

 

平12 

平10～12 

平12 

 

平11～12 

平11～12 

平11～12 

 

平12 

 

 

 

病害 

 〃 

 〃 

 

 〃 

 〃 

 〃 

 

虫害 

 〃 

 〃 

 

 〃 

国委 379 (8) 無病化種子を中心とした水稲の省農薬栽培技術の体系化実証 平12～13 病害 

受託 380 (9) 新農薬の開発・実用化試験 平12 栽培生理、病害、虫害 

国補     (10) 病害虫発生予察事業及び予察技術の確立 

     ア 病害虫の発生状況 

381  (ア) 水稲の病害虫 

382  (イ) オオムギの病害虫 

383  (ウ) コムギの病害虫 

384  (エ) ダイズの病害虫 

385  イ 病害虫発生予療情報(案)の作成 

386  ウ 発生予察技術の指導 

昭 16～ 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

昭 16～ 

〃 

 

 

病害、虫害 

    〃  

    〃 

    〃 

    〃 

    〃  
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－ III - 6 － 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

 

1 センター内プロジェクト 

(1) コシヒカリの高精度食味評価法と高品質・良食味

生産技術の確立 

研究の背景と目的 

玄米窒素含有率が低い良食味領域では食味を推定

する分析方法が十分でないことから、良食味領域にお

ける精度の高い食味評価技術を開発する。また、食味

を変動させる栽培条件の解析から生育ステージ別栽

培指標の設定と食味の簡易推定法を確立する。 

301 栽培条件による簡易食味推定法 (佐藤・有坂) 

高品質・良食味生産のためには、ｍ2当たり籾数を

28,000 粒程度にすることが重要である。６月 10 日の

茎数を葉齢で除した値を用いることにより、生育の早

い時期から穂数を予測でき、また、１穂籾数は幼穂形

成期の葉色と穂肥量から概ね予測できることから、適

正籾数確保のための生育目標が得られた。 

302 食味評価予測の適合性 (佐藤・有坂) 

県内普及センターの気象感応圃およびスーパーコ

シヒカリ実証圃のデータを用いて、検証した結果、６

月10日や20日の茎数を葉齢で除した値を用いること

により、穂数の推定はほぼ可能と思われた。また、１

穂籾数の推定もほぼ可能と思われた。 

303 外観・品質と一般成分 (宍戸) 

平成 10、11 年産コシヒカリの整粒歩合、タンパク

質、アミロースを階級に分別し、食味との関係につい

て検討した。平成 10 年は整粒 70％、平成 11 年は整

粒 80％前後で食味差が見られた。極端なタンパク質

の制限は食味向上に効果が少ないものと予想された。

アミロースと食味の関係は直線的であったが標準偏

差が大きかった。 

304 タンパク質・澱粉の特性 (宍戸) 

炊飯特性の膨張容積はタンパク質含有率が高いも

のほど小さくなった。玄米タンパク質含有率とアミ

ロース、グルテリン／プロラミン比の相関関係は低か

った。白米タンパク質と食味の相関はあまり高くなく、

とう精条件の影響が大きいと予想された。澱粉鎖長分

布をゲルろ過法で検討したところ、測定条件の再検討

が必要なものの11年産米と12年産米では鎖長分布が

異なる傾向が見られた。 

305 食味と米成分の関係 (宍戸) 

食味が良好な米と不良な米では、整粒歩合と玄米タ

ンパク質、アミロース含有率が大きな判別要因となっ

ていた。玄米タンパク質含有率が高い米はグルテリン

／プロラミン比と食味の関係が高く、玄米タンパク質

含有率が低い米はアミロース含有率と食味の関係が

高かった。 

 

(2) 消費ニーズに対応する省農薬型コシヒカリ品開

発 

研究の背景と目的 

コシヒカリは極良食味で市場評価が高く、県内作付

面積は増加の一途を辿っているが、いもち病に弱いた

め防除は農薬に強く依存している。一方、消費者は食

品の安全性を重視し、農薬使用量を制限した環境に優

しい農業を求めている。そこで、コシヒカリの特性を

変えずに、いもち病抵抗性だけを強化した同質遺伝子

系統を早期に多種育成し、これらの混植による省農薬

コシヒカリ生産技術を開発する。 

306 コシヒカリいもち病抵抗性同質遺伝子系統の早

期育成 (重山) 

Pia、Pii、Pita-2、Piz 遺伝子型については相当数

の戻し交配を行ったので戻し交配を中断し、種子を保

存した。Pi k、Pi k-m、Pi z-t、Pi b 遺伝子型につ

いては戻し交配を継続した。Pia、i、ta-2、z、k、k-m、

z-t、b 遺伝子を持つ 8種類の同質遺伝子系統を養成

し、コシヒカリと農業形質が同様な系統を選抜した。 

307 育成系統の生育・収量及び特性 (阿部) 

育成中のコシヒカリいもち病抵抗性同質遺伝子系

統について生産力及び特性を検定した。Pia、i、ta-2、

z、k、k-m、z-t、b 遺伝子を持つ 8種類の系統は、原

品種コシヒカリと極めて近い諸特性を示した。 

308 品質・食味関連成分及び食味評価 (宍戸) 

コシヒカリ同質遺伝子系統のデンプン物理性をゲ

ルコンシステンシー、搗精適性を水可溶及びアルコー

ル可溶タンパク質の比で比較した。ILk-1 が平成 11、

12 年産ともゲルが硬く、とう精が不均一になりやす

かった。他の系統ではコシヒカリとの明らかな差は認

めらなかった。 

309 発病抑制効果 (小潟・堀・原澤) 

コシヒカリ同質遺伝子４系統を供試し、いもち病の

発病抑制効果を検討した。試験圃場に分布するいもち

病菌レースに対する抵抗性系統を多発生地では 70～

80％、少発生地では 40～50％として感受性系統と混

植することにより、葉いもち、穂いもちとも高い抑制

効果を示した。いもち病菌は抵抗性系統を侵すレース

がわずかに分離されたが発病抑制効果に影響はなか

った。 

310 品質・食味 (阿部) 

小千谷市における単植区、混植区の出穂、生育はコ

シヒカリと同じであった。穂いもちの多発した平 10

年のコシヒカリと pia 単植区では玄米重が減少し、色

の薄い茶米が多くなって品質が低下し、粒厚が薄くな
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ったが、食味への影響は小さかった。混植区は多発年

でも減収せず、品質、食味も良好であった。 

中之口村では単植区、混植区とも出穂、生育、収量、

品質、食味についてコシヒカリと大差なかった。 

 

(3) コシヒカリ IL の実用化実証 

研究の背景と目的 

低コスト・環境保全型稲作が求められる中、コシヒ

カリ IL(いもち病抵抗性同質遺伝子系統)が注目を集

めている。消費ニーズに即したコシヒカリ IL の普及

は、新潟米イメージアップにもつながることから、そ

の早期実用化をねらい、大規模栽培試験で発病抑制効

果及び収量・品質を確認する。 

311 発病抑制効果 (小潟・堀・原澤) 

南蒲原郡中之島町においてコシヒカリ同質遺伝子

４系統を用い抵抗性系統を 70％として 2ha×２か所

に混植した。葉いもち、穂いもちとも少発生であった

ため、発病抑制効果は判然としなかったが、IL 実証

区ではほとんど発病がみられず、無防除で栽培できた。 

312 品質・食味 (阿部) 

南蒲原郡中之島町大字中之島及び大字中野東の２

地区でコシヒカリ IL の大規模栽培実証を実施した。

コシヒカリ IL は、慣行コシヒカリと比較して生育、

品質、食味とも大差なかった。 

 

(4) 主要作物種子対策事業 

313 基本調査及び特性調査 (浅井・中嶋・長澤) 

極早生６系統、早生 14 系統、中晩生11 系統を供試

した。有望系統は極早生で長1300、長1313の２系統、

早生で新潟 59 号、Bio-58、長 1092、1416、1600、1601

の６系統、中晩生では新潟 50 号、Bio-43、長 1414、

1611及びコシヒカリ新潟BL1～4号の８系統であった。 

314 有望系統の現地適応性 (長澤・中嶋・浅井) 

コシヒカリＩＬ系統の４系統を県内４か所で実施

した。標準のコシヒカリと比較して各形質間で差が無

かった。新潟59 号を標高 600ｍ前後で検討し、品質・

食味は標準品種より優れたが、熟期に再検討を要した。 

315 大麦優良品種の選定 (田村・服部) 

標準品種をミノリムギとし、予備調査に北陸 34 号、

北陸 35 号、北陸 36 号、東山裸 99 号、本調査では東

北皮 34 号、東山皮 96 号、東山皮 97 号及び北陸皮 32

号を供試した。その結果、東山皮 96 号及び東北皮 34

号を有望、北陸皮 35 号、北陸皮 36 号及び東山裸 99

号を再検討、北陸 34 皮号、東山皮 97 号、北陸皮 32

号を棄却とした。 

316 現地調査 (田村・服部) 

白根市では東山皮 96 号と東山皮 97 号を供試した。

その結果、東山皮 96 号及び東山皮 97 号を「有望」と

した。 

317 大豆奨励品種決定調査 (服部・田村) 

本県に適する大豆品種の選定を行った。予備調査で

は東北 139 号を「再検討」とした。本調査では東山

188 号、東山 196 号を「再検討」、東北 132 号、東北

140 号を「打ち切り」とした。 

318 水・陸稲の原原種、原種の維持と増殖 

 (長澤・浅井・中嶋) 

４品種の原原種栽培を行い、326kg を採種した。継

続貯蔵中の種子は 23 品種、約 2,000kg である。この

内 36kg を原種生産に使用した。 

委託栽培１品種を含む 12 品種について原種栽培を

行い、約 32,740kg を採種した。貯蔵種子及び当年産

を含め 15 品種、24,720kg を県内 16 か所の指定採種

圃に配布した。また、貯蔵種子の内約 4,540kg を需要

の減少、発芽不良のため廃棄した。 

319 大豆原原種、原種の維持と増殖 

 (長澤・浅井・中嶋) 

新品種あやこがねを含む３品種の原原種栽培を行

い、約 33kg を採種した。また、３品種約 51kg を継続

貯蔵中である。この内 13kg を原種生産に使用した。 

委託栽培１品種を含む３品種について原種栽培を

行い、4,020kg を採種した。貯蔵種子 2,681kg の内、

エンレイ 2,540kg を指定採種ほ３か所に配布した。 

320 大麦・小麦の原原種、原種の維持と増殖 

 (長澤・浅井・中嶋) 

原原種栽培は実施しなかった。大麦はミノリムギ約

620kg を貯蔵保管中であり、80kg を原種生産に使用し

た。原種委託栽培を含め 2,260kg のミノリムギを増殖

し、1,680kg を指定採種ほ２か所に配布した。 

321 種子籾水分と発芽力 (中嶋・浅井) 

調湿装置の無い 15℃以下の一般米穀倉庫で、乾燥

剤と籾を高気密性フィルムで包装することで籾水分

を 11％程度に下げることができ、コシヒカリについ

ては 18 か月間の貯蔵が可能であると考えられた。 

322 包装資材の特性と発芽率 (中嶋・浅井) 

ガス・水蒸気透過性の小さいフィルム包装では、包

装内の湿度の変動幅が倉庫内湿度の変動幅より小さ

く抑えられ、休眠性の深い品種では貯蔵開始 19 か月

目まで 90％以上の発芽率が維持できた。 

323 大量貯蔵における包装資材の実用性 

 (中嶋・浅井) 

一般米穀低温倉庫において、コシヒカリでは貯蔵

18 か月目までは包装資材の種類にかかわらずほぼ

90％以上の発芽率が維持できたが、品種によっては早

期に発芽率が低下した。また、より安定した貯蔵には

種子水分を下げ、高気密性の資材で包装することが有

効であると考えられた。 
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2 育種科 

 

324 系統育成 (小林・松井・重山・石崎・阿部） 

強稈、耐病、多収で良質・加工特性の優れる酒造好

適米、糯米及び新形質米の育成のため、系統育種法、

集団育種法及び葯培養法を併用して選抜した。有望系

統には長番号または新潟番号を付けた。 

325 生産力検定 (小林・松井・重山・石崎・阿部) 

予備試験及び本試験に供試した 60 系統のうち、酒

造好適米では長 1489、長 1619、長 1630、糯米では長

1495、長 1409、新形質米では長1703、長 1704、長 1646

が有望であった。 

326 特性検定 (小林・松井・重山・石崎・阿部) 

育成系統について、葉いもち・穂いもち抵抗性、倒

伏抵抗性、穂発芽性、玄米成分、加工特性等を検定し

た。 

327 新系統 (小林・松井・重山・石崎・阿部) 

新潟 70 号（長 1414） 新潟 30 号、味こだま／東北

143 号、ひとめぼれ 

新潟 71 号（長 1092） 山形 35 号、どまんなか／新

潟 20 号、ゆきの精 

新潟酒 72 号（長 1489） 山田錦／五百万石 

新潟糯 73 号（長1495） こがねもち／新潟糯 31 号、

わたぼうし 

新潟直 74 号（直－８） 新潟早生／Calrose76 

328 新形質米品種の選定試験 (重山) 

本県及び他県育成の低アミロース米 11 系統、香り

米３系統、有色米４系統、巨大胚米 1系統を供試し、

生育及び品質、成分等を調査した。有望系統は低アミ

ロース米の新潟 66 号、香り米の新潟香 63 号、有色米

の新潟 67 号、新潟糯 68 号、新潟糯 69 号などであっ

た。 

329 転作跡地向け水稲品種の選定試験 (重山) 

大豆跡地や基盤整備跡地に向く品種を選定するた

め、13 品種・系統を供試した。供試系統の中で、こ

しいぶき、長 1092、長 1601、どんとこいが有望であ

ったが、特に長 1092 は耐倒伏性、品質に優れ注目さ

れた。 

330 水稲直播適応性品種育成試験 (阿部) 

育成中の有望系統 13 系統について直播適応性及び

生産力・特性を検定した。短稈８は稈長がコシヒカリ

より 10 ㎝短く、倒伏はなかったが、収量はコシヒカ

リに比べ少なく、食味は優れていた。直－２９は苗立

率がやや低く、品質は並であるが、熟期が早く、多収、

良食味で、穂いもちに強かった。直－１、５、６、８

はいずれもコシヒカリと同じ熟期で、苗立率が高く、

多収で良食味であった。 

331 コシヒカリ半わい性系統の育成 (小林) 

戻し交配法により半わい性遺伝子を導入したコシ

ヒカリ短稈系統の系統選抜並びに生産力及び特性検

定を実施した。長 822 由来の長 1604 と短稈 8はコシ

ヒカリに比べ稈長が 20cm 程度短く、コシヒカリ以上

の味度値と食味総合評価を示した。 

332 水稲優良遺伝資源の収集と特性調査 (小林) 

国内外で収集した 12 品種・系統について特性調査

を行った。GR2000-1 は頴が鮮やかな紫色で、景観用

イネとして有望であった。 

333 しめ縄用品種の特性調査 (小林) 

しめ縄に適する品種の生育特性を明らかにし、加工

性の高い品種・系統を選定するため、19 品種・系統

を用いて調査した。センター内では GR1998-5 と

GR1998-8 が有望であった。松代町における現地試験

では、「千石」が「実取らず」より出穂が遅く有望で

あった。 

334 切り穂噴霧接種による穂いもちほ場抵抗性の判

定 (松井) 

抜き穂した穂に対して、いもち病菌を噴霧接種する

事により、穂いもち病ほ場抵抗性の検定の可能性を検

討した。噴霧接種した穂において穂いもちの発生が認

められ、品種・系統間に差が認められた。しかし、い

もち病菌以外の菌によるものと思われる褐変が認め

られ、抵抗性の判定は困難であった。 

335 画像解析による米粒の形状解析 (松井) 

優良品種育成の参考とするため炊飯時の米粒形状

の経時的変化をコシヒカリ、アキヒカリ及びこしいぶ

きで調査した。加熱による米粒の膨張過程はコシヒカ

リとこしいぶきが近似し、共に 1段階で膨張するのに

対して、アキヒカリでは 2段階で膨張すると考えられ

た。 

336 水稲系統適応性検定試験 (阿部) 

国立農試及び指定試験地で育成された 55 系統の地

域適応性を検定した。有望系統は、相 542、東 911、

東 927、収 6427、収 6448、福系 6697、福系 6921 の７

系統であった。 

337 水稲種子資質の年次・品種間差 (浅井) 

平成 12 年産種子は収穫３か月後から正常発芽率が

90％となり、実用上問題は無かった。また、種子生産

の概要聞き取り調査から刈り遅れが見られた。338 水

338 稲種子休眠機構の解明 (中嶋・浅井) 

休眠の深さは、人工気象室試験では本県の品種でも

従来から報告されたように、登熟期間の温度に影響を

受け、登熟後半の温度が高い場合は深く傾向であった

が、本田における実際の登熟条件下では明瞭な関係は

見られなかった。 

339 水稲貯蔵種子の発芽特性 (浅井) 

貯蔵種子で高い発芽率を確保するには、浸種温度
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10℃で、５～10 日の浸種期間が適正で、５℃20 日で

積算温度 100℃としても発芽率は低下した。 

340 コシヒカリの成熟期別種子資質の相違 (浅井) 

コシヒカリでは収穫期（出穂後 40 日頃）が発芽勢・

発芽率共に高く、その後は熟色が劣化するので、収穫

期間が長引くことが予想されたときはやや早めに収

穫する必要があった。また、収穫直後の発芽試験には

休眠覚醒処理が必要である。 

341 一本〆のふ割れ発生要因の解明 (浅井) 

割れ籾は１次枝梗より２次枝梗に多く、追肥料が多

いよりも少ないもので多くなった。また千粒重の小さ

い２次枝梗に多くみられることから、粒全体の肥大よ

り厚さの増加で発生していた。ふ割れを軽減し、品

質・倒伏等を考慮すると、出穂 24・15 日前の２回の

穂肥施用が有効であると考えられた。 

342 大豆種子粒大が次年度種子資質に及ぼす影響 

 (浅井) 

エンレイにおいて中粒以上の種子を使用すれば、生

産される大豆についてはほぼ同じ資質の大豆である

ことが示唆された。しかし、生育期間の生育量につい

ては再検討を要した。 

343 簡易的な米主要成分の測定法 (宍戸) 

ヨード呈色で 430nm、600nm の２波長の吸光度比に

よる澱粉中のアミロース含有率の簡易測定は、アミ

ロース含量の幅が大きい場合には 50mg の秤量の差が

あっても最大 0.8％の誤差にとどまった。しかし見か

けのアミロースへの適用は難しかった。原形とう精率

と水可溶及タンパク質／アルコール可溶タンパク質

は非常に相関が高かった。加工特性とも相関が高かっ

たことから、同比が 0.8 より多少かでとう精の良否を

判断できた。 

344 玄米外観品質と米成分 (宍戸) 

乳白粒は正常粒よりもデンプン粒が中心部、外周部

ともに小さかった。また、乳白部では球状や不定形で

間隙が見られ、糯種や損傷・糊化直前の澱粉粒と似た

形状であった。乳心白粒は粒厚の小さいものに多く認

められ、アミロース含有率は低い傾向であった。 

345 玄米外観品質と食味 (宍戸) 

乳白粒の混入が 10～30％では食味低下率は小さか

った。乳白粒の浸漬、炊飯時の吸水率は急激かつ大き

いため、吸水時間を十分にとらないと炊きムラになる

と予想された。県内各地のコシヒカリでは未熟粒の混

入が多くなると食味が低下したが、乳白粒が多くても

食味が比較的良好なものも多かった。 

346 官能試験方法の改良 (金高) 

現行の食味官能試験についてデータの精度、バラツ

キを検討したところ、試験実施回ごとの評価値の誤差

が結果に与える影響を無視できない可能性があった。 

3 栽培科 

 

347 水稲、麦類、大豆気象感応生育調査 

・水稲気象感応調査 (服部・佐藤) 

コシヒカリについて、６月下旬から続く高温、多照

により、出穂期は５日、成熟期は８日早まった。各項

目の平年対比・差は、稈長 89％、穂数 97％、１穂籾

数 85％、ｍ2当たり籾数 82％、登熟歩合＋7.0％、千

粒重 99％、精玄米重 91％であった。玄米品質は良好

で、良質粒歩合は 89.4％で平年より 7.9％高まった。 

・麦類気象感応調査 （服部・田村） 

品種はミノリムギ、播種期は 10 月４日と 12 日。根

雪日数は 63 日（平年85 日）の少雪年であったが、早

い播種ほど雪害を受けた。消雪後は高温に推移し、10

月４日播きの出穂期は平年より１日、成熟期は２日早

まり、子実重は平年比 118 で多収であった。外観品質

は標準播、晩播とも中上～中程度であった。 

・大豆気象感応生育調査 (田村・服部) 

大豆の出芽・苗立ちは良好であった。平年に比べ主

茎長は並～やや長め、主茎節数は並～やや多めで、晩

播の生育が旺盛であった。有効莢数は並～多めで、晩

播で多かった。しかし、干ばつの影響で両播種期とも

百粒重が低下し、収量は標準播で低収、晩播では並に

留まった。 

348 育苗技術の改善 (有坂) 

籾殻マットの実用性を検討した。育苗期の葉色は、

慣行に比較して、緑化期から硬化期始めまで淡いが、

苗丈がやや短めで、充実度が勝った。育苗箱重が慣行

より１㎏以上軽く、籾殻マットの搬出、田植機装着作

業が楽になると思われた。移植時の植え付け姿勢がや

や悪かったが、本田生育では、草丈、葉数、葉色の推

移は慣行とほぼ同等であった。 

349 代かき湛水条播における播種後水管理法(佐藤) 

播種後の落水管理は４月下旬播種においても、苗立

を安定させる効果が認められた。また、落水管理によ

り、生育初期の葉齢促進および根の成長促進が認めら

れた。成熟期の根量は落水管理により、やや多くなる

傾向がみられた。また、移植に比べると表層に分布す

る根が多く、根の深さ指数は小さくなる傾向がみられ

た。 

350 出穂後の水管理と収量・品質 (服部) 

出穂後の乾燥管理は、穂の部位によっては乳心白粒

の発生率が高まる傾向が見られ、玄米品質を低下させ

ると思われた。また、乾燥管理は夜間に地際の温度が

下がる傾向があり、夜間落水による温度低下効果が示

唆された。 

351 大豆跡水稲栽培(予備試験) (有坂) 

大豆跡水稲の生育は、６月中旬まで茎数が少なく経
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過するが、６月下旬以降急激に増加し、最高分げつ期

で 40％、出穂期で 15％多くなった。葉色は高く推移

したが、幼穂形成期前から低下し、出穂期の SPAD 値

は 30.2 と慣行と同程度であった。収量では、ｍ 2当た

り籾数が 3.3 万粒にもなったが、倒伏が少なく、登熟

歩合、千粒重も慣行を上回った。 

352 そば有望品種、系統の選定 (田村・服部) 

夏そばは北陸３号を供試した。キタワセソバと比較

して、成熟期は並、主茎長は並、千粒重は小さめで収

量はやや多かった。秋そばは、北陸１号、北陸２号を

供試した。信濃１号と比較して、成熟期は両系統とも

19 日程度遅く、主茎長は両系統とも長く、収量は北

陸１号が低収、北陸２号が多収、千粒重は北陸１号が

並、北陸２号が高かった。 

353 側条基肥全量施肥による水稲の生育特性(高橋) 

時限型溶出パターンの被覆尿素を利用した側条全

量基肥施肥は概ね慣行に近い生育を得ることができ、

特に良質粒の向上に効果があった。しかし、千粒重が

低下する傾向は育苗箱全量基肥施用と同様な結果で

あった。 

354 水稲における高可吸性ケイ酸肥料の効果(高橋) 

開発品は溶解性が高い傾向であった。ケイ酸供給力

の弱い小千谷市真人の現地試験では開発品の施用で

水稲のケイ酸がんゆうりょうが増加する効果は認め

られたが収量・品質に対する効果は認められなかった。 

355 ダイズ栽培後復元田における土壌化学性と水稲

の生育特性 (高橋) 

畑転換７年後の復元田は乾土効果等を発現させる

地力は消耗しており、基肥の施用が必要であった。し

かし、土色等からは土壌が酸化的に推移し後半での窒

素吸収の活性化が想定されるために連作田とは異な

る管理が必要であった。 

356 転換畑へのモミ殻施用がダイズの生育・収量に与

える影響 (高橋) 

エダマメで確認された転換畑でのモミ殻施用によ

る増収効果はダイズでも確認された。効果の理由とし

ては室内培養試験や導管液分析から開花期以降の窒

素固定活性の向上でダイズの窒素栄養状態が改善さ

れて節当たり莢数が増加した結果と推定された。 

357 水稲における穂肥の窒素形態が利用効率及び各

種養分動態に与える影響 (高橋) 

水稲穂肥において施肥窒素の田面水から 24 時間後

の減少率は硫安 84-92％、48 時間後 94-98％、尿素で

は 74-80％、92-96％であった。硫安施用直後にはア

ンモニアと硫酸イオンを主体に施肥量に応じて

2.8-7.8me/L のイオン当量が田面水に存在し、48 時間

後は 1.6-5.1me/L に減少した。同一施肥量では尿素区

が硫安区より稲体窒素濃度及び吸収量が高まった。尿

素区は硫安区より成熟期稲体の窒素、カルシウム、マ

グネシウム含有量が多くなる傾向があった。 

358 水稲におけるカリ肥料の中間追肥効 (土田) 

稲作期間の潅漑などからのカリ供給量は 10a 当た

り 4.4kg と推定された。カリの中間追肥によって稲体

のカリ吸収量は増加するものの、玄米生産効率や乾物

生産効率の向上は認められなかった。カリ肥料の中間

追肥が水稲の生育、収量、品質などに及ぼす影響は小

さく、慣行施肥体系で十分であると思われた。 

359 水稲代かき湛水散播直播における省力施肥技術

の検討 (土田) 

LP40 の溶出は施用直後から始まり、幼穂形成期で

は 80％以上となっていた。LPS100 の溶出は幼形期頃

の 1400～1500℃でピークとなり、出穂期では約 80％

となった。LP40 は基肥や分げつ肥、LPS100 は穂肥の

代替効果が期待できた。播種期による施肥効果の差は

小さかったが、品種による差は大きく、どんとこいで

は味こだまより高かった。LP40＋LPS100 の組み合わ

せによる全量基肥施肥が適当と思われた。 

360 水稲育苗におけるエコロングの肥効確認(土田) 

窒素の溶出はエコロングの方がロングよりやや少

な目に推移したが、稚苗及び中苗において慣行育苗、

プール育苗ともに苗質の差は小さく、育苗期間の肥効

の差は小さかった。 

361 除草剤に頼らない雑草抑制技術の検討 (土田) 

液体マルチ等の処理効果は 6～7日の持続であり、

移植後1カ月濁らせておくには4回の処理が必要であ

った。米糠区の表層強還元は 6月下旬まで維持された。

液体マルチ、米糠、中耕の単独処理区の収量は、除草

剤比で約 50％と著しく低下した。液体マルチ＋米糠

エキス、液体マルチ＋米糠の併用処理でも約 70％の

低収であった。 

362 湛水直播における除草技術 (佐藤・田村) 

播種後落水管理により、播種後湛水管理に比べ、イ

ネの葉齢は進み、イヌホタルイは遅れる傾向がみられ

た。タイヌビエは明らかな差はみられなかった。また、

タイヌビエの葉齢の進みが早い場合、イマゾスルフロ

ン・エトベンザニド・ダイムロン 1kg 粒剤やジメピペ

レート・ベンスルフロンメチル粒剤が薬害が少ないと

思われた。 

363 スルホニルウレア系除草剤抵抗性雑草の防除技

術 (佐藤・田村) 

イヌホタルイ残草圃場から採取した種子および成

植物を用いて、スルホニルウレア系除草剤に対する感

受性の違いをポット試験、発根力試験、比色試験によ

り検討した結果、供試したサンプルは抵抗性と判断さ

れた。また、アメリカアゼナ成植物の葉１枚からの発

根の有無によりＳＵ抵抗性の検定が可能と思われた。 
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364 麦類特性(耐雪性)検定試験 (服部・田村) 

大麦 23、小麦 34 品種・系統を平成 11 年秋に播種

した。本年度の根雪日数は 63 日で、葉腐面積率や越

冬茎率に品種・系統間差が良く現れたことから、標準

品種を基準にして耐雪性の判定を行った。 

365 大豆系統適応性検定試験 (服部・田村) 

東北農試、九州農試、長野県中信農試で育成された

20 系統について実施した結果、東北農試育成の刈系

637、刈系 664、長野県中信農試育成の東山系 U538、

東山系 U787、東山系U826、東山系V33、東山系V107、

東山系 V354 を「再検討」または「有望」と判定した。 

366 オーチャードグラス品種比較試験(服部・田村) 

新しく育成または導入された市販品種について、収

量及び草地の永続性に重点をおき、本県における適応

性を調査した。５年間の試験成績が標準品種並に優れ

る「ナツミドリ」と「マキバミドリ」を奨励品種に選

定し、採用された。 

367 牧草類特性(耐雪性)検定試験 (服部・田村) 

北海道農試、北陸農試、茨城畜試、山梨酪試、山口

農試から配布された４草種 33 品種および系統を供試

した。本年は根雪日数 63 日、積雪日数85 日、最深積

雪 79 ㎝の少雪年であったが、イタリアンライグラス、

ハイブリットライグラス、アカクローバー、アルファ

ルファの品種・系統間に雪害程度の差が見られ、耐雪

性の判定を行った。 

368 建設副産物活用地域調査事業 (土田) 

分析中 

369 病原細菌の薬剤感受性 (堀・小潟) 

種子から分離した褐条病菌 29 菌株のうち，３割弱

がオキソリニック剤耐性菌，７割がカスガマイシン剤

耐性菌であった。現地発病苗から分離したもみ枯細菌

病菌４菌株はすべてオキソリニック酸剤及びカスガ

マイシン剤感受性菌であり，両病原細菌とも年次を経

過するに従って耐性菌率は低下する傾向がみられた。

苗から分離した苗立枯細菌病菌８菌株はすべて２剤

に対し感受性菌であった。 

370 種子の保菌抑制(褐条病) (堀・小潟) 

出穂期が小雨で推移したため保菌程度が低く，抑制

効果は検討できなかった。保菌種子を播種して得た発

病苗から分離した 28 菌株は，１菌株がオキソリニッ

ク酸剤耐性菌であった以外はすべてオキソリニック

酸剤，カスガマイシン剤感受性菌であった。 

371 温湯消毒とプール育苗による発病抑制(堀・小潟) 

褐条病（少発条件）ともみ枯細菌病（多発条件）に

ついて検討した。２病害とも温湯処理は，60～64℃の

10～15 分処理で防除効果が認められたが，効果は安

定しなかった。プール育苗は２病害に対して防除効果

が認められた。しかし，温湯消毒との組合わせによる

防除効果の向上はみられなかった。 

372 紫斑粒の多発要因 (原澤・小潟・堀) 

平成 12 年はダイズ紫斑病による紫斑粒が近年例を

みないほど全県下で多発した。要因としては，急激な

栽培面積の増加で自家採種種子等が多く使用された

こと，トップジンＭ剤耐性菌の出現により防除効果の

上がりにくい銅剤等が使用されたこと，また，梅雨明

け後も夕立があり播種から成熟期まで間断なく降雨

があったことが推察された。 

373 紫斑病菌の薬剤感受性 (小潟・堀・原澤) 

平成 11 年に紫斑病の主力防除薬剤であったトップ

ジンＭ剤に防除効果不良事例が認められた。紫斑病菌

の薬剤感受性を調査した結果，耐性菌率は 90％を越

え，採種圃場産種子からも耐性菌が分離されたため，

平成 12 年は同剤の使用自粛を指導した。その結果，

トップジンＭ剤を使用しない事例においては耐性菌

率は 40%以下となり、同剤を使用しなければ耐性菌率

は急減することが示唆された。 

374 紫斑病防除薬剤の検索 (佐々木・原澤) 

耐性菌が出現したトップジンＭ剤の代替薬剤とし

て，マネージ剤，ゲッター剤が有望と考えられた。 

375 オオトゲシラホシカメムシの産卵と温度の関係 

 (石本・永瀬) 

南魚沼郡大和町から採集した越冬世代成虫を，玄米

およびエゴマ種子を餌として，17，21，25，29℃の各

温度で飼育し，産卵消長を調査した。産卵前期間は飼

育開始後５～20 日で、飼育温度と高い正の相関が認

められた。また，その後の１頭当たり１日当たり産卵

数は 1.51～6.72 で，飼育温度と高い相関が認められ

た。 

376 トゲシラホシカメムシの発生消長(石本・永瀬) 

平坦少雪地の南蒲原郡田上町と山間多雪地の南魚

沼郡大和町で，畦畔雑草地での発生消長をかきわけに

より調査した。第１世代幼虫盛期は田上町６月下旬，

大和町７月上旬，第１世代成虫盛期は田上町７月上・

中旬，大和町７月中・下旬であり，２地点で違いが認

められた。この違いは、越冬世代成虫の産卵開始時期

の違いによると推察された。 

377 オオトゲシラホシカメムシの密度調査法の検討 

 (石本・永瀬) 

前項の南蒲原郡田上町の調査地で、すくいとり調査、

かきわけ調査を行い，すくいとり調査の有効性を検討

した。すくいとり調査から推定された発生消長はかき

わけ調査によるものとほぼ一致した。かきわけ調査で

の密度をもとに算出したすくいとり効率は，0～46％

で大きく変動し，変動の要因としては，雑草の種類，

繁茂程度が考えられた。 
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378 幼虫に対する病原性 (石本・永瀬) 

Beauveria bassiana  Nb-60 の分生子懸濁液をオオ

トゲシラホシカメムシ２，３，５齢幼虫に接種し，病

原性を検討した。いずれも接種濃度が高いほど死亡率

が高く、致死期間が短い傾向が認められた。しかし、

接種齢期と死亡率の間には一定の傾向は認められな

かった。 

379 無病化種子を中心とした水稲の省農薬栽培技術

の体系化実証 (堀・小潟・原澤) 

西蒲原郡中之口村で玄米被覆人工種子および各種

要防除水準を組合わせて栽培したところ，種子消毒，

初期害虫のほか５種病害虫の防除を省略でき，農薬使

用量は慣行の 16 成分に対し９成分に減った。問題点

としては，育苗期のばか苗病，イナゴの一時的な増加

があげられたが，収量への影響はなかった 

380 新農薬の開発・実用化試験 

 (田村・佐藤・永瀬・小潟) 

水稲殺菌剤 22 剤、水稲殺虫剤９剤、水稲除草剤 20

剤、大麦除草剤１剤、水稲生育調節剤１剤の計 53 剤

を試験した。 

381 水稲の病害虫 (諸我・永瀬・小潟) 

・葉いもち(平年比やや少) 種子の保菌程度は低く、

補植苗発病も少なかった。しかし，７月第２半旬以降

に葉いもちが一時急進展し，新潟・下越地域では例年

以上の発生がみられ，同地域を対象に７月 27 日に穂

いもちの注意報を発表した。しかし，梅雨明け後の高

温で全般にはやや少ない発生となった。 

・穂いもち(平年比やや少) 梅雨明け後，断続的に夕

立があったものの高温により感染・発病が抑制され、

やや少ない発生となった。こうした中、西蒲原の少発

生地において，ほ場抵抗性弱が弱い「わたぼうし」に

多発生し減収に至る事例が多くみられた。 

・紋枯病(平年並) ７月の水平進展はやや緩慢であ

ったが、８月前半から各地で水平・上位進展が認めら

れ，平年並の発生となった。 

・育苗期に発生する病害 細菌性病害，糸状菌性病害

とも少発生であった。 

・その他病害 ごま葉枯病による穂枯症状が局地的に

みられた。その他病害は、平年並に発生した。 

・ニカメイチュウ第１世代(平年比少ない)  越冬世代

成虫の誘殺数は平年よりやや少なく、発蛾最盛期は下

越でやや遅い他は平年並であった。葉鞘変色茎の発生

は平年よりやや少なく、しん枯茎の発生は平年並であ

った。  

・ニカメイチュウ第２世代(平年並)  第１世代成虫の

発蛾最盛期は平年並～やや早かった。幼虫及び被害茎

の発生は下越、新潟で一時的に平年より多かったが、

全般には平年並であった。 

・セジロウンカ(平年比やや少ない)  成虫の初確認は

６月 23 日で平年よりやや遅かった。６月下旬～７月

中旬に３回程度少飛来があった他はまとまった飛来

はなかった。水田内の発生は７月下旬までは平年並で

あったが、８月下旬に一部地域で密度が高まった。全

般には平年よりやや少ない発生であった。 

・トビイロウンカ(平年比少ない)  ７月下旬に関川村

の水田で成虫が確認された。９月下旬に同一圃場で成

虫が確認されたが、その他の地域では発生を認めなか

った。 

・ツマグロヨコバイ(平年並)  越冬後幼虫の発生は新

潟でやや多い他は平年並～やや少なかった。中越では

８月後半から一部の地域で密度が急増したが、その他

の地域では７月以降平年並～やや少ない密度で推移

した。全般に発生量は平年並であった。 

・イネドロオイムシ(平年比少ない)  越冬後成虫の水

田侵入時期は平年並で、侵入量は平年より少～やや少

なかった。幼虫による食害程度は平年より少なかった。 

・斑点米カメムシ類(カメムシ類：平年比多い、斑点

米：平年並)  オオトゲシラホシカメムシの発生量は、

平年より多かった。アカヒゲホソミドリカスミカメの

第１～２世代の発生量は平年より多～やや多かった。

特に第１世代成虫の密度は著しく高かった。斑点米の

発生量は一部の地域でやや多～多かったが、全般には

平年並であった。 

・イネミズゾウムシ(平年比少)  越冬後成虫の水田へ

の侵入盛期は５月第６～６月第１半旬で平年並であ

った。侵入量は平年より少なかった。成虫による被害

程度は平年より少なかった。 

・コバネイナゴ(平年比やや少ない)  ６月上旬からふ

化幼虫を認めた地域が多かった。６月上旬から幼虫の

水田侵入を認めたが、侵入量は少なかった。７月以降

の発生量は下越でが多い他は、平年よりやや少～並で

推移した。全般に発生量は平年よりやや少なかった。 

382 オオムギの病害虫 (諸我・永瀬・小潟) 

特記すべき発生を認めなかった。 

383 コムギの病害虫 (諸我・永瀬・小潟) 

特記すべき発生を認めなかった。 

384 ダイズの病害虫 (諸我・永瀬・小潟) 

・紫斑病(平年比多) 紫斑粒が全県で多発生した。多

発要因としては，急激な栽培面積増に対して健全種子

が確保できなかったこと，耐性菌出現に伴う薬剤変更

および梅雨明け後の夕立の影響が推察された。 

・べと病(平年並) ７月下旬から各地でやや多い発

生がみられたが、８月には終息した。子実汚染は魚沼、

中越で認められた。 

・ウイルス病(モザイク病平年並，褐斑粒局多) 茎葉

のモザイク症状の発生は平年並であった。褐斑粒は上
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越，新潟ほかで局地的に多発事例がみられた。 

・立枯性病害(平年比やや少) 魚沼，下越，新潟で少

発生した。 

・その他病害 葉焼病が，魚沼ほかで局地的に発生し

た。アブラムシ類（平年並）  ６月下旬から各地で発

生が認められた。魚沼ではジャガイモヒゲナガアブラ

ムシが８月下旬～９月下旬に多発生したが、その他は

全般に平年並の発生であった。 

・食葉性鱗翅目幼虫（平年比やや多い）  魚沼ではツ

メクサガが６月下旬から多発生した。魚沼、中越、新

潟で鱗翅目幼虫の多発圃場が認められ、発生量は全般

に平年よりやや多かった。 

・ハダニ類（平年比やや少ない）  ８月上旬から発生

が認められ、佐渡では８月下旬に急増した。全般に発

生量は平年よりやや少なかった。 

・ウコンノメイガ（平年並(局多)）  ７月上旬から幼

虫の発生が認められた。魚沼・佐渡で局地的な多発生

があったが、全般に発生量は平年並であった。 

・フタスジヒメハムシ（平年比やや多い）  中越・新

潟の一部圃場で成虫の多発生が認められた。全般にや

や多い発生であった。 

・ネキリムシ類(平年並(局多))  ６月下旬から中越・

新潟を中心に局地的な多発生が認められた。被害の著

しい圃場では、被害株率が 70～80％に達した。 

385 病害虫発生予察情報(案)の作成 

 (諸我・永瀬・小潟) 

病害虫防除所等関係機関との協議のもと、県農作物

病害虫発生予察情報案(案)を作成し、以下の通り農林

水産部長に報告した。発生予報８回、注意報３回、警

報１回。 

386 発生予察技術の指導 (諸我・永瀬・小潟) 

病害虫防除所地区予察員を対象に現地研修を実施

するとともに日常業務で連携しながら、調査・解析技

術等の向上を図った。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 13 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

3 

4 

5 

 

 

6 

【普及技術】 

水稲早生品種「こしいぶき」の高品質・良食味米栽培法 

生育指標による「コシヒカリ」の適正籾数確保方法 

コシヒカリ IL（いもち病抵抗性系統）の育成 

生育指標による「コシヒカリ」条播直播における倒伏防止技術 

高品質あずき優良品種候補系統「十育 144 号」の選定 

 

 

オーチヤードグラス新奨励品種「ナツミドリ」、「マキバミドリ」の選定 

 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

作物研 育種科 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科、 

高冷地、佐渡、食品研 

穀類食品科 

作物研 栽培科 

 

1 

2 

3 

4 

【活用技術】 

水稲種子籾の簡易貯蔵法 

タンパク質分析による適正とう精程度の判定方法 

播種量倍増による低コスト稚苗育苗法 

水稲プール育苗による省力低コスト乳苗育苗法 

 

作物研 育種科 

作物研 育種科 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 新潟県農業総合研究所研究情報 (平成 13 年度新潟県農業総合研究所研究情報に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 水稲におけるカリ中間追肥の見直し 作物研 栽培科 

 

(イ) 北陸農業研究成果情報 (北陸農業研究成果情報第 17 号に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及】  

1 高品質あずき優良品種候補系統「十育 144 号」の選定と栽培特性 作物研 栽培科 

 【指導】  

 (なし)  

 【研究】  

 (なし)  
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(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 

掲載誌名等 発行年月 

糯品種の加工特性に関する研究 第 5報餅硬化性の推定に関する 2，
3の知見 
(小林和幸) 

北陸作物学会報第 35 号 平 12.3 
 

水稲湛水散播直播栽培における「味こだま」の栽培特性 
(水沢誠一・有坂通展・佐藤 徹) 

北陸作物学会報第 35 号 平 12.3 

水稲散播直播の苗立密度と食味の関係 
(佐藤 徹・水沢誠一・有坂通展) 

北陸作物学会報第 35 号 平 12.3 

高品質・良食味生産のための出穂適期について 
(服部誠) 

日本農業気象学会北陸支部会
誌第 26 号 

平 12.11 

水田転換畑におけるモミ殻施用がエダマメの生育、収量および品質 
に与える効果 
(高橋能彦・佐藤 孝・星野 卓・土田 徹・大山卓爾) 

土壌肥料学雑誌第 71 巻第 6
号 

平 12.12 
 

新潟県における葉いもち全般発生開始期の発生実態 
(原澤良栄・堀武志・小潟慶司・藤巻雄一) 

北陸病害虫研究会報第 48 号 平 12.12 

カルプロパミド４％粒剤の播種時20g/箱施用による葉いもち発病抑
制効果 
(原澤良栄・堀武志・小潟慶司・藤巻雄一) 

北陸病害虫研究会報第 48 号 平 12.12 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

地域農業の活性化につながる新形質米のラインアップ 
(小林和幸・松井崇晃・平尾賢一・重山博信・阿部聖一) 

日本作物学会北陸支部北陸育種談話会
(北陸作物学会第 36 号別冊) 

平 12.7.26 
 

炊飯による米粒形状の変化過程と品種間差 
(松井崇晃) 

日本作物学会北陸支部北陸育種談話会
(北陸作物学会第 36 号別冊) 

平 12.7.26 

気象変動に強い良質・良食味水稲早生新品種「こしいぶき」
の育成 
(阿部聖一 他 17 名) 

日本作物学会北陸支部北陸育種談話会
(北陸作物学会第 36 号別冊) 
 

平 12.7.26 

新潟県水稲主要奨励品種の枝梗別玄米品質 
(中嶋健一・浅井善広・原田 惇・田村隆夫) 

日本作物学会北陸支部北陸育種談話会
(北陸作物学会第 36 号別冊) 

平 12.7.26 

出芽苗立期の落水管理による湛水直播水稲の生長促進機構 
(佐藤 徹・丸山幸夫) 

日本作物学会第 209 回講演会(日本作
物学会紀事第 69 巻別号１) 

平 12.4.7 

新潟県における水稲の品質低下の実態と今後の課題 
(有坂通展)  

日本作物学会北陸支部北陸育種談話会
(北陸作物学会報第 36 号別刷) 

平 12.7.25 

ウニコナゾールＰ液剤催芽前処理による超密播稚苗育苗の
苗質 
(佐藤 徹・有坂通展) 

日本作物学会北陸支部北陸育種談話会
(北陸作物学会報第 36 号別刷) 

平 12.7.25 

コシヒカリの目標籾数確保のための生育量のめやす 
(佐藤 徹・有坂通展・水沢誠一・斎藤祐幸) 

日本作物学会北陸支部北陸育種談話会
(北陸作物学会報第 36 号別刷) 

平 12.7.25 

新潟県におけるアゼナ類の発生状況とアメリカアゼナのＳ
Ｕ剤に対する圃場間差 
(佐藤 徹・田村良浩・有坂通展・長澤裕滋) 

東北雑草研究会 2000(東北雑草研究会
2000 要旨集) 

平 12.8.18 

 水田転換畑におけるモミガラ施用がエダマメの生育・収量 
 に与える影響(第２報) 
 (高橋能彦・土田 徹・星野 卓・大竹憲邦・大山卓爾) 

土壌肥料学会講演要旨第４６集 
 
 

平12.4.2～
4 
 

葉いもち全般発生開始期における発病補植苗からの伝染勾
配(原澤良栄・小潟慶司・堀武志・小林隆・石黒潔) 

日本植物病理学会平成 12 年大会(日本
植物病理学会報第 66 巻第２号) 

平12.4.2～
4 

地域におけるイネいもち病菌の動態解析のための格子モデ
ルの利用(石黒潔・原澤良栄) 

日本植物病理学会平成 12 年大会(日本
植物病理学会報第 66 巻第２号) 

平12.4.2～
4 

2000 年の新潟県におけるダイズ紫斑病の多発要因(原澤良
栄・小潟慶司・堀武志) 

第 53 回北陸病害虫研究会(同講演要旨
集) 

平 13.2.15
～16 

新潟県におけるダイズ紫斑病チオファーネートメチル剤耐
性菌の実態(小潟慶司・堀武志・原澤良栄) 

第 53 回北陸病害虫研究会(同講演要旨
集) 

平 13.2.15
～16 
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発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

イネドロオイムシの微生物防除－Beauveria bassiana の病
原性とペプトン添加の効果(石本万寿広) 

第４回昆虫病理研究会シンポジウム 平 12.11.2
～4 

アカヒゲホソミドリカスミカメの水田内発生量と斑点米発
生量の関係(石本万寿広、永瀬 淳、佐々木行雄) 

第 53 回北陸病害虫研究会 
(同講演要旨集) 

平 13.2.15
～16 

アカヒゲホソミドリカスミカメの発育ステージ及びイネ穂
の熟期による斑点米形成の変化(永瀬 淳、中田后子) 

第 45 回日本応用動物昆虫学会大会(同
講演要旨集) 

平 13.3.31
～4.2 

 

３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

平成 13 年度農作物病害虫雑草防除指針 
 

新潟県農林水産部, 
(社)新潟県植物防疫協会 

平 13.2 諸我敏夫、石本万寿
広、堀 武志 

水稲新品種「こしいぶき」高品質・極良食味米
栽培指針 

新潟県農林水産部 平 13.2 諸我敏夫、有坂通展、
土田 徹、星 豊一、
長澤裕慈、阿部聖一、
石崎和彦、宍戸功一、
金高正典 

水稲湛水直播栽培の手引き 新潟県農林水産部 平 13.3 有坂通展、佐藤 徹 
大豆栽培の手引き 新潟県農林水産部 平 13.3 田村良浩、服部 誠 

平成 13 年度農作物病害虫雑草防除指針 
 

新潟県農林水産部, 
(社)新潟県植物防疫協会 

平 13.2 諸我敏夫、石本万寿
広、堀 武志 

水稲湛水直播栽培の手引き 新潟県農林水産部 平 13.3 有坂通展、佐藤 徹 

大豆栽培の手引き 新潟県農林水産部 平 13.3 田村良浩、服部 誠、 

にいがた植防だより (社)新潟県植物防疫協会 平 12.6 
平 12.9 
平 12.12 
平 13.3 

原澤良栄 
石本万寿広、堀 武志 
永瀬 淳 
小潟慶司、石本万寿広 

あぐりにいがた (社)新潟県農林公社 平 12.4 
平 12.6 
平 12.7 
平 12.8 
平 12.9 
平 13.1 
平 13.2 
平 13.3 

原澤良栄、服部 誠 
佐藤 徹 
永瀬 淳 
服部 誠 
田村良浩 
星 豊一 
有坂通展 
金高正典 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 12.7.28 農業総合研究所・作物研究センター「案内デー」 432  

平 13.2.22～23 新潟県農業総合研究所作物関係研究発表会 245  

平 13.3.22 産学官研究交流会   

 
(3) 農業大学校 
  なし 
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(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

作物学 21 15   36 浅井善広、田村良浩 

肥料学Ⅰ 16    16 土田 徹 

特別講義 186    186 菊池久寿郎 

植物生理学  12 44  56 
重山博信、小林和幸、石崎和彦、浅井善広、中嶋健一、
松井崇晃 

植物育種学 30 15  25 70 
星 豊一、阿部聖一、重山博信、小林和幸、石崎和彦、
松井崇晃 

植物病理学 8  45  53 原澤良栄、小潟慶司、堀 武志 

肥料学Ⅱ  15  45 60 高橋能彦、土田 徹 

応用昆虫学 4  45  49 永瀬 淳、石本万寿広 

作物学 14 15  45 74 
長沢裕滋、有坂通展、宍戸功一、金高正典、中嶋健一、
佐藤徹、服部誠 

雑草防除論 15    15 佐藤 徹 

卒業論文   225 225 450 永瀬 淳  

 
(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 12.5.31 農林水産省北陸農政局 平成 12 年度検査実用標準
品の査定会及び検査に関
する意見交換会 

平成 11 年度産米の品質
低下要因と今後の技術
対策 

長澤裕滋 

平 12.7.27 農林水産省新潟食糧事務
所 

職場業務研修 同上 長澤裕滋 

平 12.8.31 ＪＡ三島北部 品質表示制度現地指導 成分測定機器使用方法
の指導及び調整 

宍戸功一 

平 12.8.31 ＪＡ三島中部 品質表示制度現地指導 成分測定機器使用方法
の指導及び調整 

宍戸功一 

平 12.9.4 ＪＡひすい 品質表示制度現地指導 成分測定機器使用方法
の指導及び調整 

宍戸功一 

平 12.9.7 ＪＡ長岡 品質表示制度現地指導 成分測定機器使用方法
の指導及び調整 

宍戸功一 

平 12.9.7 ＪＡ三島中部 品質表示制度現地指導 成分測定機器使用方法
の指導及び調整 

宍戸功一 

平 12.12.14 魚沼病害虫防除所植物防
疫魚沼地域協議会 

平成 12 年度魚沼地区病害
虫防除事業反省検討会 

ダイズ紫斑病の多発要
因について 

原澤良栄 

平 13.1.26 ＪＡ新潟経済連 肥料農薬・営農・購買担当
職員研修会 

いもち病の発生生態と
効果的防除法 

原澤良栄 

平 12.6.7 新潟県農薬卸商組合、新潟
県農薬安全指導者協議会、
新潟県農林水産部稲作振
興課 

平成 12 年度農薬安全指導
員認定講習会及び新潟県
農薬管理指導士資質向上
研修会 

病害虫の発生予想と防
除対策 
 

石本万寿広 

平 12.5.31 植物防疫魚沼地域協議会、
魚沼病害虫防除所 

平成 12 年度植物防疫魚沼
地域協議会総会及び研修
会 

カメムシ類による斑点
米防止対策 

石本万寿広 

平 12.11.15 新潟県植物防疫協会 平成 12 年度航空防除事業
検討会 

今年の病害虫発生の特
徴 

諸我敏夫 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 12.12.7 中越植物防疫協議会、中越
病害虫防除所 

平成 12 年度中越地域病害
虫防除検討会 

県内で問題となってい
る 病害虫とその対策 
 

石本万寿広 

平 12.12.6 新潟地域病害虫防除連絡
協議会 

新潟地域病害虫防除員等
研修会 

カメムシ類の発生状況
と防除等実態について 

永瀬 淳 

平 13.1.30 ＮＯＳＡＩ新潟 平成 12 年度水稲病害虫防
除事業研究集会 

アカヒゲホソミドリカ
スミカメの発生生態と
新カメムシ斑点米防止
対策事業成績について 

永瀬 淳 

平 12.12.22 下越病害虫防除所、下越病
害虫防除協議会 

病害虫発生予察・防除反省
検討会 
 

アカヒゲホソミドリカ
スミカメの発生生態と
防除について 

永瀬 淳 

平 13.1.26 佐渡病害虫防除所、佐渡農
作物病害虫防除協議会、佐
渡病害虫防除員協議会 

平成 12 年度佐渡地域病害
虫防除員等技術向上研修
会 

今年問題となった害虫
の発生と対策 

石本万寿広 

 
(6) 研修生受け入れ 

氏名 所 属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部・科 

江尻昌弘 長岡技術科学大学 実務訓練 平 12.10.10～ 
平 13.1.31 

育種科 

 

 

 

４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 (農業総合研究所・作物研究センター) 

   長岡市長倉町 857 番地 

   建物面積 延 10,268ｍ2 

   圃場面積 田 14.51ha, 畑 4.25ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費  

農産物・食品生産改善事業 

圃場管理費 

農薬受託試験費 

経常研究費 

特別研究費 

研究器材購入費 

施設整備費 

国補補助 

・指定試験研究 

・地域重要新技術開発促進 

事業 

・地域機関農業技術体系化 

促進事業 

・民間支援研究 

2,704 

22,363 

9,332 

7,025 

4,662 

13,641 

3,588 

13,136 

12,314 

(1,295) 

(4,002) 

 

(5,259) 

 

(660) 

 

 

 

 

 

72,10 

 

6,568 

7,210 

(1,295) 

(1,999) 

 

(3,256) 

 

(660) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21,626 

8,624 

104 

 

 

7,025 

 

1,000 

2,600 

737 

708 

 

4,662 

5,431 

3,588 

6,568 

5,104 

 

(2,003) 

 

(3,101) 

合    計 88,765 20,988  30,250 8,129 29,398 
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(3) 職員一覧 

所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

 

育種科 

（品種育成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（品種選定） 

 

 

 

 

 

 

 

センター長 

育種科長 

主任研究員 

〃 

〃 

〃 

研究員 

技術員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

専門研究員 

主任研究員 

研究員 

技術員 

〃 

〃 

〃 

〃 

菊池 久寿郎 

星  豊一 

阿部 聖一 

石崎 和彦 

重山 博信 

小林 和幸 

松井 崇晃 

山口 和男 

諸橋 剛 

伊東 一彦 

川瀬 守 

武田 英夫 

飯濱 康輔 

長澤 裕滋 

浅井 善弘 

中嶋 健一 

高橋 一寿 

目黒 秀二 

佐藤 久男 

中村 信之 

青木 和憲 

（品種選定） 

（品質評価） 

 

栽培科 

（栽培生理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（作物栄養） 

 

 

（病害） 

 

 

（虫害） 

技術員 

主任研究員 

〃 

栽培科長 

主任研究員 

〃 

〃 

研究員 

技術員 

〃 

〃 

〃 

〃 

主任研究員 

〃 

技術員 

主任研究員 

〃 

研究員 

主任研究員 

〃 

竹田 守人 

宍戸 功一 

金高 正典 

諸我 敏夫 

有坂 通展 

田村 良浩 

佐藤 徹 

服部 誠 

島岡 聡 

室橋 浩一 

星野 勝 

渋谷 誠 

土田 正一 

高橋 能彦 

土田 徹 

石原 義弘 

原澤 良栄 

小潟 慶司 

堀  武志 

永瀬 淳 

石本 万寿広 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 12 年 
４月１日付 

転 出 
 
 

 
 
 

 
 
転 入 

金山 洋 
中川 武則 
 

田村 隆夫 
水沢 誠一 
平尾 賢一 

小林 勝 
高橋 浩之 

菊池久寿郎 
諸我 敏夫 
長澤 裕滋 

石崎 和彦 

島岡 聡 

青木 和憲 

佐渡農業技術センター長 
西蒲原農業改良普及センター・普及
課長 

長岡農地事務所・計画専門員 
畜産研究センター・主任研究員 
小出農地事務所・主任 

基盤研究部・技術員 
基盤研究部・技術員 

作物研究センター長 
栽培科長 
育種科・専門研究員 

育種科・主任研究員 

栽培科・技術員 

育種科・技術員 

作物研究センター長 
栽培科長 
 

育種科・専門研究員 
栽培科・主任研究員 
育種科・研究員 

栽培科・技術員 

育種科・技術員 

基盤研究部長 
企画情報部・専門研究員 

刈羽農業改良普及センター・班長 
畜産研究センター・主任研究員 

基盤研究部・技術員 

基盤研究部・技術員 
 
(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

種子用コンバイン クボタ SR-195JHDW 

 

(6) 派遣研修者 

  該当なし 
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(7) 参観者数 (農業総合研究所・作物研究センター) 

  1,341 名 

(8) 無体財産権など 

 ウ 品種登録 

農林水産植物の種類 登録品種の名称 登録番号 登録年月日 

稲 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

はつかざり 

ゆきの精 

わたぼうし 

一本〆 

新潟 19 号 

わせじまん 

はしり味 

味こだま 

なごりゆき 

コシヒカリ新潟 BL１号 

コシヒカリ新潟 BL２号 

コシヒカリ新潟 BL３号 

第 2149 号 

第 2395 号 

第 4171 号 

第 4172 号 

第 4173 号 

第 4174 号 

第 5784 号 

第 8537 号 

第 8538 号 

第 8539 号 

第 8540 号 

第 8541 号 

平 2.4.3 

平 2.10.6 

平 6.12.26 

平 6.12.26 

平 6.12.26 

平 6.12.26 

平 9.11.14 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

 

(9) 主要農作物種子対策事業 

ア 水・陸稲の原原種，原種の維持と増殖 

表１ 原原種栽培 

品 種 名 採種系統数 採種面積(a) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

こしいぶき 14 1 30 6 24 
ひとめぼれ 1 16 200 192 8 
たかね錦 5 2 50 48 2 
ナエバハタモチ 1 3 46 44 2 
注）使用先は作物研究センター 

表２ 原原種貯蔵数量と使用数量  

品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

味こだま 平 10 4 8 － 
 〃 平 11 1 40 2 
なごりゆき 平 10 6 12 － 
  〃 平 11 1 18 3 
はしり味 平８ 5 50 － 
〃 平９ 1 40 － 
わせじまん 平８ 1 230 7 
越路早生 〃 1 100 － 
トドロキワセ 平９ 1 320 － 
ゆきの精 平５ 6 24 － 
〃 平６ 1 180 28 
〃 平８ 3 6 1 
コシヒカリ 平３ 1 20 － 
〃 平６ 1 20 － 
〃 平 10 1 340 138 
五百万石 平９ 1 160 11 
一本〆 平９ 1 200 － 
こがねもち 平７ 1 20 － 
〃 平８ 1 40 21 
わたぼうし 平８ 1 60 6 
妙高高原早生 平 10 1 40 1 
ナエバハタモチ 平９ 1 10 － 

注）使用先は作物研究センターと委託農協 
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表３ 原種生産数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 

作研直営（所内） 越路早生 8 180 860 97 
 トドロキワセ 7 160 860 93 
 こしいぶき 39 1,880 1,280 97 
 ゆきの精 24 960 720 91 
 コシヒカリ 90 2,840 6,700 91 
 ひとめぼれ 16 880 240 90 
 五百万石 52 1,380 2,500 92 
 一本〆 10 300 820 79 
 たかね錦 4 100 100 94 
 こがねもち 48 1,160 1,240 98 
 わたぼうし 40 1,040 1,220 98 
 ナエバハタモチ 10 80 100 92 
委託(潟東) コシヒカリ 390 21,500 15,680 94 

 

表４ 原種の貯蔵数量 

区  分 品 種 名 採種年次 貯蔵数量(kg) 

作研直営(所内) 越路早生 平 11 680 
 コシヒカリ 平 11 3,860 
 わせじまん 平９ 200 
 〃 平 10 240 
 トドロキワセ 平 11 700 
 はしり味 平 10 200 
 味こだま 平 10 60 
 〃 平 11 320 
 なごりゆき 平 10 140 
 〃 平 11 140 
 妙高高原早生 平 10 40 
 五百万石 平 10 20 
  〃 平 11 1,120 
 一本〆 平９ 200 
 〃 平 11 320 
 こがねもち 平 11 460 
 わたぼうし 平 11 180 
 ナエバハタモチ 平 11 40 
委託(潟東) コシヒカリ 平 11 780 

 

表５ 指定採種圃への配布数量と発芽率 

配布数量(kg)  発芽率(％) 
品 種 名 

貯蔵種子 当年種子 計  貯蔵種子 当年種子 
わせじまん 120 － 120  97 － 
越路早生 120 － 120  96 － 
トドロキワセ 160 － 160  96 － 
こしいぶき － 600 600  － 97 
ゆきの精 960 220 1,180  98 91 
コシヒカリ 13,880 5,320 19,200  99 95 
ひとめぼれ － 620 620  － 92 
味こだま 40 － 40  97 － 
なごりゆき 40 － 40  98 － 
五百万石 800 － 800  98 － 
一本〆 40 － 40  98 － 
こがねもち － 720 720  － 98 
わたぼうし 420 － 420  95 － 
ナエバハタモチ － 20 20  － 92 
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イ 大豆原原種，原種の維持と増殖 

表１ 原原種栽培 

品 種 名 採種系統数 採種面積(a) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

フクシロメ 1 2 3.8 3.8 0 
エンレイ 1 12 1.3 1.3 0 
あやこがね 1 8 27.6 27.6 0 
 

表２ 原原種貯蔵数量と使用数量  

品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

フクシロメ 平９ 1 2.3 2 
〃 平８ 1 10.8 － 
エンレイ 平９ 1 12.0 11 
〃 平８ 1 7.5 － 
スズユタカ 平９ 1 6.8 － 
〃 平８ 1 11.5 － 

注）使用先は作物研究センターと委託農協 

 

表３ 原種生産数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 

作研直営(所内) フクシロメ 3 20 20 － 
 エンレイ 18 180 0 93 
 あやこがね 30 420 420 93 
委託(白根) エンレイ 200 3,400 3,400 96 

 

表４ 指定採種圃への配布数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種年次(ａ) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 配布数量(kg) 

作研直営(所内) フクシロメ 平 10 60 － － 
 エンレイ 平９ 0 100 80 
 〃 平 10 21 93 80 
 〃 平 11 0 85 240 
 スズユタカ 平 10 6 97 － 
委託(白根) エンレイ 平９ 0 96 1,120 
 〃 平 11 60 93 1,020 

 

ウ 大麦・小麦の原原種，原種の維持と増殖 

表１ 原原種貯蔵数量と使用数量  

種 別 品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

大麦 ミノリムギ 平７ 5 37 － 
 〃 平８ 1 20 － 
 〃 平 11 1 560 80 
小麦 コユキコムギ 平１ 1 120 － 
 ユキチャボ 平７ 10 25 － 

 

表２ 原種生産数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 

作研 ミノリムギ 60 760 540 92 
委託 〃 60 1,500 1,480 － 
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表３ 指定採種圃への配布数量と発芽率  

区  分 品 種 名 採種年次(ａ) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 配布数量(kg) 

作研 ミノリムギ 平 12 540 92 220 
委託 〃 平 11 0 87 1,460 

 

 (10) 栄 誉 

広瀬 和夫(元農林水産技能員) 勲七等 青色桐葉章(平成 12 年秋) 

 

 

 

５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・作物研究センター（長岡市長倉町、北緯 37 度 26 分、東経 138 度 53 分、標高 30m） 

平年値：昭 36～平 2の平均値 

(1) 月別気象 

平均気温 

(℃) 

最高気温 

(℃) 

最低気温 

(℃) 

降水量 

(mm) 

日射量 

(MJ／㎡) 

日照時間 

(hr) 

積雪深 

(cm) 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 本年 
H11             
11 10.2 9.0 14.8 13.1 5.4 4.8 318.0 294.3 197.9 155.0 100.4  
12 3.8 3.6 6.8 6.9 0.7 0.4 568.0 370.2 111.03 125.9 45.8 9 
H12             
1 3.0 0.6 6.3 3.5 -0.4 -2.3 282.5 347.2 147.7 141.2 51.5 13 
2 0.8 0.6 3.3 3.7 -1.7 -2.5 235.0 212.0 179.5 187.3 39.7 37 
3 3.2 3.3 7.6 7.3 -1.2 -0.6 221.5 152.9 310.2 308.6 90.6 28 
4 10.4 10.1 15.5 15.7 5.2 4.5 90.5 107.8 406.5 421.7 129.2 0 
5 17.3 16.2 22.3 21.6 12.3 10.8 77.0 120.0 517.4 485.6 153.3  
6 20.7 20.5 25.1 24.8 16.3 16.1 165.0 157.8 481.5 437.9 136.4  
7 25.4 24.3 30.0 28.4 20.8 20.2 186.5 218.2 569.1 432.7 179.9  
8 26.8 25.7 32.1 30.3 21.6 21.0 105.0 167.5 579.6 463.9 229.5  
9 22.6 21.2 27.2 25.7 18.0 16.7 180.5 200.9 348.3 316.2 124.7  
10 15.1 14.9 19.7 19.1 10.6 10.2 168.0 197.3 271.3 254.0 111.5  
11 9.4 9.0 14.7 13.1 4.1 4.8 207.5 294.3 169.3 155.0 82.2  
12 4.0 3.6 8.0 6.9 -0.1 0.4 312.5 370.2 138.5 125.9 74.7 4 
H13             
1 0.1 0.6 2.8 3.5 -2.4 -2.3 393.5 347.2 137.5 141.2 25.0 68 
2 0.1 0.6 4.2 3.7 -4.1 -2.5 182.0 212.0 224.0 187.3 68.6 88 
3 3.4 3.3 7.9 7.3 -1.2 -0.6 185.0 152.9 328.3 308.6 115.8 44 

 

(2) 雪の総括 

平年値：昭 36～平 2の平均値 

初雪月日 終雪月日 根雪初日 根雪終日 根雪日数(日) 最深積雪(cm) 同左月日 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

12.11 － 4.1 － 12.26 12.26 3.25 3．25 90 85 126 136 1.17 2.12 
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IV 園芸研究センター  組織構成図 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 1 育種科   

経常     (1) 野菜・花き・系統適応性検定試験 

401  ア 野菜系統適応性検定試験 

402  イ 花き系統適応性検定試験 

403  ウ チューリップの新品種育成 

404  エ ユリの新品種育成 

405  オ アザレアの新品種育成 

406  カ メロンの新品種育成 

407  キ イチゴの新品種育成 

408  ク 晩抽ネギの特性と系統選抜 

409  ケ エダマメの新品種育成 

410  コ サトイモの優良系統の選抜 

411  サ ニホンナシの新品種育成 

 

昭 28～ 

昭 48～ 

昭60～平13 

昭 57～ 

平２～13 

平 11～16 

昭 63～ 

平８～13 

平 11～16 

平 11～15 

平８～13 

 

経常     (3) 園芸作物種苗等生産改善事業 

412  ア 花き原原種の維持、増殖及び配布 

413  イ 野菜原原種の維持、増殖及び配布 

414  ウ ナス在来品種の維持保存 

昭 34～ 

 

 

 

 

 2 栽培・施設科   

県特     (1) 省力・軽労化を目指した砂丘地トンネルスイカの新しい技

術体系の確立 

415  ア 省力整枝方法の確立 

416  イ 省力換気方法の確立 

417  ウ セル苗を利用した育苗の軽労化技術の確立 

平 11～12 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

野菜グループ 

    〃 

    〃 

県特     (2) 養液栽培によるシステム化技術の開発 

418  ア ユリの養液栽培システム化技術の開発 

419  イ チューリップの養液栽培システム化技術の開発 

平９～12 

   〃 

   〃 

 

施設グループ 

    〃 

経常     (3) 園芸作物優良品種・種苗の選定導入 

420  ア チューリップ品種特性調査 

421  イ ユリ品種特性調査 

422  ウ ネギ品種比較と育苗試験 

423  エ 砂丘地におけるスイカ品種特性調査 

424  オ 砂丘地における早ぼりサトイモ品種選定 

     カ 果樹系統適応性検定試験 

425   (ア) ナシ 

426   (イ) モモ 

427   (ウ) ブドウ 

428   (エ) クリ 

平９～13 

   〃 

平９～13 

平９～12 

平４～12 

平７～12 

昭56～平13 

平４～13 

平 ～13 

平４～13 

   〃 

 

花きグループ 

     〃 

野菜グループ 

     〃 

     〃 

果樹グループ 

育種科 

果樹グループ 

     〃 

     〃 

経常     (4) 園芸作物の作期拡大・高品質安定生産技術の開発 

429  ア チューリップ新品種の年内促成技術 

430  イ 芽なしギクの安定生産技術 

     ウ イチゴ「越後姫」の地床栽培における高品質安定生産 

431   (ア) 「越後姫」の促成栽培技術 

432   (イ) 「越後姫」の半促成栽培技術 

 

平９～13 

平 10～13 

平９～14 

   〃 

   〃 

 

花きグループ 

     〃 

野菜グループ 

     〃 

     〃 



72 

－ IV - 4 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 433  エ 砂丘地秋ダイコンの根部障害対策 

434  オ 抑制トマトにおける生理障害軽減方法の検討 

435  カ 施設内における有機質肥料・資材の連用効果 

436  キ 西洋なし「越さやか」の安定生産技術 

437  ク クリの優良側枝養成法と収量構成要素の解明 

平９～13 

平 10～12 

平７～13 

平９～13 

   〃 

野菜グループ 

     〃 

     〃 

育種科 

果樹グループ 

経常 438 (5) 施設内水分制御システムの開発 平 12～14 施設グループ 

経常     (6) 果樹施設化栽培と省力化技術の開発 

439  ア 新樹形によるモモの低樹高栽培技術の確立 

440  イ おうとうの加温ハウス栽培における高収益安定生産技術 

 

平 10～12 

平 11～13 

 

果樹グループ 

育種科 

園流 441 (7) 加工用ナスの生産安定と品質向上 平９～12 野菜グループ 

 3 環境科   

県特     (1) 西洋なし「ル レクチエ」の果実障害の防止軽減対策技術

の確立 

     ア 渋味果発生軽減のための栽培管理技術の確立 

442   (ア) 渋味果の発生実態と要因の解明 

443   (イ) 発生軽減、防止対策技術の確立 

444  イ セイヨウナシ黒斑病の伝染環の解明 

平９～14 

平９～12 

平 12～14 

 

 

平 10～12 

 

 

栽培・施設科（果樹） 

 

 

病害虫グループ 

経常     (2) 園芸作物における栄養生理と施肥の合理化 

     ア 施設栽培トマトの養分収支と施肥の合理化 

445  (ア) グリーンボックス利用栽培によるトマトの養分吸収特 

         性の把握 

446  (イ) 緩効性肥料利用による全量基肥施用技術 

   〃 

 

 

 

平 10～12 

 

 

作物栄養担当 

 

     〃 

経常     (3) 園芸作物病害虫の発生生態と防除技術 

447  ア ブドウ枝幹性病害の生態と防除 

448  イ ナス科野菜青枯病の防除技術 

449  ウ チューリップウイルス病の生態と防除 

450  エ オリエンタル系ユリの抑制栽培におけるユリ疫病様症状 

       の発生要因の解明 

451  オ クリタマバチの導入天敵による防除技術の確立 

452  カ 果樹の薬剤抵抗性ハダニ類の防除技術 

     キ 施設作物等の新規侵入害虫の発生生態と防除 

453   (ア) ミカンキイロアザミウマの発生状況と防除技術 

454   (イ) モモノゴマダラノメイガの防除技術 

平 10～12 

平 11～12 

平 10～12 

平 10～12 

平 10～12 

 

平 12～ 

平 10～12 

平 10～ 

平 10～12 

   〃 

病害虫グループ 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

経常     (4) 農作物有害動植物発生予察事業 

455  ア 発生予察ほ場の設置 

456  イ 発生予察情報の提供 

457  ウ 発生予察技術の指導 

458  エ 発生予察関連の基礎的調査研究 

昭 35～      〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 
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(2) 研究成果及び調査事業概要 

1 育種科 

401 野菜系統適応性検定試験 (小竹・小田切) 

野菜・茶業試験場久留米支場育成のイチゴ久留米

55 号を促成作型で検討した。果肉が硬く食味も良好

であったが、冬季間のわい化の程度が大きく、収量対

照品種「とよのか」、標準品種「越後姫」より劣った。 

402 花き系統適応性検定試験 (宮嶋・小竹) 

国及び国の育種指定試験地で育成されたチューリ

ップ３系統、キク３系統について、地域適応性を検討

した。チューリップ砺波育成 107 号、同 108 号、キク

安濃 15 号、同 16 号、同 17 号については標準品種と

同等程度と評価したがチューリップ砺波育成 106 号

については球根増殖が劣るため、次年度以降の検定を

中止した。 

403 チューリップの新品種育成 (宮嶋・小竹) 

交配により、141 組み合わせで種子を獲得した。保

存中の選抜系統 220(平成 12 年秋現在)のうち増殖し

た 61 系統に対し促成検定を行い、有望と判定された

９系統を新たに育成系統として選抜した。これにより

育成系統の総数は 39 となり、検定できるまでに増殖

した系統について、特性検定を３年間行い、種苗登録

を行うかどうかを判断する。 

404 ユリの新品種育成 (小竹・宮嶋) 

新規交配を 488 通りの品種組合せで行い、アジア

ティックハイブリッドについてはさくを風乾後は種、

その他の系統については胚培養を行った。季咲き栽培

において初開花個体から 80 個体を一次選抜した。ま

た、既選抜の延べ 39 系統について繁殖肥大特性、露

地開花特性、抑制開花特性の調査を行った。 

405 アザレアの新品種育成 (小竹・宮嶋) 

今年度は 35 通りの交配を実施し、合計 18 通りの交

配組合せから種子を得た。また、育成品種「越の淡雪」

「越の舞姫」、育成系統「新潟４号」、同５号、同６

号、同８号について促成検定を行った。いずれの育成

系統についても、「越の淡雪」と同等以上の促成能力

が認められた。 

406 メロンの新品種育成 (小田切・小竹) 

10 月下旬～11 月上旬収穫に向く肥大性の優れた

アールス系品種育成のため、KN1 系、ESAW 系の選抜と

Ｆ1での特性を検討したが、いずれも果実が小さく今

後の利用を断念した。新たにＦ1品種から大玉系４系

統を選抜した。トンネル用品種育成のため、CB3、系

702 など耐病虫性品種、系 606、242 の黄色系品種か

ら、新規素材を作出するため、交雑と採種を行った。 

407 イチゴの新品種育成 (小竹・小田切) 

1999 年交配系 640 個体について、促成栽培におい

て生育特性・果実形質等を評価し、35 個体を一次選

抜した。また、1998 年交配の 29 系統について促成栽

培において 14 系統を二次選抜した。総合評価で○(複

数の優良形質を有する)の系統は４系統得ることがで

き、今後収量及び品質調査を行い、実用性について検

討する。 

408 晩抽ネギの特性と系統選抜 (小田切・小竹) 

逆井早生、山口ジャンボ、ジャンボ、岩手黒柄、４

品種のウィルスフリー株について、特性調査と非抽台

系の選抜を行った。山口ジャンボはほぼ均等に抽台が

見られた。分けつは山口ジャンボ、ジャンボ、逆井早

生が多く、岩手黒柄が少なかった。ウィルスフリー株

には葉身にウイルス症状は認めらず、生育旺盛で、株

重量、草丈、茎径とも大きかった。 

409 エダマメの新品種育成 (小田切・小竹) 

γ線照射による突然変異誘起で茶豆の早生系の育

成を目指し、昨年採種した黒埼茶豆(K)と選抜系園セ

EE-2(E)の照射系の 289 系統を栽培し、黒埼茶豆より

早生系統として K系で 12 系統 13 株、E系で 22 系統

24 株を選抜し採種した。また、在来晩生種の貴娘、

船越豆、青豆 など７品種を収集し、エダマメとして

の検討と保存採種を行った。 

410 サトイモの優良系統の選抜 (小田切・小竹) 

サトイモの優良系統を選抜するため、「大和早生」

の県内外栽培系統６、妙高村在来の「妙高早生」の特

性と生産性を検討した。系統間では大いも個数の多い

ＹＧ、ＹＧ－２、ＹＹ、ＹＮの収量が高く、在来の妙

高早生も有望であった。 

このほか、佐渡在来の「八幡芋、白芽蓮葉、女早生、

石川早生、大野芋」を維持・保存した。 

411 ニホンナシの新品種育成 (松本) 

自家結実性、病害抵抗性等を育種目標として６組合

せで交配を実施した。前年に交配した系統の実生に黒

斑病菌の接種を行い、抵抗性を示した 318 個体を選抜

した。その中から生育の良好な 246 個体を圃場に定植

し、圃場での実生保有数は合計で 388 個体となった。

次年度から一部系統が結実開始予定であり、自家結実

性、果実品質の検定を実施する。 

412 花き原々種の維持、増殖及び配布 

 (小竹・渡部) 

当センターで育成されたユリ 15 品種、チューリッ

プ４品種について露地網室内で、またアザレア２品種

をガラス温室内で維持・増殖を行った。原種として県

球根農協に対して「紅姿」を 100kg、県花木振興協議

会に対してアザレア「越の淡雪」、「越の舞姫」穂木

を各 200 本配布した。 
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413 野菜原々種の維持、増殖及び配布 

 (小竹・小田切) 

イチゴ「越後姫」「宝交早生」の無病株を原原種と

して網室で維持・増殖するとともに経済連に対し越後

姫 70 株、宝交早生30 株を原種として配布した。メロ

ン 200 系統、ナス30 系統、エダマメ 25 系統、ネギ８

系統、イチゴ 60 系統、食用菊系統 38、その他 20 系

統を栽培又は種子貯蔵により形質の維持を図った。 

414 ナス在来品種の維持保存 (小田切・小竹) 

広神村在来「深雪茄子」２系統の調査を行った。果

実外観や果肉が柔らかく多汁質であるなど、本来の形

質を有していることを確認した。ＭＦ系は多収であり、

育種素材として有望と思われ、保存採種を行った。こ

の他、「越の丸」の両親巾着と横田丸、魚沼巾着六日

町系、島見丸、笠巻黒、中島巾着及び泉州水茄子の保

存採種を行った。 

 

2 栽培・施設科 

415 省力整枝方法の確立 (江口・田崎) 

省力整枝栽培は、従来の露地栽培より肥大及び品質

が良かった。仕立て方法では、４本２果どりが５本３

果より果実肥大及び揃いも良く、着果雌花は、３番花

以上で草勢があれば問題がないと判断された。果重と

葉色との相関も高く、施肥量は多い方が肥大が良かっ

た。従来の整枝方法の３割程度の労力で済み、省力的

な栽培方法であると判断された。 

416 省力換気方法の確立 (江口・田崎) 

慣行栽培の内トンネルの替わりに、PVA 割繊維不織

布を設置すると、最高温度で２～４℃高く、最低気温

で１～３℃程度低いが平均気温では変わらない。また、

着果までの日数は、同程度～３日遅れ程度で、果実肥

大および変形は同程度である。雌花着生および雄花異

常は認められない。毎日の内トンネル換気作業がが不

要となり、換気の省力化がみられた。 

417 セル苗を利用した育苗の軽労化技術の確立 

 (江口・田崎) 

小型トンネル作型で２次育苗することなく直接定

植によって慣行苗並みの着果及び収量を確保できた。

しかし、やや肥大がばらつき草勢が旺盛となった。ハ

ウス、中型トンネル作型では着果遅れや枯死株の発生

がみられた。セル育苗により育苗面積が 1/3、培土量

は 1/10 程度となり、育苗の軽労化が図れた。 

418 ユリの養液栽培システム化技術の開発 

 (種村・小林・宮島) 

ユリの養液栽培に適応する効率的な栽培体系確立

のため、生育時期別の培養液供給量・濃度について検

討した。その結果、培養液管理は花蕾長が１㎝程度に

なるまでは大塚Ａ処方 2/5 濃度を２リットル/コンテ

ナ/日、その後は 1/10 濃度を２～３リットル/コンテ

ナ/日程度がよいと考えられた。 

419 チューリップの養液栽培システム化技術の開発 

 (葛西・種村・小林・宮島) 

切り花促成作型において湛液循環型養液栽培に適

応した品種の検討を行った。供試した主要 20 品種の

ほとんどで土耕栽培と同等以上の切り花生産が可能

であった。 

420 チューリップ品種特性調査 (宮島・葛西) 

チューリップ輸入新品種について、露地開花 22 品

種、球根繁殖肥大 22 品種、半促成開花 35 品種の特性

を調査し、それぞれ21～31品種について3ヵ年のデー

タをまとめて情報提供した。また、JA 新潟経済連が

導入した輸入球根 10 品種について、後期促成開花特

性および花持ち特性を調査した。 

421 ユリ品種特性調査 (佐々木・葛西) 

スカシユリ輸入新品種について、露地開花 42 品種、

球根繁殖肥大 60 品種、抑制開花 35 品種の特性を調査

した。また、JA 新潟経済連が導入した輸入球根 11 品

種について、抑制開花特性および花持ち特性を調査し

た。 

422 ネギの品種比較と育苗試験 (田崎) 

土性によりネギの生育に相違がみられ、特に葉身長

の伸びの違いから、開張性やえり部のしまりに差が生

じる。また、秋冬ネギでは、葉鞘の太り方にも差がみ

られた。夏ネギでは「SK5-10」「白羽一本太」「秀逸」、

秋冬ネギでは「白羽一本太」「秀逸」「SK5-10」「龍

翔」が有望であった。 

423 砂丘地におけるスイカの品種特性調査 

 (田崎・江口) 

露地早熟作型における７月どり品種では「貴ひか

り」・「祭りばやし 777」・「富士光TR」・「夏が来

る」が有望であった。８月どりでは品質劣化が大きく

有望品種は見あたならなかった。ハウス小玉スイカで

は、赤肉で「サマーキッズ」が、黄肉では「おおとり

２号」が有望と判断された。 

424 砂丘地における早ぼりサトイモ品種選定 

 (江口) 

８月収穫では石川早生が、９月収穫では大和早生が

収量が高かった。また、植付け時期は、８月収穫では

３月下旬定植がまさり、９月収穫では差が見られなか

った。 

425 ナシ (松本) 

命名登録となった日本なし筑波 45 号「あきあかり」、

46 号「秋麗」、48 号「王秋」のうち、青なし「秋麗」

と晩生なし「王秋」は品質良好で本県でも普及性が高

い。 
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426 モモ (藤巻) 

筑波 113 号が命名予定となった。着色がやや悪いが

大玉で食味がよい。収穫期は「ゆうぞら」よりもやや

早い。 

427 ブドウ (山澤) 

第９回系統適応性検定試験で５系統を検討中。安芸

津 22 号、安芸津 24 号が初結実した。 

428 クリ (山澤) 

第５回系統適応性検定試験から筑波 35 号が命名さ

れる予定である。筑波 35 号は収穫期が石鎚とほぼ同

時期～やや早く、果実品質はよいものの、小玉であり、

収量性も低いため本県での普及性は低いと思われる。

第６回系適(４系統)が開始された。 

429 チューリップ新品種の年内促成技術 (宮島) 

ボックス栽培について、温度処理法および栽培温度

を見直して適応品種を検討し、出荷目的に応じてグ

ルーピングした。また「クリスマスドリーム」の追加

冷蔵について検討し、5℃１～２週で伸長促進がみら

れたが、密閉処理効果は認められなかった。暗黒処理

については、脚部の伸長促進が認められたが、実用的

処理方法について検討が必要と思われた。 

430 芽なしギクの安定生産技術 (葛西) 

摘芯後３週間の温度管理について検討し、昼温

25℃、夜温 14℃の管理で側枝の発現を抑制し、奇形

花の発生も抑えたが、切り花品質は劣った。 

431 「越後姫」の促成栽培技術 (前田) 

促成作型において、本畑で 9月上旬までに発生した

ランナーを直接固定した場合、慣行と同等の収量が得

られた。また、同作型で小型ポット苗を栽培する場合、

育苗時のポット間の間隔の違いおよび 5 日程度の定

植おくれでは収量性に影響がないことを確認した。 

432 「越後姫」の半促成栽培技術 (前田) 

直接定植栽培について、葉かき程度と定植時期につ

いて検討した。定植後から休眠期にかけては葉かきを

強く行うほど生育劣り休眠明け後は差がなくなった。

灌水ムラなどにより収量性の判定は困難であった。 

433 砂丘地秋ダイコンの根部障害対策(江口・山口) 

根部障害「へこみ症」の原因と考えられる栽培条件

で栽培したが再現できなかった。一方、根こぶ病汚染

土壌では発生がみられ、根こぶ病防除薬剤の施用によ

って発生も減少した。根こぶ病との関係を否定できな

いと判断した。 

434 抑制トマトにおける生理障害軽減方法の検討 

 (江口) 

施肥(全量基肥方式、追肥方式)、定植苗姿(４枚、

８枚)、施肥量(標準量、倍量)条件で、生理障害の発

生をみた。その結果、全量基肥方式の４枚定植は、Ａ

品および収量の増加を考えると有効と思われた。生育

中の葉柄中汁液の硝酸イオン濃度をみると、濃度とＡ

品収量の一部に相関がみられた。 

435 施設果菜類に対する有機質肥料・資材の連用効果 

 (羽田野・前田) 

半促成トマトと抑制キュウリについて、連用が作物

の生育・収量・品質および土壌に及ぼす影響について

検討した。収量・品質では有意な差はみられなかった

が、化学肥料連用での PH 低下や生理障害(キュウリ)

が認められ、土壌環境の面から有機質肥料の優位性が

認められた。 

436 西洋なし「越さやか」の安定生産技術 

 (松本・藤巻) 

「越さやか」の側枝は長さ 100cm 以下、太さ８mm

以下の１年枝を 1/2～1/4 程度に切りつめることによ

り養成可能であった。大型苗木養成では不織布ポット

の利用が有効と考えられた。県内産地４カ所で実施し

ている現地適応性検討の果実品質は、園研産に比較し

て全体に小玉で糖度、酸度が低い傾向であった。 

437 クリの優良側枝養成法と収量構成要素の解明 

 (山澤) 

定芽、不定芽の発生は１年枝の質に差があり、結果

母枝としての最低基準を別々の基準で設定した。不定

芽発生した１年枝は切詰めることにより雌花着生数、

雌花着生枝数が減少するが、先端新梢長は長く、太く

なるので側枝として養成する場合は１年枝の長さに

もよるが 1/4 程度の切返しが有効である。 

438 施設内水分制御技術の検討 (小林・種村) 

トマトの半促成、抑制作型において防根透水ポット

を利用した底面吸水育苗方式における液面からの高

さを検討した。ポットと液面との距離が少ないほど大

苗となり、収量性は商品化率が低下する傾向であり、

慣行の苗と比較して劣った。 

439 新樹形によるモモの低樹高栽培の確立 (藤巻) 

筑波系台木を用いて斜立主幹形仕立てにする場合、

４号台が７、９号台よりも樹勢がやや強いが、樹高は

同程度に抑えられ、また果実肥大も良いことから、４

号台が良いものと思われた。しかし、収量性について

の検討が必要である。 

440 おうとうの加温ハウス栽培における高収益安定

生産技術 (松本・山澤) 

ハウス栽培に適した樹形の検討としてＹ字仕立て

について検討中。樹形養成中であるが本年度から結実

を開始し、果実品質も良好であった。 

441 加工用ナスの生産安定と品質向上 (前田) 

新潟黒十全の空洞果は 7 月上旬まで多く、その後、

気温の上昇にともない発生が少なかった。生育初期に

トンネル保温しても空洞果発生を軽減する効果は認

められなかった。 
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3 環境科 

442 渋味果の発生実態と要因の解明 (藤巻・松本) 

着果数／側枝基部周、着果数／主幹周と渋味発生程

度で有意性が見られ、着果過多を避けることが渋味発

生軽減につながることが示唆された。側枝先端新梢長

の平均値、幹周とも負の相関が認められた。同じ樹齢

の樹であれば主幹の太さを比べることにより渋味の

発生程度が予想できるものと考えられた。また、石な

しによる渋味の助長はないと思われた。 

443 発生軽減、防止対策技術の確立 (藤巻・松本) 

かん水は大きな効果は期待できないが若干の発生

軽減につながる。せん定では強せん定で渋味程度が高

く、側枝先端の新梢長が短いと渋味程度の強い果実が

あった。施肥量や遮光と渋味発生の関係は判然としな

かった。新梢停止期の新梢長によってその年の渋味程

度がある程度把握できると思われる。 

444 セイヨウナシ黒斑病の伝染環の解明 

 (山口・棚橋) 

セイヨウナシ黒斑病の現地における発生実態と病

原菌の伝染環を検討した。病徴は５月に見え始め８月

以降急増したが、樹幹位置による発病の違いは見られ

なかった。枝からの胞子飛散は８～９月に最多となり、

発病推移に類似した。また、病原菌は枝に潜伏感染し

翌年の１次伝染源になることを確認した。 

445 グーリンボックス利用栽培によるトマトの養分

吸収特性の把握 (長谷川・山本) 

半促成トマトの湛液水耕栽培における１段開花定

植から10段収穫までに消費する窒素量は約17g/株で、

トマトを10トン生産するのに必要な窒素量は約21kg

であった。 

446 緩効性肥料利用による全量基肥施用技術 

 (長谷川・山本) 

被覆燐硝安加里肥料、および塩類集積回避型肥料ノ

ンストレス肥料の２割減肥による全量基肥施用法は、

慣行追肥法と比較して収量および品質に遜色なく、追

肥の省力化を図るための有効的な施肥法であると考

えられた。 

447 ブドウ枝幹性病害の生態と防除 (棚橋・山口) 

ブドウつる割病の胞子飛散は、５月５半旬～10 月

６半旬まで見られた。主要な胞子飛散のピークは、５

月４半旬、６月２半旬、６月６半旬～７月３半旬、８

月２半旬、９月４半旬と断続的に見られた。今後は、

県内ブドウ産地におけるブドウ枝幹性病害の発生実

態を調査する必要がある。 

448 ナス科野菜青枯病の防除技術 (棚橋・山口) 

ナス青枯病抵抗性台木品種の抵抗性は、高温および

排水不良条件下では本来抵抗性をもつ菌群に対して

も低下した。低下程度は「トルバム・ビガー」が著し

く、「カレヘン」・「台太郎」は低かった。ピーマン

青枯病の防除は、クロルピクリンくん蒸剤を用いた土

壌消毒および「ベルマサリ」、「スーパー土佐ひかり」

を台木に用いた接木栽培の組み合わせが有効であっ

た。 

449 チューリップウイルス病の生態と防除 

 (棚橋・山口) 

チューリップ微斑モザイク病の汚染土壌植付け１

年目で 17 品種中 16 品種で感染した。感染率は、6.7

～50％と品種間差が認められた。多くの品種は、無病

徴感染であった。チューリップ条斑症状の汚染土壌植

付け１年目では、発病しなかった。今後は、上記汚染

土壌下で収穫された球根の発病の有無を調査する必

要がある。 

450 オリエンタル系ユリの抑制栽培におけるユリ疫

病様症状の発生要因の解明 (山口・棚橋) 

ユリ地際部軟化腐敗症状に対するフルアジナム剤

の防除効果を検討した。フルアジナムフロアブル 500

倍、３リットル／ｍ2 定植後土壌灌注処理及び同粉剤

４kg／10ａ定植前全面土壌混和処理は無処理に比べ

防除効果を認めた。また、倍量薬害は認められなかっ

た。 

451 クリタマバチの導入天敵による防除技術の確立 

 (中野・山口) 

県下３地域の６ほ場で継続調査した。導入天敵チュ

ウゴクオナガコバチは密度上昇し競合種クリマモリ

オナガコバチの密度を全地点で上回った。羽化時期は、

例年より遅れ盛期は４月 30 日ころであった。クリタ

マバチの密度はやや上昇し、導入天敵のクリタマバチ

密度抑制効果は確認できなかった。 

452 果樹の薬剤抵抗性ハダニ類の防除技術 

 (中野・山口) 

樹幹の粘着剤塗布による移動防止、密度抑制技術を

露地のなしで検討したが、ハダニは低密度で推移し、

効果は判然としなかった。慣行防除園で天敵保護によ

るハダニ密度抑制技術を検討した。合成ピレスロイド

剤を中止して、有機りん剤を代替散布しても初年目で

は天敵のカブリダニ類の増加は見られなかった。 

453 ミカンキイロアザミウマの発生状況と防除技術 

 (中野・山口) 

ミカンキイロアザミウマの露地における越冬の可

能性を探るため、3月下旬に寄生状況を調査した。ほ

とんどの雑草では確認できなかったが、籾殻内のキク

科植物で雌成虫の寄生を認めた。 

454 モモノゴマダラノメイガの防除技術 

 (中野・山口) 

モモノゴマダラノメイガ性フェロモントラップの

利用性について検討した。誘殺数は同一ほ場でも場所
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により大きく異なった。フェロモントラップは予察灯

に比べ誘殺数は多く、誘殺ピークは明瞭で利用性は高

いと思われたが、近似種の誘殺が見られ、注意が必要

である。誘殺数と収穫時被害の関係は認められなかっ

た。 

455 発生予察ほ場の設置 (中野・山口) 

県・地区予察ほ場を主要指定産地及び当センターに

合計 18 ヶ所設置し、病害虫の発生消長及び害虫のト

ラップ誘殺状況等を調査した。また、12 作物の合計

105ほ場における原則月2回の巡回調査結果にをもと

に、病害虫の早期発見に努めるとともに発生推移及び

防除状況を調査し、予察情報作成の資料とした。 

456 発生予察情報の提供 (中野・山口) 

県・地区予察ほ場の調査成績や、病害虫防除所の巡

回調査資料、作物生育状況、気象情報等から発生予察

情報案を作成し、農林水産部長に提出した(予報 7回、

注意報４回）。また、迅速な情報提供のため、必要の

都度、予察速報を発表した（8回）。 

457 発生予察技術の指導 (中野・山口) 

地区予察員に対し、研修、検討会及び連携による現

地調査等により指導した。 

458 発生予察関連の基礎的調査研究 (中野・山口) 

病害の感染時期(ナシ黒斑病、ブドウペスタロチア

つる枯病)、害虫の発生消長(予察灯、性フェロモント

ラップ、黄色水盤トラップ、糖蜜トラップ)、新規侵

入病害虫(ＴＳＷＶ、ミカンキイロアザミウマ、オオ

タバコガ)および果樹カメムシ類、アワヨトウ、タマ

ナヤガの動態に関する調査を実施した。 
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２ 研 究 成 果 
(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 13 度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

3 

 

4 

5 

【普及技術】 

アザレアの鉢物用新品種「越の淡雪」、「越の舞姫」の育成 

「刀根早生」より早くて赤い！ かき新品種「TN62－7」の育成 

定植時期および品種特性に応じたオリエンタル系ユリの芽伸ばし処理法 

 

省力的で高品質生産可能なトンネルスイカの整枝栽培方法 

西洋なし「ル レクチェ」の渋味果発生防止・軽減技術 

 

園芸研 育種科 

園芸研 育種科 

園芸研 栽培・施設科、 

中山間 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

【活用技術】 

チューリップ超促成ボックス栽培の改良と主要品種の適応性 

オリエンタル系ユリ抑制作型の養液栽培における栽培装置と培養液管理法 

イチゴ「越後姫」の半促成作型における無仮植栽培法 

スイカ小型トンネル栽培の軽労化を目指したセル苗の直接定植法 

ハウス、トンネルスイカにおける PVA割繊維不織布を利用した省力的な換気方法 

西洋なし「ル レクチェ」の渋味果発生に及ぼす気象の影響と対応 

日本なし新品種！ 甘い青なし「秋麗」とうまい晩生赤なし「王秋」の選定 

ナス青枯病抵抗性台木品種の抵抗性低下要因とその対策 

土壌消毒および接木栽培によるピーマン青枯病の防除技術 

夏まきニンジンにおける黒葉枯病の薬剤防除法 

ニンジンに対するヨトウムシの防除要否判定法 

 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 育種科 

園芸研 環境科 

園芸研 環境科 

園芸研 環境科 

園芸研 環境科 

イ 研究成果情報 

 (ア) 新潟県農業総合研究所研究情報 (平成 13 年度新潟県農業総合研究所研究情報に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 

2 

 

3 

4 

オリエンタル系ユリの切り花品質に影響を及ぼす栽培環境要因 

オリエンタル系ユリ"アカプルコ"の抑制栽培に激発する葉焼け障害の発生時期

と要因 

台木「筑波４号」を利用したももの斜立主幹形仕立て法 

クリのモモノゴマダラノメイガ成虫の簡易な発生消長把握技術 

園芸研 栽培施設科 

園芸研 環境科、 

高冷地 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 環境科 
 

(イ) 北陸農業研究成果情報 (北陸農業研究成果情報第 17 号に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及】  

1 

2 

砂丘地におけるさといもの特性と種いも栽培方法 

アザレアの鉢物用新品種「越の淡雪」、「越の舞姫」 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 育種科 

 【指導】  

1 

2 

3 

かき「平核無」の大玉生産のための側枝、および結果母枝の目安 

日本なし「新高」の収穫適期判定法  

促成栽培いちごの空中採苗方式苗生産における採苗適期と苗質 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

 【研究】  

1 Alternaria alternata によるセイヨウナシ黒斑病 園芸研 環境科 

 【行政】  

 (なし)  
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(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 

掲載誌名等 発行年月 

新潟県におけるイチゴ「越後姫」の養液栽培 
(小林繁義・種村竜太・本間利光・鈴木一光) 

新潟県農業総合研究所 
研究報告 第２号 

平 12.3 

新潟県における秋冬ダイコン根部障害わっか症軽減方法 
(江口喜久子・小田切文朗) 

新潟県農業総合研究所 
研究報告 第２号 

平 12.3 

太陽熱土壌処理と被覆資材によるトウナ(大崎菜)の減農薬栽培 
(前田浩・山本匡里・小竹修・小田切文朗) 

新潟県農業総合研究所 
研究報告 第２号 

平 12.3 

ニホンナシ「幸水」の成熟期予測モデルの作成 
(藤巻伸一・松本辰也・本永尚彦) 

新潟県農業総合研究所 
研究報告 第２号 

平 12.3 

新潟県で発生した Pseudomonas syringae pv.maculicola によるダ
イコンの根部黒変障害 
(棚橋恵・堀武志・山口吉博・横山泰裕) 

北陸病害虫研究報告 48 号 平 13.4 

スイカ 新潟県の主要作型と栽培 
(江口喜久子) 

野菜技術体系(農文協)  

果樹園管理のポイント(かき) 
(藤巻伸一) 

果実日本 平 13.3 

カキのイレズミ様障害果および果頂くぼみ果の発生と対策 
(藤巻伸一) 

今月の農業 平 13.2 

チューリップのボックス栽培による年内促成栽培技術 
(宮島利功) 

農耕と園芸 平 13.1 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

セイヨウナシ「ル レクチエ」の渋味果防止に関する研究
(第２報) 
(藤巻伸一・松本辰也) 

園芸学会北陸支部平 12 大会 
(平 12 園芸学会北陸支部研究発表要旨) 

平12.11.10 
～11 

オウトウのポット栽培による早期多収技術 
(松本辰也・本永尚彦) 

園芸学会北陸支部平 12 大会 
(平 12 園芸学会北陸支部研究発表要旨) 

平12.11.10 
～11 

オリエンタル系ユリの抑制栽培における生育温度が切り
花品質に及ぼす影響 
(宮島利功・田中雅生) 

園芸学会北陸支部平 12 大会 
(平 12 園芸学会北陸支部研究発表要旨) 

平12.11.10 
 
～11 

オリエンタル系ユリ切り花の養液栽培における培地の違
いが品質に及ぼす影響 
(種村竜太・遠山哲志・田中雅生) 

園芸学会北陸支部平 12 大会 
(平 12 園芸学会北陸支部研究発表要旨) 

平12.11.10
～11 

ナス「新潟黒十全」の石ナス果及び空洞症状発生要因(前
田浩) 

園芸学会北陸支部平 12 大会 
(平 12 園芸学会北陸支部研究発表要旨) 

平12.11.10
～11 

砂丘地で栽培されたサトイモの特性について 
(江口喜久子・小田切文朗・前田浩) 

園芸学会北陸支部平 12 大会 
(平 12 園芸学会北陸支部研究発表要旨) 

平12.11.10
～11 

新潟県におけるトマト黄化えそウィルスの発生と防除 
(山口吉博・中野潔・棚橋恵・小柳真一・小嶋誠) 

園芸学会北陸支部平 12 大会 
(平 12 園芸学会北陸支部研究発表要旨) 

平12.11.10 
～11 
 

チューリップ微斑モザイク病の病徴発現 
(棚橋恵・山口吉博) 

園芸学会北陸支部平 12 大会 
(平 12 園芸学会北陸支部研究発表要旨) 

平12.11.10 
～11 

クリ園におけるモモノゴマダラノメイガ合成性フェロモ
ントラップの利用性(中野潔) 

第 53 回北陸病害虫研究会講演要旨 平 13.2.15 
～16 

秋ニンジン栽培における黒葉枯病の薬剤防除 
(山口吉博・棚橋恵) 

第 53 回北陸病害虫研究会講演要旨 平 13.2.15
～16 

土壌消毒及び接木栽培によるピーマン青枯病の防除技術
(棚橋恵・本間昌彦・山口吉博) 

第 53 回北陸病害虫研究会講演要旨 平 13.2.15
～16  
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

新潟県の野菜作型と主要品種 新潟県農林水産部園芸・流通
課 

平 13.3 羽田野一栄 
田崎義孝 
江口喜久子 
前田 浩 
小林繁義 
種村竜太 

園芸経営指標 新潟県農林水産部園芸・流通
課 

平 13.3 羽田野一栄 
田崎義孝 
江口喜久子 
前田 浩 
小林繁義 
種村竜太 

目で見るイチゴ「越後姫」 新潟県農林水産部園芸・流通
課 

平 12.11 小林繁義 

果樹栽培指針 新潟県農林水産部園芸・流通
課 

平 13.3 藤巻伸一 
松本辰也 
山澤康秀 
中野 潔 
棚橋 恵 
長谷川雅明 

花き栽培指針(一・二年草切花、宿根草切花、
花壇用苗もの) 

新潟県農林水産部園芸・流通
課 

平 13.3 葛西正則 
宮島利功 
小竹 修 
宮嶋一郎 
中野潔 
長谷川雅明 
山口吉博 

果樹病害虫防除ハンドブック 新潟県果樹振興協会 平 13.1 松本辰也 
山澤康秀 
中野 潔 
山口吉博 
棚橋 恵 

平成 13 年度農作物病害虫雑草防除指針 新潟県農林水産部 平 13.2 中野 潔 
山口吉博 
棚橋 恵 

ゴルフ場芝草病害虫・雑草防除指針 新潟県農林水産部 平 13.3 中野 潔 
山口吉博 

原色図鑑 新潟県の農作物病害虫 III 野菜編 (社)新潟県植物防疫協会 平 13.3 中野 潔 
山口吉博 
棚橋 恵 

にいがたの園芸 新潟県経済連 平 12.4 
 
平 12.5 
 
平 12.6 
平 12.7 
 
 
平 12.8 
 
 

藤巻伸一 
松本辰也 
松本辰也 
棚橋 恵 
松本辰也 
松本辰也 
小林繁義 
宮嶋一郎 
長谷川雅明 
松本辰也 
宮嶋一郎 
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発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

にいがたの園芸 新潟県経済連 平 12.9 
 
 
 
平 12.10 
 
 
平 12.11 
平 12.12 
 
 
平 13.1 
平 13.2 
 
平 13.3 

山本匡里 
宮島利功 
松本辰也 
宮嶋一郎 
松本辰也 
山澤康秀 
宮嶋一郎 
松本辰也 
葛西正則 
藤巻伸一 
江口喜久子 
葛西正則 
中野 潔 
棚橋 恵 
小林繁義 
山口吉博 

アグリにいがた (社)新潟県農林公社 平 12.4 
 
平 12.6 
 
 
平 12.7 
 
平 12.8 
平 12.10 

中野 潔 
長谷川雅明 
長谷川雅明 
宮島利功 
山口吉博 
羽田野一栄 
中野 潔 
江口喜久子 
宮島利功 
葛西正則 

にいがた植防だより (社)新潟県植物防疫協会 平 12.6 
平 12.9 
平 13.3 

棚橋 恵 
山口吉博 
中野 潔 

果樹にいがた  平 12.4 
平 12.5 
平 12.6 
平 12.7 
平 12.8 
平 12.9 
平 12.10 
平 12.12 

根津 潔 
藤巻伸一 
松本辰也 
山澤康秀 
松本辰也 
松本辰也 
長谷川雅明 
山澤康秀 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 12.5.29～30 平成 12 年度園芸研究センター試験成績発表会 82 全科 

平 12.7.25 園芸研究センター「ふれあい参観デー」 387 全科 

平 12.10.19 農業総合研究所ふれあいセミナー 273 小竹修 

平 13.3.9～11 「フラワーウエーブ新潟」へのアザレア新系統の出展 50,632 育種科 

 

(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科  目 授業時間 講 師 

園芸経営科 １学年 生物工学特論 4 宮嶋一郎 

園芸経営科 ２学年 園芸作物保護論 16 中野潔、山口吉博 
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(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

植物生理学  16 44  74 羽田野一栄、田崎義孝、江口喜久子、小林繁義、前田
浩、種村竜太 

植物育種学  16 44  74 小田切文朗、小竹修、松本辰也、宮嶋一郎 

植物病理学 8  44  52 山口吉博、棚橋恵 

肥料学Ⅱ  16  44 60 山本匡里、長谷川雅明 

応用昆虫学 4  44  48 中野潔 

農 薬 学  16   16 山本匡里 

果樹園芸学 30   44 74 熊木茂、藤巻伸一、松本辰也、山澤康秀 

野菜園芸学 30   44 74 小野長昭、後藤豊、羽田野一栄、田崎義孝、江口喜久
子、前田浩、小林繁義、種村竜太 

花き園芸学 30   44 74 中野太佳司、宮島利功、葛西正則 

卒業論文   675 675 1350 松本辰也、江口喜久子、小林繁義 

 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 12.11.29 県園芸流通課新潟県養液
栽培研究会 

養液栽培研修会 試験研究における養液栽
培の取り組み状況 

小林繁義 

平 12.9.7～8 全国果樹研究連合会 全国かき研究大会 消費者の嗜好に対応した
かき産業の戦略 

藤巻伸一 

平 12.11.24 新潟県果樹振興協会 ぶどう「ロザリオビアン
コ」せん定研修会 

「ロザリオビアンコ」のせ
ん定について 

山澤康秀 

平 12.10.30 新潟県経済連 トルコギキョウ研修会 トルコギキョウの育苗か
ら定植まで 

宮島利功 

平 13.1.25 ～
26 

新潟県農協中央会 営農指導員養成研修会 果樹園芸栽培技術指導野
菜園芸栽培技術指導花き
園芸栽培技術指導 

藤巻伸一 
宮島利功 

平 13.2.6 新潟県農林水産部稲作振
興課 

新潟県農薬管理指導士特
別研修 

農薬一般 棚橋 恵 

平 12.9.29 新潟県果樹振興協会 西洋なし現地研修会 「ル レクチエ」の生理障
害等対策セイヨウナシ黒
斑病並びに枝幹性病害 

松本辰也 
山口吉博 

平 12.6.14 中越・魚沼農政事務所 中越・魚沼農薬安全使用研
修 

生物農薬の現状と今後の
展望 

中野 潔 

平 12.8.22 新潟中央青果 新潟県青果総合大学 病害虫発生の現状と生態 山口吉博 
中野 潔 

平 13.3.6 佐渡病害虫防除所 果樹カメムシ発生予察・防
除研修会 

カキのカメムシ類の発生
予察と防除対策 

中野 潔 

平 12.6.9 豊栄市花卉園芸組合 豊栄市花卉園芸組合研修
会 

近年問題となっている花
き害虫 

中野 潔 

平 13.3.27 村松町栗組合 くり剪定及び病害虫防除
研修会 

クリ害虫の最新防除技術 中野 潔 

 

(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ科 

鶴間康博 ＪＡ佐渡 野菜栽培技術の習得 平 12.4.3～8.10 栽培・施設科 

 



83 

－ IV - 15 － 

４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

  ア 本 場 

    所 在 地 北蒲原郡聖籠町大字真野 177 

    建物面積 延 9,815.24ｍ2 

    ほ場面積 果樹畑 4.66ha、野菜・花き畑 1.99ha 

  イ 砂丘地ほ場 

    所 在 地  北蒲原郡紫雲寺町大字人橋字香郷沢 

    建物面積  延 502.52ｍ2 

    ほ場面積 野菜・花き畑 1.20ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円)  

財     源 
科    目 予算額 

国 庫 財産収入 受託事業収入 一般財源 

運営費 
ほ場管理費 
経常研究費 
特別・県単研究推進費 
受託研究費 
施設整備費 
研究機材購入費 
備品購入費 
国庫補助 

• 地域先端技術共同研究開
発促進事業費 

• 地域基幹農業技術体系化
促進研究費 

• 出願品種栽培研究 
• 指定試験研究費 
• 専門技術員室費 

57,217 
17,943 
11,015 
2,120 
11,294 
16,350 
1,251 
7,067 
8,982 
(2,038) 
 

(2,420) 
 
(160) 
(519) 
(3,845) 

 
 
 
 
 
 
 
 

4,814 
(1,008) 
 

(1,205) 
 
(160) 
(519) 
(1,922) 

 
 

2,456 

 
 
 
 

11,294 

57,217 
17,943 
8,559 
2,120 
 

16,350 
1,251 
7,067 
4,168 
(1,030) 
 

(1,215) 
 
 
 

(1,923) 
合計 133,239 4,814 2,456 11,294 114,675 
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(3) 職員一覧 

所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

 センター長 室岡 甚一 

総務課 

 

 

 

育種科 

 

 

 

 

 

栽培・施設科 

 

総務課長 

主査 

主任 

技術員 

参事(育種科長) 

専門研究員 

主任研究員 

 〃 

研究員 

(臨時任用職員) 

参事(栽培・施設科長)

専門研究員 

 〃 

主任研究員 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

研究員 

長谷川 芳三 

佐藤 敏昭 

斎藤 昇 

村山 貴俊 

渡辺 佳文 

小田切 文朗 

小竹 修 

松本 辰也 

宮島 一郎 

佐々木 紀 

山田 正 

羽田野 一栄 

葛西 正則 

藤巻 伸一 

宮島 利功 

田崎 義孝 

山澤 康秀 

江口 喜久子 

小林 繁義 

前田 浩 

種村 竜太 

栽培・施設科 

 

 

 

 

 

 

 

環境科 

 

 

 

 

専門技術員室 

技術員 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

環境科長 

主任研究員 

 〃 

 〃 

 〃 

副参事 

 〃 

 〃 

主査 

浮須 雄記 

本間 龍一 

小柴 孝文 

小川 孝二 

丹後 精一 

横山 利孝 

臼井 一栄 

武田 隆一 

山本 匡里 

中野 潔 

長谷川雅明 

山口 吉博 

棚橋 恵 

熊木 茂 

小野 長昭 

中野太佳司 

後藤 豊 

 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 12 年 

４月１日付 

転 出 金子 英雄 

小泉 薫 

 

田中 雅生 

 

根津 潔 

農業大学校・副校長 

新潟農業改良普及センター・主任改

良普及員 

佐渡農業改良普及センター・主任改

良普及員 

南蒲原農業改良普及センター・改良

普及員 

育種科・参事 

 

 

栽培・施設課・主任研究員 

 

栽培・施設課・研究員 

 転 入 

 

室岡 甚一 

斎藤 昇 

渡辺 佳文 

宮島 一郎 

 

田崎 義孝 

 

山澤 康秀 

センター長 

総務課・主任 

育種科・参事 

育種科・研究員 

 

栽培・施設科・主任研究員 

 

栽培・施設科・主任研究員 

下越農政事務所・所長 

村上土木事務所・主任 

北蒲原農業改良普及センター・次長 

佐渡農業改良普及センター・改良普

及員 

北蒲原農業改良普及センター・主任

改良普及員 

中東蒲原農業改良普及センター・主

任改良普及員 

平成 13 年 

３月 31 日付 

退 職 佐藤 倫子  総務課・主査 
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(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

分離用超遠心機(本体) BECKMAN COULTER optima XL-100K 
(付 属 品) 
    アングルロータ      type90ti 
         〃             type90ti 
         〃             type90ti 
    スイングロータ      SW40ti 
         〃             SW28 

 

(6) 派遣研修者 

研 修 名 研修者名 研 修 目 的 期 間 研修機関名 

農林水産省依頼研究員 長谷川雅明 園芸作物における有機肥料の
施用技術と作物栄養的評価に
関する研究 

平 12.9.1 
～12.11.30 

農業環境技術 
研究所 

 

(7) 参観者数 

農 業 者 行政関係 そ の 他 合    計 

35 回 24 回 11 回 71 回 
977 人 490 人 312 人 1,787 人 

 

(8) 無体財産権など 

ア 特許権 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 

出願年月日 

特許広報広告 

年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 

特許登録番号・年月日 

施設園芸用温室における暖房装置 瀬古 龍雄 昭62-226280 

昭 62.9.11 

平 4-039969 

平 4.7.1 

第 1750382 号 

平 5.4.8 

里芋の乾腐病の防除方法および装

置 

野本 知男 

他六名 

特願 

平 7-174596 

平 7.7.11 

特開 

平 9-23812 

平 9.1.28 

第 2981974 号 

平 11.9.24 

イ 実用新案権 

考 案 の 名 称 考案者 
出願番号 

出願年月日 

特許広報広告 

年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 

登録番号・年月日 

 

サトイモの温湯防除機 

 

倉島 裕 

他一名 

実願 

平 5-23235 

平 5.3.25 

実開 

平 6-72307 

平 7.10.11 

 

第 2124813 号 

平 8.3.21 

ウ 登録品種 

農林水産物の種類 登録品種の名称 登録番号・年月日 

いちご 越後姫 第 5196 号 平 8.10.15 

ゆ り スイートメモリー 第 3077 号 平 4.2.29 

西洋なし 越さやか 第 6867 号 平 10.10.29 

つつじ 越の淡雪(出願中) (品種登録出願番号)第 12090 号 平 12.2.3 

つつじ 越の舞姫(出願中) (品種登録出願番号)第 12091 号 平 12.2.3 

かき ＴＮ６２７(出願中) (品種登録出願番号)第 13186 号 平 13.1.11 
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(9) 栄 誉 

 該当なし 

 

 

 

５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・園芸研究センター（北蒲原郡聖籠町、北緯 37 度 26 分、東経 138 度 53 分、標高 30m） 

平年値：昭 57～平 11 の平均値 

（１）月別気象 

平均気温 

(℃) 

最高気温 

(℃) 

最低気温 

(℃) 

降水量 

(mm) 

日射量 

(MJ／ｍ2) 

日照時間 

(hr) 

積雪深 

(cm) 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

1 3.3 1.6 6.3 4.4 0.6 -1.1 206.5 179.4 126.9 142.7 43.8 51.2 8.9 20.8 

2 1.5 1.6 4.5 4.8 -1.0 -1.4 155.0 114.5 182.3 213.4 40.2 84.1 6.0 26.3 

3 4.5 4.6 8.6 8.6 0.4 0.9 112.0 89.9 276.6 310.8 86.7 125.0 2.2 8.4 

4 10.8 10.7 15.4 15.7 6.4 5.7 94.5 82.6 386.3 424.4 124.4 162.0 0.0 0.6 

5 16.8 15.8 21.7 20.7 12.7 11.4 56.5 104.2 462.4 497.3 125.1 165.1 0.0 0.0 

6 20.1 19.9 24.5 24.1 16.3 16.2 104.5 118.3 417.4 466.4 103.4 129.7 0.0 0.0 

7 25.2 23.7 29.7 27.6 21.5 20.3 210.5 198.3 474.6 454.1 120.8 133.7 0.0 0.0 

8 26.9 25.6 32.4 30.1 22.7 21.8 85.5 140.8 555.9 483.3 234.7 177.2 0.0 0.0 

9 22.7 21.2 27.3 25.5 19.1 17.5 347.0 160.4 321.1 339.2 122.5 130.4 0.0 0.0 

10 15.3 15.0 20.0 19.7 11.1 11.0 142.5 150.0 266.2 272.6 133.6 128.7 0.1 0.0 

11 10.0 9.4 14.5 13.6 5.8 5.5 186.5 195.4 144.1 158.1 78.3 76.0 0.0 0.2 

12 4.2 4.7 8.0 8.0 0.8 1.7 220.0 204.1 117.2 116.1 61.5 47.2 4.3 6.2 

（注）１ 気温、積雪深については平均値、降水量、日射量、日照時間については合計値である。 

      ２ 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 

      ３ 日照時間は昭和 57 年ＷＭＯにより日照の定義が世界的に統一された。当所では昭和 63 年 12 月までは 

        旧太陽電池式により、平成元年から新太陽電池式に切り替えたため、平年値はない。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

V 畜産研究センター  
 

組織構成図 

総 務 課 

酪農肉牛科 

養豚養鶏科 

環境・飼料科 

繁殖工学科 

畜産研究センター長 
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目 次 

１ 研究概要 

 (1) 研究課題及び調査事業一覧･････････････････････････････････････････････････････････････ V- 3 

 (2) 研究成果及び調査事業概要･････････････････････････････････････････････････････････････ V- 4 

 

２ 研究成果 

 (1) 新技術情報 

  ア 普及に渡した技術情報･･･････････････････････････････････････････････････････････････ V- 5 

  イ 研究成果情報･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ V- 5 

 

 (2) 研究発表 

  ア 学会誌等投稿･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ V- 6 

  イ 講演発表･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ V- 6 

 

３ 技術援助及び行政対応活動 

 (1) 指針及び行政関係資料の執筆･･･････････････････････････････････････････････････････････ V- 7 

 (2) 成果発表、研修会、関係会議等･････････････････････････････････････････････････････････ V- 7 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分 担 

経常 501 (1) 排卵誘起を用いた人工授精プログラムの低コスト化 平 12～14 繁殖工学科 

経常 502 (2) 乳牛の第一胃内性状安定化のための飼料給与法の確立 平 11～13 酪農肉牛科 

経常 503 (3) 豚の分離早期離乳(ＳＥＷ)技術の確立 平 10～12 養豚養鶏科 

県特 504 (4) 未利用資源と副産物飼料を組み合わせた低コスト牛肉生 

      産技術の確立 

平 11～14 酪農肉牛科 

県特 505 (5) 個体別体外授精胚の効率的生産及び胚の品質向上技術の 

      開発 

平 11～13 繁殖工学科 

県事 506 (6) 天然記念物「蜀鶏」保護増殖事業 昭 46 ～ 養豚養鶏科 

国事 507 (7) 乳用牛群検定普及定着化事業 平６～ 酪農肉牛科 

国事 508 (8) 優良国産鶏作出体制整備事業 平６～ 養豚養鶏科 

国事 509 (9) 環境調和型飼料生産強化事業(傾斜地草地簡易改良技術) 平 11～13 環境飼料科 

 510 (10) 除草剤適応性試験 平 11～13 環境飼料科 

県事     (11) 飼料作物優良品種普及促進事業 

511  ア 優良作物品種適正調査 

512  イ 自給飼料分析指導事業 

 

昭 52～ 

昭 59～ 

環境飼料科 
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(2) 研究成果及び調査事業概要 

 

501 排卵誘起を用いた人工授精プログラムの低コス

ト化 (藤原・佐藤) 

ホルスタイン(H)種経産牛 15 頭を用い、従来の

GnRH-PG-GnRH による排卵同期化法の 2回目の GnRH を

hCG に置き換えて排卵同期化効果を検討した結果、全

頭が排卵。また、H 種経産牛 46 頭を用い、従来の方

法（GnRH 群）と GnRH-PG-hCG による排卵同期化法(hCG

群)とで受胎率を比較した結果、受胎率に差はなく、

GnRH-PG-hCG による発情・排卵誘起、定時人工授精が、

より低コストな方法として利用可能であった。 

502 乳牛の第一胃内性状安定化のための飼料給与法

の確立 (村松) 

第一胃にカニューレ装着牛した牛を用いて、各種飼

料の給与順序及び１回当たりの給与量を変えて、経時

的に胃液・血液の採材を行った。飼料給与の相違によ

り胃液のｐＨが急激に下がる傾向のある給与パター

ンが見られるが、給与順序及び給与回数の確立につい

ては更なる調査・分析を要す。 

503 豚の分離早期離乳(SEW)技術の確立 (石川) 

生時体重 1.1kg 以下の虚弱子豚に中鎖脂肪酸トリ

グリセリドを経口投与した結果、生存率の向上はみら

れず、血中のグルコース濃度と尿素態窒素に差はみら

れなかった。早期離乳子豚へ発育促進を目的として、

牛血漿蛋白配合飼料の給与試験を行った結果、配合

０％区が 1日平均増体重、飼料要求率において有意に

優れた。また、牛血漿蛋白６％配合飼料と０％配合飼

料との選択摂取試験を行ったところ、飼料摂取量は

０％配合飼料が有意に多かった。 

504 未利用資源と副産物飼料を組み合わせた低コス

ト牛肉生産技術の確立 (森山・村松) 

未利用資源として豆腐粕を乾物あたり 20～10％、

米ぬかを 5～3％配合した飼料を 8ヶ月齢から 24 ヶ月

齢まで供試した。１日当たりの増体重は前期で試験区

1.31、対照区 1.16kg と良好な発育が得られたが中期

は対照区 0.75、試験区0.80kg と前期よりも著しく発

育が低下した。全試験期間では試験区 1.01、対照区

0.99kg とほぼ同等な発育が得られた。１日当たりの

乾物摂取量は試験区、対照区ともに後期に大きく低下

し、特に試験区は対照区の 8.07kg に対して 7.05kg

と約１kg 少なかった。飼料の利用性はＴＤＮ要求率

で各期間ともに試験区が優れており、全期間では試験

区 5.99、対照区 6.36 と試験区が良かった。 

505 個体別体外受精胚の効率的生産及び品質向上 

技術の開発 (佐藤) 

体外受精胚の効率的生産のため、体外発生培養後期

(受精後6日目～8日目)における酸素濃度の胚への影

響について検討した。酸素濃度 20％で培養した胚は、

酸素濃度 5％で培養した胚に比べ、移植可能な胚の発

生率が有意に低く、胚への酸素濃度の影響が明らかに

なった。また、ナイロンパックによる培養後期の簡易

な低酸素培養法は、24 時間以内であれば胚の発育に

影響なく、フィールドで利用可能と考えられた。 

506 天然記念物「蜀鶏」保護増殖事業 (鈴木) 

平成 11 年度ふ化の種鶏産卵率は 38.8％で平成 12

年度ふ化の繁殖成績は受精率 80.7％、対入卵ふ化率

56.8％で、ふ化羽数 627 羽であった。脚曲、金目等不

良形質を排除し県内外の愛好家、教育機関等に配布を

行った。配布実績はひな雄１羽、雌４羽、成鶏雄 14

羽、雌 18 羽であり、センターでの後継羽数は雄 25

羽、雌 60 羽である。 

507 乳用牛群検定普及定着化事業 (関) 

酪農家の牛群検定成績を加工分析し、乳牛選抜改良

データ、乳成分及び繁殖成績等農家指導データを提供

し、生乳の品質や経営改善を図る。 

508 優良国産鶏作出体制整備事業 (本間) 

Ｅ４×ＭＡ、Ｙ８×Ｌ17 の組合せについて、それ

ぞれボリスブラウン、ジュリアを対照とし比較した。

各組合せともほとんどの形質について対照に対して

劣る成績であったがＥ４×ＭＡはハウユニット、Ｙ８

×Ｌ17 は卵殻強度の成績が対照よりも優っていた。 

509 環境調和型飼料生産強化事業(傾斜地草地簡易 

技術) (水沢) 

シードペレットを用いた簡易追播法において最適

追播条件を明らかにするため、追播前の圃場処理、ペ

レット肥料量、播種量及び追播時期について検討した

が、いずれの場合においても牧草収量の向上に寄与せ

ず、優占的な前植生の草勢を変化させただけであった。 

510 除草剤適応性試験 (水沢) 

非農耕地用除草剤４剤を供試し、使用量別に実用性

の判定を行った。 

511 飼料作物品種適性調査 

トウモロコシ３品種、栽培ヒエ６品種について調査

した。トウモロコシはＤＫ474、ＤＫ483、36Ａ43 と

も有望で平成 13 年度より県奨励品種に編入する。栽

培ヒエでは白ビエ、グリーンミレット早生、ホワイト

パニックが有望で平成 13 年度より県認定品種に編入

する。 

512 自給飼料分析指導事業 (安藤) 

粗飼料分析依頼 140 点、うちトウモロコシサイレー

ジ 33 点、購入乾草 43 点、自給乾草 24 点、牧草サイ

レージ 40 点を分析し普及指導データを提供した。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

 ア 普及に渡した技術情報 (平成 13 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

3 

 

4 

【普及技術】 

高泌乳牛への食品製造副産物の高度利用方法 

飼料用とうもろこしの極早生奨励品種「DK483」「DK474」[36A43]の選定 

飼料用栽培ヒエの新認定品種「グリーンミレット早生」、「白ビエ」、「ホワイ

トパニック」の選定 

安価なホルモン剤を用いた牛の定時人工授精法 

 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

 

畜産研 繁殖工学科 

 

1 

 

2 

3 

【活用技術】 

小型反射式光度計によるスーダングラス乾草中硝酸態窒素及びカリウムの簡易

測定法 

キノコ廃床の肥育牛敷き料としての利用法 

乳牛尿の貯留処理と曝気処理による液肥化方法 

 

畜産研 環境・飼料科 

 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 環境・飼料科 

 

イ 研究成果情報 

(ア) 新潟県農業総合研究所研究情報 (平成 13 年度新潟県農業総合研究所研究情報に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 家畜ふん堆肥化副資材としてのシュレッダー裁断紙の利用 畜産研 環境・飼料科 

 

(イ) 北陸農業研究成果情報 (北陸農業研究成果情報第 17 に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及】  

 (なし)  

 【研究】  

 (なし)  

 【研究】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  
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(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 掲載誌名等 発行年月 

母豚の妊娠期から授乳期の飼料給与量の相違が長期繁殖に及ぼす影

響 

(柴田宏志) 

日本畜産学会北陸支部会報 

No.80 

平 12.11 

製造副産物等を利用したＴＭＲの給与が泌乳初期乳生産に及ぼす影

響 

(関 誠) 

栄養生理研究会報 Vol44, 

No.2 

平 12.9 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

GnRH-PGF2α-hCG を用いた排卵同期化効果及び定時人工授
精による受胎率の検討 
(佐藤太郎) 

第128回日本獣医学会学術集会（第128
回日本獣医学会学術集会講演要旨） 

平11.10.12 
～16 

食品製造副産物の飼料特性を活用した乳用種肥育牛の良品
質低コスト生産技術 
(宮腰雄一・村松克久・今井明夫) 

日本畜産学会北陸支部会報 
(第 48 回日本畜産学会北陸支部大会講
演要旨) 

平 11.11.1 
～2 

β－カロチンの分解を抑制するラップサイレージの調整法
と利用 
(小柳 渉) 

自給飼料品質評価研究会 平11.11.16 

産卵期別における低蛋白質飼料の給与効果 
(鈴木ひろみ・川村桂子・古川武士) 

日本畜産学会北陸支部会報 
(第 48 回日本畜産学会北陸支部大会講
演要旨) 

平 11.11.1 
～2 

牛の発情周期後期における大型卵胞除去がその後の過剰排
卵処置に与える影響 
(本間穂積) 

第 15 回東日本受精卵移植技術研究大
会(第 15 回東日本受精卵移植技術研究
大会講演要旨) 

平 12.1.27 
～28 

泌乳初期牛への食品副産物の繊維及び糖蜜の給与が乳生産
に及ぼす影響 
(関 誠・村松克久) 

日本畜産学会北陸支部会新潟県分会 
(第 39 回大会講演要旨) 

平 12.3.8 

GnRH-PGF2α-hCG を用いた定時人工授精による受胎率の検
討 
(佐藤太郎･Ｎ．Ｍerendz ら) 

日本畜産学会北陸支部会新潟県分会 
(第 39 回大会講演要旨) 

平 12.3.8 

有機物資源を活用した牧草生産 －搾乳牛未熟堆肥施用に
よる化学肥料節減効果－ 
(石崎和彦・小柳 渉) 

日本畜産学会北陸支部会新潟県分会 
(第 39 回大会講演要旨) 

平 12.3.8 

牧草・飼料作物栽培用施肥設計シートの作成 
(安藤義昭・増子正弘) 

日本畜産学会北陸支部会新潟県分会 
(第 39 回大会講演要旨) 

平 12.3.8 

泌乳初期牛への食品副産物の繊維及び糖蜜の給与が乳生産
に及ぼす影響 １ 飼料摂取量及び乳生産について 
(関誠・村松克久ら) 

日本畜産学会第 97 回大会 
(講演要旨) 

平 12.3.27 

畜産における資源活用－食品製造副産物は宝の山－ 
(今井明夫) 

北陸農業研究成果発表会 平 12.3.27 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

あぐりにいがた 
 
 
 
 
 
 

 

(社)新潟県農林公社 

 

 

 

 

 

 

平 12.5.1 

平 12.7.1 

平 12.9.1 

平 12.11.1 

平 13.1.1 

平 13.1.1 

平 13.2.1 

本間穂積 

柴田宏志 

森山則男 

鈴木ひろみ 

森山則男 

今井明夫 

小柳 渉 

新潟県における家畜排泄物の処理方式 

 

新潟県畜産振興協議会、新潟

県畜産協会 

平 13.2 小柳 渉 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 12.5.11 農業クラブ家畜審査競技会顧問者研修 15 酪農肉牛科 

平 12.5.11 山羊の飼育管理方法(弥彦小・教師) 3 環境・飼料科 

平 12.5.16 農業大学校校外研修(畜産経営科)(研究全般) 15 繁殖工学科 

平 12.6.12 農業技術学院校外研修 7 繁殖工学科 

平 12.6.22 農業クラブ家畜審査競技会 120 酪農肉牛科 

平 12.6.26 ET&クローンに関する研修(岩室酪農組合) 11 繁殖工学科 

平 12.6.28 平成 12 年度試験研究成果発表会 83 全科 

平 12.7.7 堆肥処理システム等研修(出雲崎酪農組合) 12 環境・飼料科 

平 12.7.12 酪農技術研修(西蒲原普及協議会) 5 酪農肉牛科 

平 12.7.13 汚水処理技術等(下田村役場) 3 環境・飼料科 

平 12.7.18 村上牛飼養マニュアル作成研修(岩船畜振協) 8 酪農肉牛科 

平 12.8.2 肉用牛繁殖、肥育(JA 北越後) 17 酪農肉牛科 

平 12.8.1～14 学外教育実習(北里大学生) 1 全科 

平 12.8.28 アセアン農業技術研修・研究機関施設研修 9 繁殖工学科 

平 12.9.5 学外体験実習(下田中学校) 3 繁殖工学科 

平 12.9.21 畜産に関する学外研修(巻農業高校) 38 環境・飼料科 

平 12.11.1 圃場作業、機械管理研修(農水省草地試業務科) 13 環境・飼料科 

平 12.11.16 資源循環型農業と畜産(守門村農業者連盟) 25 環境・飼料科 

平 13.2.9 平 12 受精卵移植技術研修会 18 繁殖工学科 

 
(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科  目 授業時間 講 師 

畜産経営学科 ２学年 生物工学 12 梅田雅夫 

  〃 １学年 草地・飼料作物 16 今井明夫・水沢誠一 

 

(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教科名 学年 

講義 演習 実験 実習 計 
講  師 

畜産学 1 12    12 安藤義昭(飼料作物)、中川浩(家畜衛生) 

工芸作物学 2 8    8 水沢誠一 
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(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 12.5.4 

～5 

弥彦神社日本鶏品評会 日本鶏品評会(審査員) 日本鶏の審査指導 北村尚治 

古川武士 

平 12.5.11 農業高校クラブ連盟 家畜審査競技会顧問会議 家畜審査指導 関  誠 

村松克久 

平 12.6.14 岩船畜産振興協議会 研修会(講演) 講演講師 柴田宏志 

平 12.6.22 農業高校クラブ連盟 家畜審査競技会 家畜審査競技会 岩淵昭博 

関  誠 

村松克久 

平 12.7.4 黒川村 肉牛肉質診断指導 超音波診断装置(肉質診断) 村松克久 

平 12.7.11 村上牛飼育マニュアル作成

委員会 

マニュアル作成指導会 マニュアル作成指導 森山則男 

村松克久 

平 12.7.25 魚沼地区営農指導員協議会 協議会研修会（講演） 肉牛の飼養管理 村松克久 

平 12.8.8 東頸城畜産振興協議会 東頸城地域肉用牛研修会 肉用牛の飼養管理 村松克久 

平 12.8.8 県畜産課 ふん尿処理研修会 ふん尿処理に関する指導 小柳 渉 

平 12.8.17 

～9.14 

県畜産課 家畜人工授精養成講習会 講義、実技指導 柴田宏志 

中川 浩 

ほか５名 

平 12.8.24 北魚沼農業改良普及セン

ター 

北魚沼地域飼料稲研修会 飼料稲収穫調製等指導 水沢誠一 

平 12.8.25 北蒲原農業改良普及セン

ター 

北蒲原地域飼料稲研修会 飼料稲収穫調製等指導 水沢誠一 

安藤義昭 

平 12.8.29 

～8.31 

県畜産協会 畜産農家経営診断 経営診断・指導 森山則男 

梅田雅夫 

小柳 渉 

平 12.8.31 西蒲原農業改良普及セン

ター 

西蒲原地域飼料稲研修会 飼料稲収穫調製等指導 今井明夫 

水沢誠一 

平 13.8 県畜産協会 特別講演 畜産環境保全の基礎につい

て 

小柳 渉 

平 12.9.6 

～8 

県畜産協会(津川町) 畜産農家経営診断 経営診断・指導 水沢誠一 

平 12.9.26 県酪農業協同組合連合会 県ホルスタイン共進会 家畜審査(委員長) 北村尚治 

岩淵昭博 

平 12.10.2 黒川村 肉質測定指導 超音波診断･指導 森山則男 

村松克久 

平 12.10.2 西蒲原農業改良普及セン

ター 

西蒲原地域飼料稲研修会 飼料稲収穫調製等指導 今井明夫 

水沢誠一 

平 12.10.25 

～10.27 

県畜産協会 畜産農家経営診断 経営診断・指導 森山則男 

平 12.11.8 

～10 

県畜産協会(津川町) 畜産農家経営診断 経営診断・指導 水沢誠一 

平 12.11.9 

～11.10 

県畜産協会(中条町) 畜産農家経営診断 経営診断・指導 梅田雅夫 

平 12.11.20 

～11.22 

県畜産協会(相川町) 畜産農家経営診断 経営診断・指導 森山則男 

小柳 渉 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 12.11.27 

 

県畜産課 家畜商講習会 家畜商養成講義講師 関  誠 

柴田宏志 

平 12.12.1 佐渡農業振興協議会畜産振

興会 

牛群検定指導会 乳牛の栄養管理 関  誠 

平 12.12.4 県家畜商組合 肉牛共進会 肉用肥育牛共進会 北村尚治 

今井明夫 

森山則男 

平 12.12.4 

～12.5 

県畜産会(小須戸町) 畜産農家経営診断 経営診断・指導 関  誠 

平 13.1.10 

～1.12 

県畜産会(横越町､岩室村､

新発田市) 

畜産農家経営診断 経営診断・指導 関  誠 

鈴木ひろみ 

安藤義昭 

平 13.1.17 

～1.19 

県畜産協会(加治川村) 畜産農家経営診断 経営診断・指導 村松克久 

平 13.1.23 

～1.25 

県畜産協会(新津市) 畜産農家経営診断 経営診断・指導 関  誠 

平 13.1.30 

～2.1 

県畜産協会(佐渡郡) 畜産農家経営診断 経営診断・指導 森山則男 

安藤義昭 

平 13.1.29 

～1.31 

県畜産協会(津南町) 畜産農家経営診断 経営診断・指導 柴田宏志 

平 13.2.5 

 

県畜産課 

 

牛群検定研修会 

 

牛群検定成績の活用 

 

関  誠 

 

平 13.2.6 

～2.8 

県畜産協会(新発田市) 畜産農家経営診断 経営診断・指導 小柳  渉 

 

平 13.2.13 

～2.15 

県畜産協会(新発田市) 畜産農家経営診断 経営診断・指導 村松克久 

 

平 13.2.14 

～2.16 

県畜産協会(津南町､赤泊

村) 

畜産農家経営診断 経営診断・指導 柴田宏志 

水沢誠一 

平 13.2.15 県畜産課 ふん尿処理施設研修会 ふん尿処理施設建設設計の

ポイント等 

小柳 渉 

平 13.2.15 上越畜産振興協議会 畜産振興協議会研修会 飼料稲栽培調製給与法等 今井明夫 

平 13.2.15 下田村人工授精師会 総会講演会 講演講師 佐藤太郎 

 

平 13.2.27 岩室村 飼料稲研修会 飼料稲栽培調製及び給与指

導等 

水沢誠一 

関  誠 

平 13.3.7  西蒲原農業改良普及セン

ター 

ホールクロップサイレージ

用稲成績検討会 

岩室村におけるホールクロ

ップサイレージ用稲に関す

る検討 

水沢誠一 

関  誠 

平 13.3.19 下越地域鶏卵需給協議会 研修会 最近の鶏卵情勢について 鈴木ひろみ 

平 13.3.26 

～28 

県畜産協会(横越町) 畜産農家経営診断 経営診断・指導 安藤義昭 
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(6) 研修生受け入れ 

氏 名 所 属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部・科 

小林孝章 西頸城農業改良普及セ

ンター 

新専門技術研修(畜産Ⅰ) 平 12.5.15～5.19 関係各科 

  〃     〃       〃      (畜産 II) 平 12.10.23～10.27 関係各科 

遠田重信 中頸城農業改良普及セ

ンター 

新任専門技術研修(３年次) 平 12.5.15～5.19 関係各科 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

   所在地 新潟県南蒲原郡下田村大字棚鱗 178 

   建物面積（延）  10,922.02ｍ2 

   圃場面積             26.2ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国 庫 使用料 財産収入 その他 一般財源 

総務費 

総務管理費 

 一般管理費 

 人事管理費 

 職員研修費 

 財産管理整備費 

 出納管理費 

農林水産業費 

農業総務費 

 農業総務費 

 農業総合研究所費 

稲作振興費 

 稲作振興総務費 

 水田農業対策費 

経営普及費 

 農業改良普及費 

 農業大学校費 

 農業技術学院費 

畜産業費 

 畜産総務費 

 畜産経営改善費 

 飼料対策費 

 家畜生産改良費 

教育費 

文化行政費 

 文化財保護費 

11,278 

11,278 

6 

3,398 

311 

7,543 

20 

105,632 

93,611 

4 

93,607 

68 

10 

58 

45 

1 

11 

33 

11,908 

596 

19 

1,048 

10,245 

792 

792 

792 

 

 

 

 

 

 

 

5,655 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5,655 

 

9 

524 

5,122 

 

 

 

 

 

 

 

41 

41 

 

41 

 

 

 

 

 

 

 

32,396 

32,396 

 

32,396 

 

 

 

 

 

 

 

189 

189 

 

189 

11,278 

11,278 

6 

3,398 

311 

7,543 

20 

67,351 

60,985 

4 

60,981 

68 

10 

58 

45 

1 

11 

33 

6,253 

596 

10 

524 

5,123 

792 

792 

792 



98 

－ V - 12 － 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

総務課 

 

センター長 

総務課長 

主査 

主任 

技術員 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

北村 尚治 

栗山 賢二 

佐久間 悦子 

小川 麻由美 

多田 伸市 

山崎 松雄 

嘉藤 太加雄 

佐野 誠五 

坂井 輝男 

渡邉 幸蔵 

蒲澤 正 

小柳 俊一 

石月 一夫 

皆木 里志 

飯塚 光夫 

目黒 正介 

高山 肇 

酒井 直樹 

若林 祐志 

長谷川 元 

高橋 稔郎 

酪農肉牛科 

 

 

 

養豚養鶏科 

 

 

 

 

環境・飼料 

 

 

 

繁殖工学科 

参事(酪農肉牛科長) 

専門研究員 

主任研究員 

研究員 

参事(養豚養鶏科長) 

主任研究員 

 〃 

研究員 

(臨時任用職員) 

参事(環境飼料科長) 

主任研究員 

研究員 

 〃 

参事(繁殖工学科長) 

主任研究員 

 〃 

研究員 

岩淵 昭博 

森山 則男 

関 誠 

村松 克久 

古川 武士 

柴田 宏志 

鈴木 ひろみ 

本間 紀之 

石川 由貴 

今井 明夫 

水沢 誠一 

小柳 渉 

安藤 義昭 

上坂 建 

藤原 信子 

中川 浩 

佐藤 太郎 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 12 年 

4 月 1 日付 

転 出 

 

 

 

 

 

小嶋 昭雄 

小林清四郎 

本間 穂積 

 

石崎 和彦 

 

農業総合研究所長 

種豚改良センター所長 

中央家畜保健衛生所･病性 

鑑定課長 

作物研究センター育種科･ 

主任研究員 

畜産研究センター長 

参事(酪農肉牛科長) 

繁殖工学科･専門研究員 

 

環境･飼料科･主任研究員 

 

 転 入 北村 尚治 

岩淵 昭博 

水沢 誠一 

畜産研究センター長 

参事(酪農肉牛科長) 

環境･飼料科･主任研究員 

新潟農政事務所長 

農業大学校･教授兼畜産経営科長 

作物研究センター栽培科･主任研究員 

平成 13 年 

３月 31 日付 

退 職 北村 尚治  畜産研究センター長 
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(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

術中ミニ探触子 

 

ＡＬＯＫＡ術中用ＵＳＴ－９９５－７．５ 

 

(6) 派遣研修者 

研 修 名 研修者名 研 修 目 的 期 間 研修期間 

中央畜産研修 水沢誠一 飼  料 平 12.7.10 

～14 

中央畜産研修施設 

中央畜産研修 村松克久 畜産会計 平 12.12.4 

～15 

中央畜産研修施設 

農林水産省依頼研究員派遣 本間紀之 畜産物評価技術習得研修 平 12.11 

～平 13.2 

農林水産省畜産試験

場 

農林水産関係研究員短期集

合研修 

佐藤太郎 バイオテクノロジー 平 12.8.28 

～9.1 

農業環境技術研究所 

都道府県中核研究職員研修 森山則男 中核職員養成 平 13.3.6 

～3.9 

農林水産省 

牛群改良指導者養成研修会 村松克久 牛群改良指導者養成 平 12.11.13 

～14 

農林水産省 

県農林水産部職員研修 村松克久  平 12.2.7～8 県農業大学校 

 

(7) 参観者数 

 各種研修 畜産関係者 一般見学 計 

人 数 983 80 130 1,193 人 

10 月 14 日 ふれあい開放デー 1,500 人 

  注１ 各種研修：小学生の山羊参観  注２ 畜産関係： 

 

(8) 無体財産など 

ア 特許権 

発明の名称 発明者 出願番号 出願年月日 特許登録 番号・年月日 

受精卵移植器 山内清治 平５－90859 平 5.3.24 第 2528781 平 8.6.14 

米ぬかの劣化防止処
理方法及び米ぬかの
劣化防止処理装置 

今井明夫・石崎和
彦・楠正敏 

平９－174068 平 9.6.30 
公開平 11-9207 
(平 11.1.19) 

 

米ぬかの劣化防止処
理装置 

今井明夫・石崎和
彦・楠正敏・藤井
大介 

平 10－37291 平 10.12.28 
 

 

(9) 栄 誉 

  該当なし 
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５ 気 象 

(1) 月別気象 

平均気温（℃） 最高気温（℃） 最低気温（℃） 降水量(mm) 日照時間(h) 

年月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 
10 10 16.0 14.6 20.6 19.2 11.3 10.0 94.0 113.3 137.9 125.8 

 11 9.6 8.3 14.5 12.6 5.4 4.1 56.0 110.3 94.0 84.6 

 12 3.5 3.9 6.1 7.2 1.0 0.5 48.5 122.1 18.2 56.6 

11 1 2.5 1.2 9.7 3.7 -2.7 -1.3 285.4 272.2 50.1 58.8 

 2 0.2 1.3 7.0 4.0 -4.2 -1.4 304.4 241.0 33.0 79.8 

 3 2.8 3.9 13.3 7.8 -5.0 -0.1 334.5 212.4 76.0 119.5 

 4 9.9 10.4 20.0 16.3 1.5 4.4 308.5 165.5 125.9 179.2 

 5 16.3 15.4 27.5 21.1 6.2 9.7 262.0 154.8 154.0 185.2 

 6 20.4 19.9 30.8 24.7 12.7 15.2 214.0 134.9 136.7 142.5 

 7 24.5 23.9 33.8 27.9 17.2 19.8 273.0 126.6 163.8 140.2 

 8 27.3 26.1 35.0 30.7 19.7 21.4 229.5 115.7 226.5 186.9 

 9 22.5 21.1 32.7 25.5 14.5 16.7 178.0 120.1 122.4 128.5 

 10 12.7 14.6 23.7 19.2 6.7 10.0 124.5 113.3 109.6 125.8 

 11 8.2 8.3 19.5 12.6 0.2 4.1 121.5 110.3 77.8 84.6 

 12 3.2 3.9 13.2 7.2 -2.8 0.5 116.0 122.1 61.3 56.6 

12 1 -0.3 1.2 1.9 7.2 -2.5 -1.3 453.5 272.2 25.2 58.8 

 2 0.2 1.3 3.6 3.7 -3.3 -1.4 200.5 241.0 76.1 79.8 

 3  3.9  4.0  -0.1  212.4  119.5 

(注) 平年は昭和 56 年から平成７年の平均。月別気温は平均値。降水量、日照時間は合計 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

VI 食品研究センター  

米穀食品グループ 

食品研究センター長 

穀類食品科 

総 務 課

園芸特産食品科 

食品工学科 

雑穀食品グループ 

菓子甘味食品グループ 
青果物流通グループ 

農産加工グループ 

醸造食品グループ 

生産工学グループ 

生物機能工学グループ 

組織構成図 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

経常     (1) 特産野菜・果実等の高付加価値加工技術の開発 

601  ア 乾燥トマトの製造技術の開発 

602  イ 浅漬及び味噌用野菜の加工前処理及び調味技術の改善 

603  ウ 豆、里芋、幼果桃等の和洋菓子類への適正利用技術と新 

製品開発 

604  エ 枝豆、有色野菜等の蒟蒻への利用技術と調理素材化技術 

の開発 

605  オ 有色大豆、キチン・キトサン等を配合した味噌、醤油、 

納豆等の開発 

 

平 12～14 

平 12～13 

   〃 

   〃 

 

   〃 

 

   〃 

 

青果物流通 

農産加工 

菓子甘味食品 

 

雑穀食品 

 

醸造食品 

県特     (2) 膜・通電加熱・加圧等のハイテク技術利用による食品成分 

       の分離、加工、品質評価技術の開発 

606  ア 膜を利用した漬物調味液、米加工洗米水等の廃水処理技術 

 

607  イ 通電加熱技術を利用した米飯、味噌、甘酒等の製造技術 

 

608  ウ 加圧技術による新規食品開発 

 

平 12～14 

 

   〃 

 

   〃 

 

平 11～14 

 

 

生産工学・農産加工・

米穀食品 

生産工学・醸造食品・

米穀食品 

生産工学 

国補 609 (3) 餅製造ラインを利用する粳米の加工技術 

 

平 12 米穀食品 

国委 610 (4) 新規形質米の加工用途適性の評価 

 

平 10～12 米穀食品 

経常     (5) 米及び米澱粉の性状把握と低蛋白質パン製造等への利用 
       技術の開発 
611  ア 低蛋白質パン・菓子・米飯の製造技術 
612  イ 米粉の加工機能向上技術 
 

平７～13 
 
平 10～13 
平８～13 

 
 
菓子甘味食品 
米穀食品 
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(2) 研究成果及び調査事業概要 

1 穀類食品科 

601 乾燥トマトの製造技術の開発 (佐藤嘉・有坂） 

原料トマトのブランチング条件は、オーブン加熱が

簡易であり、温度 180℃・10 分間程度加熱することが

適切であった。 

602 浅漬及び味噌漬用野菜の加工前処理及び調味技

術の改善 (西脇・吉水) 

マイタケの未利用部分からアミノペプチダーゼを

抽出し、その酵素が蛋白質加水分解物の苦味低減に利

用できるかどうか検討した。ペプシンによるダイズ蛋

白質分解物溶液（pH8.0 に調整）の苦味は、マイタケ

アミノペプチダーゼを 30℃で 22 時間作用させると、

閾値以下になった。 

603 豆、里芋、幼果桃等の和洋菓子類への適正利用技

術と新製品開発 (石動・中村) 

幼果桃の青酸配糖体は果実の肥大(5.5～24g)に伴

って種仁中のプルナシンの増加が認められた。その低

減化について検討した結果、50℃３時間の加温処理で

20％低減した。また果実の肥大に伴い種仁の苦みが強

くなったが、ブランチング、凍結、流水浸漬により除

去され、その後 50％糖液で浸漬することにより、苦

みのないシロップ漬けが得られた。 

604 枝豆、有色野菜等の蒟蒻への利用技術と調理素材

化技術の開発 (楠・金井) 

ブランチング後皮をむき冷凍保存した枝豆を、蒟蒻

原料に６％添加して蒟蒻を製造した。枝豆を直径 

4mm ほどのグリッズ状にして蒟蒻に添加すると比

較的甘い風味が感じられたが、全般的に食味の良好な

ものはできなかった。 

605 有色大豆、キチン・キトサン等を配合した味噌、

醤油、納豆等の開発 (渡辺・太養寺) 

黒大豆を用いた味噌を製造し、アントシアニンの消

長を調査したところ、浸漬・蒸煮工程で約 95％が消

失することが判明した。このことから、種皮と子葉を

別処理することにより、アントシアニン含量の多い味

噌が製造できることが示唆された。 

606 膜を利用した漬物調味液、米加工洗米水等の廃水

処理技術 (吉水・西脇・平田・佐藤和) 

膜技術を利用して漬物調味残液から糖、アミノ酸、

有機酸などの有価成分物を回収し、再利用する技術の

検討を行った。膜処理前後の漬物調味残液中に含まれ

る有価成分濃度の比較を行った結果、濾過処理後に濃

縮され膜技術の有用性が示唆された。 

607 通電加熱技術を利用した米飯、味噌、甘酒等の製

造技術 (吉井・渡辺・佐藤和・平田・大養寺) 

味噌、米飯の通電加熱条件を検討した。味噌につい

ては、塩分濃度と周波数を変化させてその通電加熱条

件を精査し、基礎的データを得た。あわせて殺菌効果

についても検討を加えた。また、米飯については、通

電させるために全重量の 0.2％に相当する塩分を必

要とすることが確認された。 

608 加圧技術による新規食品開発 

 (楠・金井・平田・佐藤和) 

従来の豆腐加工食品とは異なった食感と素材とし

ての多様性を持ち、携行性にすぐれた豆乳を原料とし

たシート状食品の製造法を検討するために、製造条件

を変化させて作成し、その物性を測定した。その結果、

シート状食品は適正な製造条件を選択することによ

り、既存食品にはない多様な物性を持つ食品素材にで

き、その物性を生かした食品素材としての有効性が示

唆された。 

609 餅製造ラインを利用する粳米の加工技術 

 (諸橋・吉井・鍋谷・江川) 

簡便、低コストで、粳蒸米の硬度をおこわ程度に低

下する方法を検討した。その結果、米の浸漬時に、乳

酸菌培養液を１％添加することで、プロテアーゼ濃度

を従来の 1/2 に低減でき緩衝液も不要となった。この

粳蒸米にボイル野菜を添加、製餅しホットロール焼成

することで栄養強化した粳寒梅粉の製造が可能とな

った。 

610 新規形質米の加工用途適性の評価 

 (吉井・諸橋・鍋谷・江川) 

新規形質米として、低アミロース米・着色米・香り

米等について、性状及び無菌化包装米飯・米菓・餅へ

の加工適性を調べた。加工用途により適性の異なるこ

とが認められ、低アミロース系の試料が米菓・無菌化

包装米飯への適性が概して高かった。また、もち米で

は、澱粉の糊化開始温度が 75℃以上の試料は餅・米

菓ともに品質が劣り、適性は無いと判断された。 

611 低蛋白質パン・菓子・米飯の製造技術 

 (石動・中村) 

低蛋白質パンは、米澱粉、小麦澱粉の等量混合物

100 に対し、グアガム２％、トレハロース 60％、上白

糖 30％、ショートニング 30%、イースト１％、水 95％

の組成で製造することにより、浮きがよく食味良好な

製品が得られた。 

612 米粉の加工機能向上技術 

 (鍋谷・吉井・諸橋・江川) 

うるち精米を白玉粉製造と同様に水挽きし、磨砕乳

液を調製する。この乳液を４時間放置して沈殿部を回

収・粉体化することにより、水可溶性蛋白質含量の少

ない微細な米粉の調製ができた。この米粉を用いるこ

とにより、従来不可能であったベーカリー用オーブン

焼成(200℃)に適した米菓生地調製が可能となった。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 13 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 
 
 
2 

【普及技術】 
高品質あずき優良品種候補系統「十育 144 号」の選定 
 
 
小豆を利用したクッキー、ケーキの製造技術 

 
食品研 穀類食品科、 
作物研 栽培科、 
高冷地、佐渡 
食品研 穀類食品科 

 
1 
2 
3 
4 
5 
6 

【活用技術】 
ベーカリーオーブンを利用した米菓の製造法 
ハンバーグ様食感の大豆加工食品の製造法 
タンパク質由来の苦味を低減させるマイタケ酵素液の製造法 
マイクケを用いた機能性食品の製造技術 
柿渋液の製造法 
植物細胞培養によるイチゴのアントシアンニン生産法 

 
食品研 穀類食品科 
食品研 穀類食品科 
食品研 園芸特産食品科 
食品研 園芸特産食品科 
食品研 園芸特産食品科 
食品研 食品工学科 

 

イ 研究成果情報 
(ア) 新潟県農業総合研究所研究情報 

   (なし) 

(イ) 北陸農業研究成果情報 

   (なし) 

 
(2) 研究発表 
ア 学会誌等投稿 

論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 

掲載誌名等 発行年月 

涙液中薬物濃度測定の有用性 ―涙液中薬物動態に関する速度論的
研究― 
(佐藤眞司・北河修治・中島正晴・嶋田健次・本多彰・宮崎浩) 

薬物動態 15(2) 189-195 平 12.4 

Enzyme Production of γ-Aminobutyric Acid Using Rice (Oryza 
sativa) Germ 
(Sadami Ohtsubo, Satoshi Asano, Kazuhito Sato, and Isao 
Matsumoto) 

Food Sci. Technol. Res. 6(3), 
208-211 

2000. 8 

Formation of a substituted 1,N6-etheno-2'-deoxyadenosine 
adduct by lipid hydroperoxide-mediated generation of 
4-oxo-2-nonenal. 
(Diane Rindgen, Seon Hwa Lee, Masaharu Nakajima and Ian 
Blair) 

Chem. Res. Toxicol.13, 
846-852 

2000.9 

Assessment of Tear Concentrations on Therapeutic Drug 
Monitoring. I. Determination of valproic acid in tears by gas 
chromatography/mass spectrometry with EC/NCI mode 
(Masaharu NAKAJIMA, Susumu YAMATO, Kenji SHIMADA, 
Shinji SATO, Shuji KITAGAWA, Akira HONDA, Jiro 
MIYAMOTO, Jun'ichi SHODA, Masayuki OHYA, and Hiroshi 
MIYAZAKI) 

Theraputec Drug Monitoring, 
22(6), 716-722. 

2000.12 

Purification and characterization of an aminopeptidase from the 
edible basidiomycete Grifola frondosa 
(Toshikazu Nishiwaki・Kiyoshi Hayashi) 

Biosci. Biotechnol. Biochem., 
65(2), 424-427 

2001.2 

蛋白質加水分解物の苦味除去効果を有するマイタケアミノペプチ
ダーゼの製造法 
(西脇俊和・吉水 聡) 

新潟県農業総合研究所食品研
究センター研究報告 No.35 

平 13.3 

枝豆の鮮度保持法 
(佐藤嘉一・有坂将美） 

新潟県農業総合研究所食品研
究センター研究報告 No.35 

平 13.3 

シート状大豆加工食品の製造条件と物性および水分の関係 
(平田康一・佐藤和人・石川 淳) 

新潟県農業総合研究所食品研
究センター研究報告 No.35 

平 13.3 
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イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

稲の機能性成分と食品への利用 
(諸橋敬子・吉井洋一・鍋谷隆史・江川和徳) 

日本食品科学工学会関東支部 
平成 12 年度大会 

12.10.27 

小豆の新規加工技術開発 第 25 回豆類加工研究会 12.10.6 
マイタケアミノペプチダーゼの精製と性質 
(西脇俊和・林 清) 

日本農芸化学会 
(日本農芸化学会 2000 年度大会講演
集) 

12.4.1～3 

マイタケアミノペプチダーゼによる蛋白質加水分解物の苦
味除去 
(西脇俊和・吉水 聡・古田道夫・北岡本光・林 清) 

日本農芸化学会 
(日本農芸化学会 2001 年度大会講演
集) 

13.3.24～ 
26 

次世代稲作品種として開発された紫黒米のアントシアニン
の抗酸化活性 
(市川晴葉・一柳孝司・及川紀久雄・小西徹也・吉井洋一・
中島正晴） 

日本食品科学工学会第 47 年会 12.3.28～ 
30 

紫黒米抽出物の活性酸素消去能 
(波田野義比古・一柳孝司・高橋善康・篠崎理恵子・中島正
晴・浅野聡・小西徹也) 

日本薬学会第 121 年会 13.3.28～ 
30 

米胚芽を媒体とするγ-アミノ酪酸の製造技術の開発と量
産化への取り組み 
(柴山喜美男・大坪貞視) 

日本食品科学工学会関東支部大会 平12.10.27 

 
 
 
 

３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 
  なし 
 
(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

担当 開催年月日 名 称 内 容 参集人員 対応講師等 

平12.10.19 農業総合研究所ふれあ

いセミナー 

①美味しくて健康によい味噌 273 渡辺 

  

平 12.7.28 ふれあい参観デー ①粳米を利用した新加工技術 

②アルカリ臭を低減したコンニャ 

クの製造法 

③農産食品の生理機能 

④西洋ナシ(ル レクチエ)の追熟技 

術 

⑤超低食塩味噌の製造法 

180 諸橋 

金井 

 

中島 

佐藤嘉 

 

渡辺 

 

穀 

類 

食 

品 

平 12.5.19 

 

平 12.6.20 

 22 

 23 

平 12.9.1 

 

 

 

 

製粉技術講習会 

 

米菓製造実技研修会 

 

 

餅製造技術講習会 

 

 

 

 

稲成分の利用と新規米加工食品の

開発取り組みについて 

もち米菓の製造技術 

品種による差・浸漬条件・生地調製

条件・冷蔵条件・乾燥条件と品質 

①餅製造ラインの利用による粳米 

の加工技術 

②餅の多様化 

③餅製造における微生物管理 

④燃料電池について 

29 

 

10 

 

 

34 

 

 

 

 

江川 

 

吉井・鍋谷 

 

 

諸橋 

 

吉井 

鍋谷 

平田 
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担当 開催年月日 名 称 内 容 参集人員 対応講師等 

 

穀 

 

類 

 

食 

 

品 

平 12.9.20 

 

 

 

 

平12.10.24 

 25 

 

 26 

 

平 13.2.27 

 

 

 

 

 

平 13.3.15 

米粉利用講習会 

 

 

 

 

米菓製造実技研修会 

 

 

 

 

米粉製造技術講習会 

 

 

 

 

 

米菓製造技術講習会 

①米粉パン・麺の普及推進 

②米粉利用の新商品開発 

③米粉利用の採算性と将来性 

 

 

うるち米菓の製造技術 

製粉方式・蒸練条件・焼き前水分と

品質 

ライスクラッカー方式によるうる

ち小物の製造法 

①白玉粉の菌数低減法 

②フィルタープレス条件と白玉粉 

の特性 

③餅製造ラインを利用した粳α粉 

の製造法 

④米菓用米粉の調製法 

①オーブン焼成型米菓用米粉の製 

造法と製品品質 

②佐賀県産糯米の米菓加工性調査 

結果 

③整粒米の直接蒸練法による米菓 

製造法 

④玄米の貯蔵条件と米菓加工性 

53 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

16 

 

 

 

 

 

44 

稲作振興課坂井副

参事 

江川 

日本リーバ(株)徳永

マネージャー 

吉井・鍋谷 

 

 

 

 

鍋谷 

諸橋 

 

諸橋 

 

吉井 

鍋谷 

 

鍋谷 

 

吉井 

 

吉井 

穀 

類 

食 

品 

科 

雑 

穀 

加 

工 

食 

品 

平 12.5.17 

 

 

平 12.6.7 

 

平 12.7.12 

 

平12.10.26 

 

 

平 12.11.8 

 

 

 

平 12.11.9 

平12.11.16 

 

製めん技術講習会 

 

 

特産麺検討会 

 

特産麺検討会 

 

専門技術研修(作物) 

 

 

米粉利用講習会・生めん

製造技術講習会 

 

 

専門研修(生活改良) 

専門研修(生活改良) 

 

①めんの温度依存性について 

②生タイプ即席めん(LL めん)につ 

いて 

米粉を中心とした中華麺の試作検

討 

米粉を中心とした中華麺の試作検

討 

①大豆の加工適性について 

②加工適性からみた国産大豆の優 

位性について 

①稲の機能性と米めんへの利用に 

ついて 

②米めんへの柿渋の利用 

③米パスタの製造技術 

手打ちそばの製造と試食 

大豆・そば技術の現地活用 

そば・煮豆・大豆パンの検討 

49 

 

 

9 

 

9 

 

8 

 

 

16 

 

 

 

12 

9 

楠 

日清製粉(株) 

石橋定 

楠・金井 

 

楠 

 

楠・金井 

 

 

江川・楠 

 

金井 

坂井製めん専務 

楠・金井 

楠・金井 

中村・吉水 



108 

－ VI - 8 － 

担当 開催年月日 名 称 内 容 参集人員 対応講師等 

 

平 13.3.16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 13.3.29 

豆腐研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ地場産大豆加工グ

ループ研修会 

①豆乳利用食品の開発 

②食品研究センターで開発した豆

腐利用食品の開発事例 

・大豆ハンバーグの開発 

・高イソフラボン含有豆腐の製造法 

・大豆パンの製造法 

・プレス豆腐の製造法について 

・機能性豆乳飲料の開発 

③オカラのでない豆腐の製造法に 

ついて 

大豆加工品の基礎知識 

①味噌の加工について 

②豆腐の加工について 

35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

124 

楠 

 

 

金井 

金井 

中村 

平田 

吉水 

金井 

 

 

渡辺 

金井 

穀 

 

類 

 

食 

 

品 

 

科 菓 

子 

甘 

味 

食 

品 

 

平 12.7.17 

平 12.7.26 

平 12.9.21 

平12.10.10 

平12.11.17 

 

 

平12.11.21 

平 13.3.6 

菓子移動技術相談会 

十日町市 

佐和田町 

新発田市 

新潟市 

パン製造技術講習会 

 

 

製菓技術研修会 

菓子中央研修会 

①小豆を利用した洋菓子の製造技 

術 

②羊かん変質の原因と対策 

③野菜を利用したカップケーキの 

製造技術 

米パンの製造技術 

実技指導 

 

洋菓子類への米粉の利用技術 

①計測技術を利用した菓子製造の 

適正管理技術 

②中国農業大学における米加工研 

究 

 

30 

20 

80 

70 

26 

 

 

22 

50 

中村・石動 

 

 

 

 

中村・石動 

(株)ボンオーハシ 

井上春三氏 

中村・石動 

(有)前田サイエンス 

伴信雄氏 

中村 

農 
産 
加 
工 
食 
品 

平 13.3.1 漬物・そう菜中央研修会 ①大豆の食品への利用 
②血圧上昇抑制食品の開発 
③野菜、山菜の品質評価 

④マイタケの酵素を利用した蛋白 

質由来の苦味除去 

20 楠 
吉水 
吉水 

西脇 

園 

芸 

特 

産 

食 

品 

科 

醸

造 

食 

品 

平 12.6.6 

平 12.6.8 

平 12.6.15 

 

平 12.7.17 

平 12.8.21 

平 12.9.25 

平 12.10.2 

平 12.10.4 

平12.10.16 

平12.11.16 

平 13.2.1 

平 13.3.28 

新潟県味噌鑑評会 

納豆製造講習会第１回 

醸造食品中央講習会 

 

味噌製造研修会第１回 

味噌製造研修会第２回 

味噌製造研修会第３回 

味噌鑑評会 

納豆製造講習会第２回 

味噌製造研修会第４回 

納豆製造講習会第３回 

納豆製造講習会第４回 

味噌鑑評会 

味噌の官能評価 

あやこがねの加工適性について 

①超低食塩味噌の製造法 

②味噌中の GABA 生成 

麹について 

大豆処理について 

発酵・熟成について 

HEMF 増強味噌の検討 

納豆の機能性について 

味噌鑑評会 

納豆の劣化について 

納豆鑑評会 

選抜中国産大豆を使った味噌 

16 

21 

40 

 

25 

23 

22 

18 

15 

25 

20 

20 

21 

渡辺・太養寺 

渡辺・太養寺 

渡辺・太養寺 

 

渡辺・太養寺 

渡辺・太養寺 

渡辺・太養寺 

渡辺・太養寺 

渡辺・太養寺 

渡辺・太養寺 

渡辺・太養寺 

渡辺・太養寺 

渡辺・太養寺 
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担当 開催年月日 名 称 内 容 参集人員 対応講師等 

食 

品 

工 

学 

科 

生 

産 

工 

学 

平 12.6.29 食品工学技術講習会 ①分離技術と膜技術 

 

②回転平膜モジュールの食品分野 

への応用 

 

③食品膜技術実用化の現状と今後 

の研究開発課題 

50 大矢晴彦 

(横浜国立大学) 

大西真人 

(日立プラント建設

（株）) 

渡辺敦夫 

(新潟大学) 

 

(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科 目 授業時間 講 師 

園芸経営科 ２学年 園芸市場流通論 

(鮮度保持技術) 

４ 佐藤 嘉一 

 
(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

食品化学 30 15   45 金井 政人 

 
(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 12.4.8 日本伝統食品研究会 第 33 回伝統食品に関する
講演会 

米菓の現状 吉井 

平 12.4.26 新潟食糧事務所 職員講習会 米の加工技術 江川 
平 12.5.30 田上町ロータリークラ

ブ 
クラブ卓話 地域特産農産物を利用した菓

子類の製造技術 
中村 

平 12.7.26 加茂市教育委員会 組合従事職員夏季研修会 米の新しい活用 江川 
平 12.8.23 学校給食麺協同組合 学校給食講演会 米の粉食化研究の経緯と今後

の展望 
江川 

平 12.8.25 長岡地域振興連絡会議 長岡地域振興連絡会議研
修会 

米の食品加工について 江川 

平 12.8.30 魚沼農政事務所 第１回魚沼そば研修会 そばの品質について 楠 
平 12.9.12 県総合生協 大豆学習会 大豆の食品への利用 楠 
平 12.9.26 県製菓衛生師協会 製菓衛生師受験準備講習

会 
製菓理論・製菓実技 中村 

平 12.9.29 学校給食会 学校給食パン品質審査会 学校給食パンの品質審査論評 中村 
平 12.10.6 久比岐の里農産セン

ター 
衛生講習会 餅製造における微生物管理 鍋谷 

平 12.11.7 新潟県立教育センター 平成平 12 年度農業教育研 
修Ａ 

食品産業の現状と課題 江川 

平 12.11.30 北陸農政局新潟統計事
務所 巻出張所 

平成平 12 年度地区別協議 
会 

大豆の食品への利用(最近注目
される大豆の加工品) 

楠 

平 13.1.17 新潟県中小企業団体中
央会 

米粉利用講習会 米粉利用商品の課題と将来性 江川・楠・中村 

平 13.1.18 新潟県食品産業協会 食品技術セミナー 中国農業大学における米加工
研究 

中村 

平 13.1.19 新潟県食品情報研究会 新潟県食品情報研究会講
習会 

21 世紀の技術の方向 江川 

平 13.2.9 新発田市食品加工技術
研究会 

新年研修会 青刈り稲の食品への応用につ
いて 

江川 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 13.2.18 新潟県蒟蒻協同組合 蒟蒻組合研修会 ①組合認証品の品質評価 
②味付蒟蒻の調製条件につい 
て 

金井 

平 13.2.21 新潟県保健環境科学研
究所 

職員講習会 米加工技術の変遷とこれから
の展開 

江川 

平 13.2.23 長岡市技術者協会 食品部会講習会 新潟県における食品産業の展
望 

江川 

平 13.3.8 大豆本作化を担う地域
営農集団育成推進集会 

大豆本作化集会 加工面から見た大豆の新たな
需要拡大の方策 

楠 

平 12.4.18 JA 新津さつき 干し柿研究会 あんぽ柿、干し柿の加工技術 佐藤嘉 
平 12.9.7 全国柿振興協議会 全国柿大会 柿の脱渋技術 佐藤嘉 
平 12.10.13 果樹振興協議会 ル レクチエ追熟研修会 追熟技術 佐藤嘉 
平 12.9.27 新潟市 新潟市銘産品選定委員会 浅漬茄子の加工 吉水 
平 13.2.27 JA みずほ JA みずほ産直部会 最近の農産加工技術 西脇 
平 12.6.13 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 共同試験の検討 渡辺 
平 12.7.4 納豆組合 視察研修会 大豆処理による品質多様化 太養寺 
平 12.7.25 水原町 視察研修 味噌加工他 渡辺 
平 12.7.18 中越醤油味噌組合 味噌・醤油技術委員会 Non-GMO 醤油・HEMF 味噌 渡辺 
平 12.8.24 県醤油組合連合会 醤油組合実地研修会 工場現地指導 有坂 
平 12.8.24 全国味噌組合 平成平 12.年度味噌技術講 

習 
高品質味噌の製造法 渡辺 

平 12.8.29 県味噌技術会 平成平 12.年度味噌技術大 
会 

味噌中の HEMF 増強法 渡辺・太養寺 

平 12.10.5 県醤油組合連合会 醤油鑑評会 Non-GMO 醤油の講評 渡辺 
平 12.10.20 中越味噌醤油組合 味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺 
平 12.10.23 上越味噌組合 味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺 
平 12.10.28 県味噌組合連合会 味噌ＰＲ講演会 味噌中の機能性物質 渡辺・太養寺 
平 12.11.9 全国味噌組合 全国味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺 
平 12.11.15 加茂市公民館 味噌作り講座 味噌製造法 渡辺・太養寺 
平 12.12.6 県味噌技術会 味噌技術指導会 高品質味噌の製造技術 渡辺・太養寺 
平 12.12.8 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 共同試験の結果報告 渡辺 
平 13.1.25 越後味噌組合 講演会 味噌に適する大豆について 渡辺 
平 13.1.31 加茂市公民館 味噌作り講座 味噌製造法と鑑評 渡辺・太養寺 
平 13.2.8 職業能力開発協会 味噌製造技能検定 技能検定実技 渡辺・太養寺 
平 13.2.9 県味噌技術会 技術情報伝達講習会 味噌を取り巻く最近の話題 渡辺 
平 13.3.13 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 新規醤油の開発について 渡辺 
平 12.3.28 JA 全農にいがた ＪＡ大豆加工グループ研 

究会 
味噌製造技術 渡辺他 

平 12.9.21 新潟食品情報研究会 ９月度定例会 研究課題の概要について 松本 
平 12.11.11 新潟市衛生試験所 新潟市衛生試験所講演会 21 世紀への食品開発 松本 
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(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部・科 

小笠原貴哲 島田化学工業(株) 米菓のつや出し技術の習得 平 12.4.18～6.16 穀類食品科 

荻野 英久 新潟大学大学院自 
然科学研究科 

洗米排水のリサイクルシス 
テム開発研究 

平12.4.18～13.3.31 穀類食品科 

清水 健太 新潟大学大学院自 
然科学研究科 

洗米排水のリサイクルシス 
テム 

平12.4.18～13.3.31 穀類食品科 

町田 靖典 (有)町田醤油味噌 
醸造場 

味噌・漬物の製造技術 平 12.5.22～6.22 園芸特産食品科 

渋谷 武史 石山味噌醤油㈱ 味噌・醤油等基礎知識の取 
得 

平 12.5.22～8.25 園芸特産食品科 

渋谷 亮 ㈱渋谷商店 味噌・漬物の製造技術 平 12.6.1～8.31 園芸特産食品科 

朴 晟希 
(Park Seong Hee) 

社団法人 科学技 
術国際交流セン 
ター 

農産物中の機能性成分の測 
定 

平 12.1.15～2.23 食品工学科 

堀越 理恵 新潟大学大学院自
然科学研究科 

高濃度排水処理技術の研究 平 12.4.18～ 
平 13.3.31 

食品工学科 

 
(7) 実地指導回数 

区  分 工場指導 来所指導 電話指導 

米穀加工食品 21 559 987 

雑穀加工食品 8 65 452 

菓子甘味食品 15 120 484 

青果物流通 7 84 188 

農産加工食品 4 74 204 

醸造食品 7 161 265 

生産工学 12 55 81 

生物機能工学 5 61 92 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

    所 在 地 加茂市新栄町 2番地 25 号 

    建物面積 延 4068.83ｍ2 
 
(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 決算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 
センター運営費 
庁舎維持事業費 
庁舎・物品維持補修費 
経常研究費 
農産・食品生産改善事業 
庁舎補修事業費 
 
備品整備事業費 
国庫補助事業 
国庫委託事業 
国庫補助事業 
県単事業 
 
研究交流棟竣工記念式典費 
フードシステム技術開発総合整
備費 

6,403 
15,540 
512 
2,798 
563 
5,714 
 
350 
4,590 
1,200 
3,616 
4,971 
 
254 
39,775 

 
 
 
 
 
2,295 
 
 
 
 
 
 
 
 

19,887 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
2,079 

772 
31 
 
 
 
 
 
 
 

1,200 
3,616 

5,631 
15,509 
512 
719 
563 
5,714 
 
350 
2,295 
 
 

4,971 
 
254 
19,888 

合    計 86,286 22,182  2,079 5,619 56,406 

 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

総務課 

 

センター長 

総務課長 

主事 

佐々木 康之 

川田 富吉 

佐藤 千寿子 

園芸特産食品科 

 

 

 

 

 

 (園芸特産食品科長) 

主任研究員 

 〃 

 〃 

研究員 

 〃 

有坂 将美 

渡辺 聡 

吉水 聡 

佐藤 嘉一 

西脇 俊和 

太養寺 真弓 

穀類食品科 参事(穀類食品科長) 

専門研究員 

 〃 

主任研究員 

 〃 

 〃 

 〃 

研究員 

江川 和徳 

楠  正敏 

中村 幸一 

吉井 洋一 

諸橋 敬子 

金井 政人 

石動 晴美 

鍋谷 隆史 

食品工学科 参事(食品工学科長) 

主任研究員 

 〃 

 〃 

研究員 

 〃 

松本 伊左尾 

浅野 聡 

中島 正晴 

大坪 貞視 

佐藤 和人 

平田 康一 
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(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 12 年 

４月１日付 

転 入 

 

 

 

有坂 将美 

 

川田 富吉 

平田 康一 

参事(園芸特産食品科長) 

 

総務課・課長 

食品工学科・研究員 

アグリ・フーズバイオ研究部・部長

長 

与板土木事務所・用地課長 

新潟県工業技術総合研究所下越技

術支援センター・研究員 

 転 出 

 

古田 道夫 

小澤 忠勝 

石川 淳 

 

アグリ・フーズバイオ研究部・部長 

新津地域福祉センター・福祉課長 

新潟県工業技術総合研究所下越技

術支援センター・主任研究員 

参事(園芸特産食品科長) 

総務課・課長 

食品工学科・研究員 

平成 13 年 

３月 31 日付 

退 職 佐々木康之  食品研究センター長 

 
 (5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

生体微量酵素解析システム 
Flow-S Multi Imager 分析システム 

0.5ml GeneAmp PCR system 9750 

走査電子顕微鏡分析システム SEMEDXⅡ Type N 

 
(6) 派遣研修者 

研 修 名 研修者名 研 修 目 的 期    間 研修機関名 

農林水産省国際農林水
産業研究センター日中
共同研究プロジェクト 

短期研究員派遣 

中村 幸一 米を主原料とする食品素材の

加工技術の開発 

平 12.10.9～11.2 中国農業大学 

 
(7) 参観者数 

行政関係 食品企業関係 農業関係 そ の 他 合    計 

19 回 6 回 17 回 9 回 51 回 

157 人 123 人 276 人 270 人 826 人 

 
 
(8) 無体財産権など 
ア 特許権 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 
特許登録番号・年月日 

生ネギ類の処理法 

 

若林 昭 

  他２名 

昭62-176310 

昭 62.7.15 

平４-7663 平 4.2.12 第 1724985 号 

  平 4.12.24 

漬物類の調味方法 

 

若林 昭 

 

昭63-234534 

昭 63.9.12 

平４-18817 平 4.3.27 第 1736158 号 

  平 5.2.26 

渋柿の脱渋法 

 

古田道夫 

  他２名 

平２-075738 

平 2.3.27 

(平７-020419 平 7.3.8) 第 2000130 号 

  平 7.12.8 

米粉の製造方法及びその利用食品

及びその製造方法 

有坂将美 

  他２名 

平２-173670 

平 2.6.29 

(平４-73979 平 4.11.25) 第 1866267 号 

  平 6.8.26 

調味食品の製造方法(共同) 

 

若林 昭 

  他１名 

平２-323525 

平 2.11.27 

(平４-190748 平 4.7.9) 第 1964947 号 

  平 7.8.25 
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発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 
特許登録番号・年月日 

調理食品の製造装置(共同) 

 

若林 昭 

  他１名 

平２-323526 

平 2.11.27 

(平４-190749 平 4.7.9) 第 2665825 号 

平 9.6.27 

微細粒米粉並びにその製造方法並

びに該当微細米粉を使用した加工

食品 

江川和徳 

  他２名 

平３-130730 

平 3.3.18 

(平７-100002 平 7.11.1) 第 2077863 号 

  平 8.8.9 

食あんの製造方法 中村幸一 

他１名 

平３-228173 

平 3.5.31 

(平 6-253766 平 6.9.13) 第 2623386 号 

  平 9.4.11 

柿羊かんとその製造方法 中村幸一 

  他１名 

平３-349335 

平 3.11.1 

(平７-016360 平 7.3.1) 第 2014578 号 

  平 8.2.2 

赤色系食用色素並びに赤色系食用

色素液の作出方法 

若林 昭 

  他１名 

平４-257118 

平 4.8.12 

(平６-319485 平 6.11.22) 第 2123882 号 

  平 8.12.20 

乳酸菌を利用した米の処理方法及

びその米を利用した加工食品並び

に低タンパク質米飯の製造方法 

江川和徳 

  他１名 

平５-44290 

平 5.1.25 

(平 6-217719 平 6.8.9) 第 2706888 号 

平 9.10.17 

無塩発酵漬物の製造法 若林 昭 

  他１名 

平５-081035 

平 5.3.3 

(平６-253733 平 6.9.13) 第 2593781 号 

  平 8.12.19 

食品、米及び豆類の製造方法並びに

米及び豆類利を利用した加工食品 

江川和徳 

  他２名 

平７-354087 

平 7.12.29 

(平 9-182564 平 9.7.15) 第 3053565 号 
平 12.4.7 

米粉及び米磨砕乳液の製造法 

 

宍戸功一 

  他２名 

平７-354088 

平 7.12.29 

(平 6-217719 平 6.8.9) 第 3061561 号 
平 12.4.28 

米ポタージュ及び米ポタージュの

製造方法 

有坂将美 

  他１名 

平８-139065 

平 8.5.31 

(平 9-313140 平 9.12.9) 第 3073928 号 
平 12.6.2 

米に付着した酵母菌を除去する酵

母菌の除去方法並びに米に付着し

た細菌及び酵母菌を除去する細菌

及び酵母菌を除去方法並びに低タ

ンパク質米の製造方法 

宍戸功一 

  他２名 

平９-197641 

平 9.6.28 

 

 

 

(平 11-9204 平 11.1.19)  

冷凍サイクルを用いた追熟システ

ム(民間共同) 

古田道夫 

  他１名 

平９-043956 

平 9.2.27 

(平 10-234293 平 10.9.8)  

豆腐の製造方法 

 

有坂将美 

  他２名 

平９-304739 

平 9.11.6 

(平 11-137203 平 11.5.25) 

 

 

サワーブレッドの製造法 

(民間共同) 

中村幸一 

 他１名 

平 10-98352 

平 10.3.25 

(平 11-266775 平 11.5.25)  

小麦粉の代替品となる米粉の製造

方法及び当該米粉を使用した加工

食品 

江川和徳 

 他３名 

 

平10-358139 

平 10.12.16 

 

 第 3076552 号 
平 12.6.9 

柿渋利用食品の製造方法、豆乳カー

ドの製造方法及び米加工品の製造

方法 

古田道夫 

  他７名 

平10-358871 

平 10.12.17 

 

 第 3086679 号 
平 12.7.7 

粳米加工製品の製造方法、餅状整形

体の製造方法及びα粉の製造方法 

江川和徳 

  他３名 

平10-374365 

平 10.12.28 

  

γ-アミノ酪酸の生成方法及びγ-

アミノ酪酸を含む食品 

大坪貞視 

  他４名 

平 11-7366 

平 11.1.14 
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発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 
特許登録番号・年月日 

コンニャクの製造方法 

 

金井政人 

  他２名 

平 11-41976 

平 11.2.19 

  

アミノペプチダーゼ及びその製造

法(共同) 

西脇俊和 

 他４名 

平11-355619 

平 11.12.15 

  

米の処理方法 江川和徳 

  他３名 

2000-89096 

平 12.3.28 

  

サクラの赤色色素を用いた食品の 

着色方法及びモモの赤色色素を用 

いた食品の着色方法 

中村幸一 

  他４名 

2000-89097 

平 12.3.28 

  

イチゴ培養細胞を用いたアントシ

アニンの製造方法 

浅野 聡 

 他５名 

2000-99688 

平 12.3.31 

  

高機能食品及びその製造方法 諸橋敬子 

 他３名 

2000-99689 

平 12.3.31 

  

豆乳カードの製造方法 金井政人 
他３名 

2000-124440 

平 12.4.25 
  

マイタケを用いた高機能食品の製 
造方法 

吉水 聡 
他５名 

2000-156548 

平 12.5.26 
  

米菓の製造方法(オーブン利用) 鍋谷隆史 
他２名 

2000-357179 

平 12.11.24 
  

高イソフラボン含有豆腐の製造方
法及び高イソフラボン含有豆腐 

楠 正敏 
他２名 

2000-360725 

平 12.11.28 
  

米菓の製造方法(温水に浸漬) 吉井洋一 
他２名 

2000-385540 

平 12.12.19 
  

豆乳の製造方法及び当該豆乳が利 
用された食品 

金井政人 
他８名 

2000-385541 

平 12.12.19 
  

 

(9) 栄 誉 

科名・職名 栄 誉 名 受賞年月日 栄 誉 の 概 要 

穀類食品科 第 53 回新潟日報文化賞受賞 12.11.1 米の用途拡大技術開発による米加工産業

の振興に貢献する。 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

経常     (1) 高冷地における耕種作物の高品質安定生産技術 

     ア ニンジンの障害防止による高品質安定生産技術確立 

701   (ア) 根部形状障害を回避するかん水技術 

702   (イ) ニンジンの｢減農薬・減化学肥料｣栽培標準の設定 

     イ アスパラガスの障害防止による高品質安定生産技術確立 

703   (ア) 茎枯病を回避する擬葉管理技術 

704   (イ) アスパラガスの｢減農薬・減化学肥料｣栽培標準の設定 

705  ウ ユリの障害防止による高品質安定生産技術 

706  エ スズラン生育障害の発生実態と障害防止対策 

平 12～14  

県特     (2) 多積雪地における雪と標高差を利用した農作物の新作型 

と貯蔵技術の開発 

     ア 雪の利用方式の安定化と改善 

707   (ア) 雪冷熱利用方式の改善と安定化 

708   (イ) 雪簡易貯蔵法改善技術 

709  イ 切り花・花鉢物の新作型の開発 

710  ウ 野菜の新作型開発 

平 12～14  

県事 711 (3) 大豆奨励品種決定調査 

 

昭 54～  
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(2) 研究成果及び調査事業概要 

 

701 根部形状障害を回避するかん水技術 (吉川) 

中魚沼地域では春まきニンジンの長根化、尻つまり

不良が問題となっているため、それらを回避するかん

水管理を試験した。その結果、かん水処理で根部形状

の改善を図ることは困難と考えられた。 

702 ニンジンの「減農薬・減化学肥料」栽培標準の設

定 (吉川) 

新潟県有機農産物等認証制度が創設され、有機栽培

や、減農薬減化学肥料（減減）栽培への関心が高まっ

ているが、栽培に関する知見が乏しいため、栽培標準

の設定を目的とし試験を行った。その結果、転換期間

栽培および減減栽培は慣行栽培よりも収量が劣った。

農薬を使用しない場合はネキリムシの加害が甚大で、

かつ除草時間が慣行区の６倍に達し、これらが課題で

あると思われた。 

703 茎枯病を回避する擬葉管理技術 (吉川) 

茎枯病を回避する有効な管理技術の確立を目指し

試験を行った。立茎制限および下葉の刈り取りを行い

茎枯病の軽減を試みた。本年は茎枯病の発生が少なく

被害がほとんど見られなかったため、茎枯病の回避効

果は判然としなかった。 

704 アスパラガスの「減農薬・減化学肥料」栽培標準

の設定 (吉川) 

新潟県有機農産物等認証制度が創設され、有機栽培

や、減農薬減化学肥料(減減)栽培への関心が高まって

いるが、栽培に関する知見が乏しいため、栽培標準の

設定を目的とし試験を行った。慣行区・減減区・無農

薬無化学肥料区とも茎枯病の差は判然としなかった。

各区ともほぼ同様の収量で、本年は処理による収量の

差は認められなかった。 

705 ユリの障害防止による高品質安定生産技術 

 (和田) 

ユリの葉色がマダラ状に抜ける「まだら症(仮称)」

の発生原因を栽培技術面から検討した。まだら症の発

生は、土壌の高 pH 条件、寡日照条件によって助長さ

れ、栽培時の土壌 pH を適正にすることで発生を軽減

できる可能性が示された。また、キレート鉄の施用に

よってまだら症状の改善効果が認められた。 

 

 

706 スズラン生育障害の発生実態と障害防止対策 

 (和田) 

スズラン栽培で発生する生育不良の原因としてス

ズランネグサレセンチュウによる加害の可能性が考

えられている。センチュウに対する温湯消毒（定植前

の株を 45℃に 30 分間浸漬）の効果を検討した結果、

植付け初期のネグサレセンチュウの密度を抑制して

いると思われた。 

707 雪冷熱利用方式の改善と安定化 (後藤) 

融雪水を夏期に野菜・花きの育苗・栽培に利用する

ハウス冷房システムを検討した。本年は効率的冷房方

法・冷房体系の確立を目的に夏期の高温期は融雪水、

夏期前後の比較的低温期を地下水利用体系で検討し

た。これにより地下水に比べ融雪水の冷房効率が高い

事が確認された。またシステム利用期間は約３カ月と

なった。 

708 雪簡易貯蔵法改善技術 (後藤) 

モミガラに替わる消雪抑制資材としてポリエチレ

ンシートの利用について検討した。ポリエチレンシー

トは消雪抑制効果がやや劣るものの、資材加工時間が

少なく、軽量であった。 

709 切り花・花鉢物の新作型の開発 

 (後藤・和田・山代) 

雪冷熱利用のハウス冷房システムによる花き類の

冷房栽培試験を行った。トルコギキョウは冷房育苗に

より中生品種の切り花品質が向上し、シクラメン及び

コチョウランは冷房栽培によって開花時期の促進効

果が認められた。 

また、チューリップの球根を夏期に山上げすること

で、開花時期が早まる効果が認められた。 

710 野菜の新作型の開発 (後藤) 

レタスの夏期冷房育苗について検討した。レタスは

冷房育苗する事により約１割の増収が認められた。ま

た新潟県では出荷のない８月出荷が可能となった。 

711 大豆奨励品種決定調査 (後藤) 

準高冷地に適した大豆系統の選定に向け検討を行

った。供試した２系統(東北 132 号、東山188 号)は標

準品種に比べ大粒であったものの品質・収量性は劣っ

た。これにより再検討となった。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 13 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

【普及技術】 

高品質あずき優良品種候補系統「十育 144 号」の選定 

 

高冷地、 

作物研 栽培科、佐渡、 

食品研 穀類食品科 

 

1 

2 

【活用技術】 

消雪抑制資材を用いた雪の野外簡易貯蔵法 

準高冷地におけるエダマメ 7月下旬どり栽培法 

 

高冷地 

高冷地 

 

イ 研究成果情報 

(ア) 新潟県農業総合研究所研究情報 (平成 13 年度新潟県農業総合研究所研究情報に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 

 

2 

オリエンタル系ユリ"アカプルコ"の抑制栽培に激発する葉焼け障害の発生時期

と要因 

アスパラガスの茎枯病軽減のための雨よけ栽培 

高冷地、 

園芸研 環境科 

 

 
(イ) 北陸農業研究成果情報 (北陸農業研究成果情報第 17 号に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及】  

 (なし)  

 【指導】  

1 多積雪地における雪下にんじんの越冬中の成分変化特性 高冷地 

 【研究】  

 (なし)  

 
(2) 研究発表 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

ファレノプシスの雪利用冷房栽培による開花時期促進 

(横山泰裕・阿部徳文、後藤和義・山代千加子) 

日本農業気象学会北陸支部大会 平12.11.10 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

花き栽培指針(1･2 年草切花、宿根草切花、花

壇用苗もの) 

農林水産部 園芸・流通課 平 13.3 和田 茂 

新潟県の野菜作型と主要品種 農林水産部 園芸・流通課 平 13.3 後藤和義 

吉川忠宏 
 
(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 12.3.6 高冷地農業技術センター・中山間地農業技術センター合同

試験成績発表会 

(湯之谷村地域振興センター) 

70 高冷地 研究職員 

 
(3) 農業大学校 
  なし 
 
(4) 農業技術学院 
  なし 

 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 12. 8.11 魚沼農業振興協議会 

中魚沼支部 園芸部会 

ユリ切り花現地研修会 ユリ切り花栽培技術の

向上(圃場視察等) 

和田 茂 

平 12.12. 8 津南町ユリ切り花組合 ユリ切り花研修会 最近の研究成果・情報 和田 茂 

平12.12.12 中里村土地改良区 法面保護植物成績発表会 法面保護植物の導入指

導 

後藤和義 

平 13. 3.30 ＪＡ十日町アスパラガス

部会 

アスパラガス出荷対策会

議 

アスパラガスの地域適

用品種の選定試験につ

いて 

吉川忠宏 

 
(6) 研修生受け入れ 

  なし 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

      所在地 中魚沼郡津南町大字中深見乙 7910 

      敷地面積 46,541.32ｍ2(圃場面積 3.35ha) 

      建物面積 1,452.79ｍ2 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財  源  別 
科    目 予算額 

国庫 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 

維持管理費 

維持補修費 

ほ場管理費 

農薬受託試験費 

経常研究費 

特別研究費 

研究備品整備事業 

2,944 

2,873 

291 

938 

2,860 

1,333 

3,788 

1,219 

 

 

 

 

 

 

333 

 800 

 

 

 

 

800 

19 

22 

 

 

2,860 

 

256 

2,125 

2,851 

291 

938 

0 

533 

3,199 

1,219 

   合        計 16,246 333  1,600 3,157 11,156 

 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

(庶務) 

(研究) 

 センター長 

 副  参  事 

 専門研究員 

 研究員 

大竹 智 

吉楽 信蔵 

山代 千加子 

和田 茂 

(研究) 主任研究員 

研究員 

技術員 

 〃 

後藤 和義 

吉川 忠宏 

桑原 義久 

樋口 晴人 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 12 年 

４月１日付 

転 出 

 

転 入 

 

森田 康 

横山 泰裕 

大竹 智 

山代千加子 

中山間地農業技術センター長 

新潟農政事務所振興課副参事 

センター長 

専門研究員 

センター長 

専門研究員 

中山間地農業技術センター長 

新潟農政事務所振興課主査 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

運搬車 

シャトルファイヤー 

耐震薬品庫 
デジタルカメラ 

気象観測器具 

築水キャムコム製 Ｊ８０ＤＰ １台 

１台 

島津理化器械 ＲＣＢ－５５ １台 
カシオ ＱＶ－２３００ＵＸ  １台 

雨量計 大田計器 №３４―Ｔ、温度計 ＴＲ－７１Ｓ 

 

(6) 派遣研修者 

研 修 名 研修者名 研 修 目 的 期 間 研修機関名 

平成 12 年度都道府県農林水産関

係研究員短期集合研修 

吉川忠宏 農林水産試験研究のための統

計的手法(入門編) 

平 12.11.5～

11.10 

農水省 農林 

水産技術会議 
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(7) 参観者数 

農業生産者 農業関係者 市町村職員 他県職員 本県職員 計 

99 名 85 名 84 名 1 名 5 名 197 名 

 

 

(8) 無体財産権など 

  なし 

 

(9) 栄 誉 

  該当なし 

 

 

 

5 気  象 

観測場所：農業総合研究所・高冷地農業技術センター 

    （中魚沼郡津南町中深見、北緯 36 度 59 分、東経 138 度 41 分、標高 452m） 

(1) 月別気象 

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 降水量(mm) 日照時間(hr) 積雪深(cm) 

年月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

平 12 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

平 13 1 

 2 

 3 

7.0 

15.4 

19.1 

23.6 

24.9 

20.3 

13.2 

7.5 

1.4 

-2.4 

-1.8 

1.2 

7.8 

14.1 

18.5 

21.9 

23.4 

18.9 

13.0 

7.0 

1.6 

-1.3 

-1.5 

1.5 

16.9 

27.7 

29.8 

34.8 

33.5 

31.8 

22.8 

20.8 

12.2 

5.6 

9.9 

4.7 

12.5 

19.1 

22.5 

25.7 

27.6 

22.7 

17.0 

10.9 

4.9 

1.4 

1.4 

4.9 

-0.9 

3.7 

9.7 

15.9 

18.6 

10.6 

1.5 

-1.3 

-7.9 

-10.9 

-12.0 

-2.4 

3.5 

9.4 

14.9 

18.6 

19.9 

15.5 

9.4 

3.4 

-1.2 

-4.3 

-4.9 

-2.2 

104 

55 

131 

135 

57 

215 

167 

186 

231 

311 

157 

170 

82 

105 

136 

185 

154 

183 

147 

159 

206 

237 

172 

114 

142.5 

156.4 

111.1 

166.9 

190.0 

117.1 

92.2 

95.0 

93.8 

39.4 

91.7 

103.5 

162.4 

160.2 

110.3 

112.6 

152.7 

102.3 

113.8 

96.6 

83.8 

72.2 

87.3 

119.9 

101.2 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

32.9 

193.6 

250.5 

261.9 

89.2 

3.0 

- 

- 

- 

- 

- 

2.7 

43.8 

143.3 

229.2 

204.8 
 (注) 1 気温・降水量・日照時間の平年は昭 54～平 9の平均値を示す。 
 2 気温については月間平均値を、降水量、日照時間については月間合計値を示す。 
 3 積雪深は午前９時積雪深の平均値を示す。 
 4 積雪深の平年値は午前９時積雪深の過去 30 年間(昭 44 年 11 月～平 11 年 3 月)の平均値を示す。 

 

(2) 雪の総括 

初雪月日 終雪月日 根雪初日 根雪終日 根雪日数(日) 最深積雪(cm) 同左月日 

当年 平年 当年 平年 当年 平年 当年 平年 当年 平年 当年 平年 当年 平年 

平 11  平 12  平 11  平 12  平 11～12  平 12  平 12  

11.16 11.15 4.11 4.8 12.7 12.10 4.30 4.25 146 137 315 298 3.1 2.14 

平 12  平 13  平 12  平 13  平 12～13  平 13  平 13  

11.18  4.4  12.11  5. 1  142  323  3.11  

(注) 平年は昭和 50 年 11 月～平 12 年 4 月の平均値を示す。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

VIII中山間地農業技術センター  組織構成図 

中山間地農業技術センター長 

庶  務 

特産園芸グループ 

特産工芸グループ 

地域農業研究 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (1) 中山間地向け新規特産作物の高付加価値化技術の確立 

801  ア オヤマボクチの大量増殖と収量の安定化 

802  イ こうぞの新系統 10ａ１ｔ穫りの高品質安定生産 

803  ウ ジネンジョの用途別優良系統の選抜 

 

平 10～12  

県特     (2) 園芸ブランド品目・地域重点品目等の中山間地向け栽培 

技術体系の確立 

804  ア スイカ密閉トンネル改良整枝法の検討 

805  イ スイカ８月中下旬出荷栽培技術の確立 

806  ウ カリフラワーの 10 月上～下旬安定出荷作型の開発 

807  エ ニラの長期安定出荷作型の確立 

808  オ ユリ淡ピンク系品種の高温期抑制作型の発色促進シス 

テムの確立 

809  カ エレムルスの 10 月穫り抑制栽培技術の確立 

810  キ 水稲育苗ハウス活用を想定したトルコギキョウの９～10 

月収穫作型の確立 

 

平 12～14  

受託 811 (3) 桑系統適応性検定試験 

 

平 7～12  

経常     (4) 地域特産野菜の開発研究 

812  ア タラノキの促成向け優良系統選抜 

813  イ ヤマウドの促成向け優良系統の選抜 

814  ウ ツルニンジン等の簡易栽培技術 

 

平 10～12  

経常     (5) 特産果実類の中山間地適応性 

815  ア ギンナンの多雪地向き整枝法の検討 

816  イ イチジクの多雪地域での栽培体系の確立 

817  ウ ブルーベリー等の中山間地における品種比較 

 

平 9～16  

経常 818 (3) 法面保護植物とカメムシの水田内侵入(フォロー) 

 

平 12  

経常 

 

国委 

    (8) 「まゆ」の高付加価値生産 

819  ア 戸別対応が可能で簡便な稚蚕飼育方法 

 

平 7～12 

平 12 
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(2) 研究成果及び調査事業概要

801 オヤマボクチの大量増殖と収量の安定化(横山) 

オヤマボクチの育苗方法・定植時期について検討し

た結果、連結ポット等で育苗し、2.5 葉程度の苗を温

暖な５月１０日頃に定植するのが良いことがわかっ

た。 

802 こうぞの新系統 10a１t 穫りの高品質安定生産 

 (吉原) 

こうぞの中山間地向け新系統として「富山ナスコウ

ゾ」が 10a 当たり２トン以上の収穫があり、有望であ

る。挿し木法による増殖は床土鹿沼土、発根促進剤

50～100ppm の 30℃設定施設育苗が良好であった。 

803 ジネンジョの用途別適用系統の選抜 (大塚) 

県内自生系統から優良系統の選抜を行うため、成薯

の形状、肉質、早晩性から１次選抜を行った。早生優

良系統とし、湯ﾉ谷１号、湯ノ谷４号、贈答向け系統

とし、湯ノ谷７号、湯ノ谷在来、能生の計５系統を選

抜した｡ 

804 スイカ密閉トンネル改良整枝法の検討 (横山) 

果実品質は整枝法よりも品種による差異が大きく、

特に外観は貴ひかりが優った。６本整枝で黄帯・うる

みの発生がやや多く見られた。密閉トンネルによる改

良整枝はトンネル開閉(保温管理)ができないため気

温の影響を受け易く、早期定植には適用できない。 

805 スイカ８月中下旬出荷栽培技術の確立 (横山) 

スイカ８月中下旬出荷技術として「待ちトンネル方

式」を考案して検討した結果、慣行栽培に比べ果実の

形状がよく、日焼けも少なかった。また、収穫期直前

の降雨により密閉トンネルでは裂果が多発したが待

ちトンネルは軽微だった。 

806 カリフラワーの 10 月上～下旬安定出荷作型の開

発 (宮澤) 

「スノーキング」の代替えとなり得る 10 月上旬～

下旬収穫安定作型を検討した。その結果、10 月 15 日

までを NA-11、10 月 20 日以降を「はくすい」とする

ことは可能だが、10 月 15 日～20 日収穫に対応できる

品種は見いだせなかった。 

807 ニラの長期安定出荷作型の確立 (宮澤) 

品種の組み合わせにより５～10 月にかけて高品質

を維持できる作型開発を目的とする。本年度、定植１

年目の秋季から収穫を試みたところ、収穫が可能と思

われる品種は「ワンダーグリーンベルト」および「海

南」であり、1 株当たりの収量はそれぞれ 110.6ｇ、

114.0ｇであった。 

808 ユリ淡ピンク系品種の高温期抑制作型の発色促

進システムの開発 (大塚) 

簡易細霧冷房システムの確立に向け、噴霧ノズル、

配管方法について検討した。噴霧ノズルは噴霧ムラが

無いＹ社のノズルを選定した。また、配管方法は気温

の下がり方、均一性から配管間隔２ｍ、ノズル間隔２

ｍが良いと思われた。 

809 エレムルスの 10 月穫り抑制栽培技術の確立 

 (大塚) 

株凍結貯蔵による 4月、5月定植作型では各時期と

も葉の展開が見られたものの、花茎の伸長は見られな

かった。 

810 水稲育苗ハウス活用を想定したトルコギキョウ

の９～10 月収穫作型の確立 (大塚) 

直播栽培による 9～10 月収穫作型を検討した。播種

時期が遅くなるほど、ロゼットの発生が多かった。ま

た、いずれの播種時期でも十分な切り花ボリュームが

得られなかった。 

811 桑系統適応性検定試験 (吉原) 

供試系統「東 85-05」は対象品種「ゆきあさひ」と

比較して、年間収量、４～５齢蚕供試による飼料価値

検定結果などに大差がなく、新品種登録候補にならな

かった。 

812 タラノキ促成向け優良系統の選抜 (宮澤) 

タラノキの促成栽培向け系統を県内自生系統より

検討中である。定植１年目ではあるが、糸魚川４号は

アカメの発生がおよそ３割発生し、林試１号はアカメ、

シロメとも発生しなかった。また、村上４号は障害発

生が少なく、規格も他の系統に比べて大きかったが、

蔵王１号よりは劣った。 

813 ヤマウドの促成向け優良系統の選抜 (宮澤) 

ヤマウドの促成栽培向け系統として、茎径、１株当

たりの総重量、外観を決める第１葉の発生位置から

「新潟９」および「小千谷８」を選抜した。 

814 ツルニンジンの簡易栽培技術 (吉原) 

３月播種 15℃設定施設育苗を行い、定植は黒ポリ

マルチ、天井に 50%遮光ネットを張ることによって栽

培が可能であった。 

815 ギンナンの多雪地向き整枝法の検討 (宮澤) 

５年生樹における整枝法別の雪害の状況を平成 11

～12 年にかけて調査したところ、最大積雪 218cm の

気象条件でも、整枝法に関わらず雪害はほとんど発生

しなかった。また、整枝法別の生育を継続して調査を

行った。 

816 イチジクの多雪地域での栽培体系の確立(宮澤) 

「桝井ドーフィン」の中山間地における着果から収

穫までの積算温度は、概ね 2000 日℃であり、昨年と

同様の結果となった。また、「バナーネ」、「ヌアール

ド カロン」、「ビオレー・ソリエス」の３品種を導入

し、定植１年目の生育、生態を調査した結果、どの品

種でも着果は確認できたが、秋期までに成熟せず、収
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穫できなかった。 

817 ブルーベリー等の中山間地における品種の比較 

 (宮澤) 

ハイブッシュ系 15 品種、ラビットアイ系 3品種、

ハイブリット系 1品種を導入した。定植１～２年目を

むかえ、樹の養成を行った。 

818 法面保護植物とカメムシの水田内侵入 (横山) 

ヒメイワダレソウ区の方が斑点米の発生率が低か

った。畦畔からの距離別発生率では０ｍ区で発生率が

高い傾向が見られたが、いずれの区でもヒメイワダレ

ソウ区の方が発生率が低かった。このことから、ヒメ

イワダレソウの植栽が斑点米の発生を助長する恐れ

はなく、水田畦畔法面保護植物として導入可能である。

819 戸別対応が可能で簡便な稚蚕飼育方法 (吉原) 

眠中管理はモミガラを蚕座に散布することにより、

施設設備の必要な飼育場所の除湿作業を省くことが

できる。このことにより簡便な稚蚕人工飼料飼育が可

能となり、戸別飼育に対応できる。 

 

 

 

 

２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 13 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

【普及技術】 

新規整備水田における「ヒメイワグレソウ」を用いた法面保護 

 

 

中山間 

 

1 

 

【活用技術】 

ヤマウドの半緑化促成栽培向け優良系統「新潟９」、「小千谷８」の選定 

 

 

 

 

イ 研究成果情報 

(ア) 新潟県農業総合研究所研究情報 (平成 13 年度新潟県農業総合研究所研究情報に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 基盤整備後の水田法面における「ヒメイワダレソウ」を用いた法面管理の省力化 中山間 

 

 

(イ) 北陸農業研究成果情報 (北陸農業研究成果情報第 17 号に掲載) 

    なし 

 

(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 

   なし 

 

イ 講演発表 

   なし 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

にいがたの園芸 新潟県経済連 平 12.4 

平 12.4 

平 12.4 

平 12.5 

平 12.5 

平 12.5 

平 12.6 

平 12.6 

平 12.7 

平 12.8 

平 12.9 

平 12.10 

平 12.11 

平 12.12 

平 12.12 

大塚英昭 

宮澤寛和 

   〃 

大塚英昭 

宮澤寛和 

   〃 

大塚英昭 

宮澤寛和 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

大塚英昭 

宮澤寛和 

あぐりにいがた (社)新潟県農林公社 平 12.5 

平 12.11 

平 13.3 

宮澤寛和 

   〃 

   〃 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 12.10.19 農総研ふれあいセミナー  宮澤寛和 

平 13.1.30～31 平成 12 年度試験成績検討会 16  

平 13.3.2 平成 12 年度試験研究成績発表会 55 センター長他 

 

(3) 農業大学校 

  なし 

 

(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

土壌学 II 15    15 森田 康 
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(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 12.4.20 JA 北魚沼営農部入広瀬営 

農センター 

特産野菜指導会 山菜類の栽培について 宮澤寛和 

平 12.5.15 堀之内たらの芽生産組合 総会及び技術研修会 研究成績の報告    〃 

平 12.6.26 十日町市農業委員会 中山間地農業勉強会 中山間地振興と研究課題 森田 康 

平 12.7.7 南蒲原農業改良会議 ニラ現地研修会 研究成績の報告 宮澤寛和 

平 12.10.12 東頸城農業改良普及セン 

ター 

法面保護植物の増殖方法

講習会 

ヒメイワダレソウの増殖

方法について 

   〃 

平 12.11.2 堀之内たらの芽生産組合 養成ほ場巡回 今後の生産対策等    〃 

平 12.12.8 自然薯生産振興協議会 自然薯品評会 優良系統選抜について 大塚英昭 

平 13.3.7 川西町 園芸・花卉栽培講座 山菜類の栽培について 宮澤寛和 

 

(6) 研修生受け入れ 

  なし 

４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

    所 在 地 新潟県北魚沼郡川口町牛ケ島１３５－１ 

    建物面積 4,272 ｍ2（2,526 ｍ2） 

    圃場面積 畑 5.8 ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 

管理費 

圃場管理費 

経常研究費 

受託費 

施設整備 

特別研究費 

研究器材購入費 

国庫補助 

• 地域基幹農業技術体系化

促進事業 

指定試験研究費(桑系適) 

3,996 

7,274 

2,230 

1,487 

373 

0 

2,314 

2,835 

 

2,158 

 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,079 

  14 3,996 

7,274 

2,230 

1,487 

373 

0 

2,314 

2,835 

 

1,079 

 

0 

合計 25,567 1,079   14 21,574 
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(3) 職員一覧 

所  属 職  名 氏  名 所  属 職  名 氏  名 

 

 

 

(特産工芸) 

 

センター長 

副参事 

技術員 

専門研究員 

技術員 

大竹 智 

古田島 隆史 

青木 忠 

 

大渕 昇 

(特産園芸) 専門研究員 

研究員 

〃 

技術員 

〃 

横山 和男 

大塚 英昭 

宮澤 寛和 

廣井 伸昭 

廣井 一 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 12 年 

４月１日付 

転 出 大竹 智 高冷地農業技術センター長 センター長 

 転 入 森田 康 

古田島隆史 

センター長 

副参事 

中山間地農業技術センター長 

十日町財務事務所 

(前年補足) 

平成 12 年 

３月 31 日付 

 

退 職 

 

須佐 功 

  

総務課長 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

トラクター クボタＫＬ－２７ 

 

(6) 派遣研修者 

  なし 

 

(7) 参観者数 

農業者 行政関係 その他 合 計 

473 人 141 人 182 人 796 人 

 

(8) 無体財産権など 

  なし 

 

(9) 栄 誉 

該当者なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・中山間地農業技術センター 

  (北魚沼郡川口町牛ケ島 135－1、北緯 37 度 17 分、東経 138 度 51 分、標高 135m) 

平年値：昭 60～平 10 の平均値、積雪深だけは昭 45～平 10・平 11 の平均値 

(1) 月別気象 

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 降水量(mm) 日照時間(hr） 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

1 1.5 -0.2 4.9 2.8 -1.2 -3.0 215.0 444.1 49.2 45.9 

2 -0.5 0.0 2.3 3.6 -2.8 -3.2 308.5 309.6 28.2 69.4 

3 2.0 3.0 6.6 7.4 -1.9 -1.1 174.6 181.3 84.0 111.0 

4 8.4 9.3 14.4 15.5 3.1 3.7 63.0 107.3 126.9 156.8 

5 16.2 15.6 21.8 21.4 11.4 10.1 57.5 127.7 145.4 165.4 

6 19.7 20.2 24.6 24.9 15.7 15.9 130.0 165.6 123.0 118.8 

7 24.4 23.9 27.9 28.3 20.1 20.0 144.0 230.2 173.3 130.4 

8 25.6 25.6 31.5 30.5 21.3 21.2 137.0 163.6 219.8 179.2 

9 21.2 21.0 26.4 24.4 17.6 17.0 278.0 171.1 111.4 115.6 

10 14.2 14.5 18.6 19.3 10.6 10.3 142.5 178.9 91.2 119.8 

11 8.2 8.3 13.6 13.0 3.9 4.1 212.5 290.7 73.2 88.2 

12 2.1 2.9 6.3 6.5 -1.0 -0.3 386.5 377.3 68.4 62.8 

年計 11.9 12.0 16.8 16.6 8.1 7.9 2249.1 2727.4 1294.0 1363.3 

(注) 1 気温、積雪深については平均値、降水量、日照時間については合計値である。 

   2 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪溢水式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 

 

(2) 雪の総括 

平年値：昭 36～平 2の平均値 

初雪月日 終雪月日 根雪初日 根雪終日 根雪日数(日) 最深積雪(cm) 同左月日 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

11.28 11.17 4.1 4.5 12.12 12.17 4.21 1.15 131 120 241 234 1.17 2.11 

※雪に関するデータについては、当該年度秋から翌年消雪（平 12 秋～平 13 消雪）を本年値とする。 
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IX 佐渡農業技術センター  
 

組織構成図 

佐渡農業技術センター長 

庶  務 

作物研究グループ 

園芸研究グループ 

地域農業研究 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課 題 名 年 次 分  担 

県事 901 (1) 水稲奨励品種決定調査 昭 35～ 作 物 

県事 902 (2) 大麦奨励品種決定調査 昭 53～   〃 

県事 903 (3) 大豆奨励品種決定調査 昭 52～   〃 

県事     (4) 品質安定出荷体制整備事業 

904  ア 佐渡地域における「こしいぶき」の生育特性 

 

平 11～12 

 

  〃 

経常     (6) 「トキの住む島」佐渡における環境保全型農業の確立 

     ア 佐渡における環境保全型農業の確立 

      (ア) 紙マルチ移植栽培 

905  a 紙マルチ移植栽培による雑草防除 

906  b 紙マルチ栽培による水稲の生育 

907   (イ) コシヒカリⅠＬ系統利用によるいもち病の発病抑制 

および省農薬防除技術 

908   (ウ) 有機質肥料を用いた減及び無化学肥料栽培 

     イ 佐渡産米の良食味、高品質栽培技術の開発 

      (ア) 既存技術を組み合わせた栽培方法の改善 

909    a 基肥施肥法の検討 

910    b 簡易な穂肥時期の判定法 

911    c 植え付け本数、深度と本田生育 

912   (イ) コシヒカリにおける施肥と生育、食味関連要素の検討 

     ウ 水稲の低コスト生産技術の確立 

      (ア) 新農薬の適応性及び効果検討 

913    a 新除草剤の適応性試験 

914    b 倒伏軽減剤入り基肥一発肥料の倒伏軽減効果 

     エ  水稲の生育診断、予測技術と地域情報の提供 

915   (ア) 水稲気象感応調査 

916   (イ) 幼穂形成期、出穂期の予測 

917   (ウ) 大豆気象感応調査 

 

 

 

平 12～14 

   〃 

   〃 

 

   〃 

 

 

平 12～ 

平 11～12 

平 12 

平８～12 

 

 

平 12 

 〃 

 

昭 47～ 

平 12～ 

昭 60～ 

 

 

 

  〃 

  〃 

  〃 

 

  〃 

 

 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

 

 

  〃 

  〃 

 

  〃 

  〃 

  〃 
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予算 

区分 
課 題 名 年 次 分  担 

経常      (8) おけさ柿の高品質栽培技術の確立 

918   ア 生態・生育調査（気象感応調査） 

919   イ 有望早生系統「TN６２－７」生育特性 

      ウ 果頂部くぼみ果の発生生態と発生防止対策 

       (ア) 発生状況調査 

920    a 発生の年次変動と気象要因の影響 

921    b 芯黒長と軟化日の関係 

922    c 発生時期の確認 

       (イ) 発生原因の究明 

923    a 開花日の気象及び着果枝形質と芯黒果発生の関係 

924    b 着果節位別発生程度 

       (ウ) 発生防止技術の検討 

925    a 固着性展着剤による果面の保護 

926    b 病原防除による発生防止 

927    c 仕上げ摘果時におけるくぼみ深による摘果基準の検討 

      エ カキの病害虫防除技術 

928    (ア) チャノキイロアザミウマの発生消長 

 

昭 58～ 

平 12～ 

 

 

平 5～ 

平 12～ 

平 11～ 

 

平 12～ 

 

平 11～ 

平 12～ 

平 11～ 

平 12 

 

昭 51～ 

 

園 芸 

  〃 

  〃 

 

  〃 

  〃 

  〃 

 

  〃 

  〃 

 

  〃 

  〃 

  〃 

 

  〃 

経常      (8) 佐渡の地域性を活かした野菜生産技術の確立 

      ア 越冬野菜の優良品目の選定及び栽培技術の検討 

929    (ア) カブ優良品種の選定 

930    (イ) オータムポエムの安定栽培技術 

 

 

平 11 

平 11 

 

 

  〃 

  〃 

経常      (9) 山野草の大量増殖による地域特産化と観光資源化技術の 

確立 

931    (ア) トキソウの根による増殖 

932    (イ) スハマソウの葉切片による増殖 

 

 

平 10～11 

平 10～11 

 

 

  〃 

  〃 

経常 933 (10) ＯＨ101-12(園研育成ユリ)の佐渡における適応性の検討 

 

平 12   〃 
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(2) 研究成果及び調査事業概要 

 

901 水稲奨励品種決定調査 (渡邉) 

極早生３系統、早生５系統、中晩生５系統を供試し、

極早生２系統、早生３系統、中晩生５系統をやや有望

以上とした。 

902 大麦奨励品種決定調査 (渡邉) 

佐渡地域に適する大麦の優良品種の選定を行った。

本年は東山皮 96 号、東山皮 97 号を供試し、東山皮

96 号を有望とした。 

903 大豆奨励品種決定調査 (渡邉) 

佐渡地域に適する大豆の優良品種の選定を行った。

早生の東北 132 号と晩生の東山 188 号を供試し、いず

れも百粒重は大きいが裂皮が多いことから再検討と

した。 

904 佐渡地域における｢こしいぶき｣の生育特性 

 (渡邉) 

早生新品種｢こしいぶき｣について、基肥量、穂肥量

の違いが佐渡地域における生育・収量・品質に及ぼす

影響を検討した。基肥量による収量構成要素の変動は

比較的小さいが、基肥量が少ないと籾数が少なく減収

の傾向がうかがえた。基肥量が多いほどまた穂肥量が

多いほどタンパク質含有率が高まった。基肥量は３

kg/10a、穂肥量は２kg/10a が適正量であった。 

905 紙マルチ移植栽培による雑草防除 (石川) 

白色マルチでは移植１ヶ月後頃からアゼナなどの

広場雑草が見られたが、黒マルチでの発生は無かった。

移植２ヶ月後までは黒マルチの効果は慣行の除草剤

と同等であったが、白マルチでやや劣った。両マルチ

とも稲の株元などからヒエが発生し出穂する株が多

く、ヒエ抜きなどの除草が必要であった。 

906 紙マルチ栽培による水稲の生育 (石川) 

黒マルチの生育はマルチ無しと同等であったが、白

マルチでは初期生育が遅れ、茎数も少なく推移した。

４月末の移植で１株本数が６～７本と多く、生育期間

中に高温で推移したことなどから、初期生育の遅れた

白マルチでも黒マルチとの穂数の差は小さくなった。

白マルチはｍ2当たり籾数が黒マルチより多く、精玄

米重は白マルチで多くなった。 

907 コシヒカリＩＬ系統の利用によるいもち病の発

病抑制および省農薬防除技術 (石川) 

コシヒカリ IL 系統でのいもち病の発生は、コシヒ

カリより初発時期が約７日遅れた。その後は葉いもち

の発病進展が無く、発生量も少なく抑制効果の判定は

出来なかった。 

908 有機質肥料を用いた減及び無化学肥料栽培 

 (渡邉) 

佐渡地域において生産され、入手しやすい佐渡産発

酵鶏ふんを用いて、本田における減及び無化学肥料栽

培について検討した。稲体窒素含有率と葉色の推移か

ら、基肥では生育量が小さいが有効化していた。穂肥

では有効化していないため籾数が少なくなった。高温

多照であったため、タンパク質含有率が低く粒質も良

かったが、収量構成要素を高めるよう改善が必要であ

った。 

909 基肥施肥法の検討 (石川) 

畦塗り～代かき前の水管理と耕起前施肥、代かき前

施肥を組み合わせて検討した。代かき前施肥は下位分

げつの発生率が高く初期生育の向上に効果が見られ

たが、本年の気象条件では生育量が過剰となる傾向で

あった。耕起から代かきの間にほ場を乾燥させること

で、地力窒素が発現し生育量も大きくなった。 

910 簡易な穂肥時期の判定法 (石川) 

穂肥時期を判定するため、出穂前日数と幼穂長、葉

耳間長の関係を検討した。それぞれの関係には年次や

ほ場（生育量）による差が見られた。出穂 18 日前の

次葉－第３葉の葉耳間長は－５～０cm、出穂 10 日前

の止葉－次葉葉耳間長は０cm、次葉－第３葉の葉耳間

長は５～８cm であった。 

911 植付本数、深度と本田生育 (渡邉) 

佐渡地域では強い季節風による浮苗の心配と移植

後の見栄えのために、植付け時に本数を多くし、かつ

深植えしている。栽培指針のとおりの植付けに改善で

きないのか検討した。本数を８本、12 本とすると初

期生育は良かったが出穂までの栄養状態が悪く倒伏

の危険性があった。深さを６cm とすると生育が遅れ

気味で分げつの発生も少なく、タンパク質含有率が高

まった。 

912 コシヒカリにおける施肥と生育、食味関連要素の

検討 (渡邉) 

出穂後の生育期間が長い佐渡地域でのコシヒカリ

栽培で、品質と食味を重視した穂肥施用方法について

検討した。一般に穂肥量を均分して分施するが分施量

を異ならせたところ、本年の高温登熟条件では、１回

目に量の重点を置くと未熟粒の発生が多くタンパク

質含有率が高まった。 

913 新除草剤の適応性試験 (石川) 

新除草剤の除草効果及び薬害を 22 剤について検討

し、11 剤が北陸地域で新たに実用化可能と判定され

た。 

914 倒伏軽減剤入り基肥一発肥料の倒伏軽減効果 

 (石川) 

倒伏軽減剤入り基肥一発肥料(SSDF15)の倒伏軽減

効果及び薬害について検討した。６月中旬頃から草丈
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の抑制が見られ、稈長が約 10％短くなった。１穂籾

数の減少が見られたが、収量への影響は認められず、

倒伏軽減剤としての実用性は高いと思われた。 

915 水稲気象感応調査 (石川) 

水稲基幹栽培品種の生育状況を定期的に調査し、気

象と生育、作柄情報を関係機関に提供した。生育期間

を通じ高温で推移したため生育が早まり、平年より出

穂期は約７日、成熟期は約 14 日早まった。出穂後は

高温と無降雨となったが、品質の低下は少なかった。 

916 幼穂形成期、出穂期の予測 (石川) 

気象感応調査と気象観測データを用い、移植後の日

平均気温の積算値と幼穂形成期、出穂期の関係を検討

した。各品種とも移植から予測時点までの積算気温と

の間に相関が認められ、幼穂形成期、出穂期の早い品

種ほど相関が高かった。コシヒカリでは予測の精度が

低く、発育指数などを用いた精度向上が必要と思われ

た。 

917 大豆気象感応調査 (渡邉) 

奨励品種「エンレイ」を用いて、播種期ごとの生育

経過や収量調査を行い、現地へ情報提供を行った。本

年は開花期頃まで天候に恵まれ生育量が大きくなっ

た。その後８月１ヶ月間は無降雨となり着莢率が低下

した。子実肥大中期以降カメムシ類による吸汁害を受

け、播種の早いものほど被害粒が多く50％を越えた。

標準の５月 30 日播種では平年比 55％の収量であった。 

 

918 生態・生育調査 (山本) 

発芽期は平年より４～５日遅く、展葉は刀根早生で

平年比４日、平核無で３日遅かった。着らい数は少な

く葉らい比は平年の２倍以上となった。開花は刀根早

生で平年より２日遅く平核無では平年並みであった。

夏期の干ばつで肥大が停滞、９月後半より着色は早ま

り、収穫期が３～４日早まったため収穫果は小玉であ

ったものの糖度が高かった。 

919 有望早生系統「TN62-7」生育特性 (山本) 

刀根早生との比較により発芽は２日遅かったが、展

葉は同じであった。新梢停止が遅れ開花期は４日遅か

った。着色始日は４日早く進展も順調で、収穫は 10

月 16 日に切り上がり１週間以上早かった。着色、肥

大、糖度が優れ肉質もよかったが、奇形果の発生が問

題となった。 

920 発生の年次変動と気象要因の影響 (山本) 

1.6mm以上の果頂部くぼみ果について平成５年から

のデータで検討した。本年は発生が少なかったが、満

開から 10 日後までの積算気温と降水量とくぼみ果発

生率の間には高い正の相関が見られた。降雨により発

生が助長されることからくぼみ果の原因は病害起因

説が有力と考えられた。 

921 芯黒長と軟化日の関係 (山本) 

果頂部くぼみ果、芯黒果が果実軟化に及ぼす影響を

調査した。果頂部くぼみ深と果実軟化日に相関が見ら

れたが、芯黒長と軟化日の間には相関はみられなかっ

た。またくぼみ果は肥大が劣り、脱渋後の果皮色と芯

黒幅に相関が見られた。 

922 発生時期の確認 (山本) 

満開後いつの時点から芯黒症状が現れるか調査し

た。満開５日後の幼果には芯黒果の発生がみられなか

ったが、９日後の果実で初確認された。くぼみ果は

23 日後においても確認されなかった。 

923 開花日の気象および着果枝形質と芯黒果発生の

関係 (山本) 

開花日の気象が芯黒果の発生に及ぼす影響を調査

した。開花始期から中期に開花した果実は果頂部くぼ

み果、芯黒果の発生が多く、開花日の気象との関係で

は開花日の日平均湿度との間に高い相関が見られた。

着果枝形質では芯黒果結果枝は健全化のものに比べ

着果枝長、基部径とも大きく、芯黒果発生には樹勢的

要素が関わっていると考えられた。 

924 着果節位別発生程度 (山本) 

着らい節位による芯黒果発生への影響を調査した。

着らい数５個、４個の着果枝では、先端の果実は芯黒

果の発生が少なく、中間部の果実は発生が多かった。

開花期間の降雨と、同一枝内における開花の順序の関

係も考えられる。着らい数２個の新梢での芯黒果発生

率は節位による差はみられなかった。 

925 固着性展着剤による果面の保護 (山本) 

芯黒果の原因は果頂部の微細な穴であると仮定し、

固着性展着剤の追加散布により果面を保護し発生防

止が可能か検討したが、満開期の追加散布では芯黒果

の発生防止効果が確認されなかった。 

926 病原防除による発生防止 (山本) 

満開期の薬剤追加散布で芯黒果発生防止が可能か

検討した。果頂部くぼみ果の発生は追加散布により少

なくなったが、芯黒果の発生では無処理と差がなかっ

た。 

927 仕上げ摘果時におけるくぼみ深による摘果基準

の検討 (山本) 

果実肥大初期のくぼみ程度で果頂部くぼみ果を摘

果で対処する方法を検討した。外観から果頂部くぼみ

が確認できたのは８月１日で、もっとも深いものは

1.5mm あり、その時点でくぼみ深１mm 以上の果実は収

穫時には 1.5mm 以上で芯黒果となる。 

928 チャノキイロアザミウマの発生消長 (山本) 

初確認は５月第５半旬、８月６半旬から９月４半旬

に発生が多かった。高温年ではあったが８月に臨時防

除も効果が高かったと考えられ、ほぼ平年並みの発生
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に収まった。 

929 カブ優良品種の選定 (谷内田) 

無加温ハウス利用の冬まきカブの栽培について、11

月下旬、12 月中旬、１月中旬の播種期で８品種を用

い検討した。いずれの作期においても、「福小町」は

球の肥大性がよく、抽たい根、裂根等の障害根の発生

が少ないことから、佐渡地域の冬まきカブの優良品種

に選定した。 

930 オータムポエムの安定栽培技術 (谷内田) 

オータムポエムの主茎収穫摘心栽培において、栽培

方式、播種期について検討した。栽培方式では直播栽

培が移植栽培に比べて特に年内の収量の多さで優れ

ていた。播種期は９月上旬播種が株の生育量確保の点

から良いと思われた。 

931 トキソウの根による増殖 (熊木) 

トキソウを増殖するため、根の先端部を用いて、Ｋ

Ｔ30 加用のハイポネックス固体培地により検討した

結果、置床 60 日後では芽を置床した区と比べ、芽の

総長、発根数、最大根長いずれも大きな差はなかった

ことから、根の先端の利用が可能と思われた。 

932 スハマソウの葉切片による増殖 (熊木) 

スハマソウの八重咲系統の大量増殖を目的に、５系

統の葉切片を用いて、ＮＡＡとＢＡを１ppm ずつ添加

したＭＳ固体培地により検討した結果、置床３ヶ月後

に４系統で幼芽の形成が見られた。 

933 OH91-12(園研育成ユリ)の佐渡における適応性の

検討 (熊木) 

園芸研究センター育成系統「OH91-12」について佐

渡地域における露地栽培適応性を検討した結果、開花

期は６月下旬～７月上旬、総丈高く、花数多く、花径

も大きく、草姿も良好、球根の肥大率良く、病害が見

られなかったことから適応性があると判断された。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 13 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及技術】  

1 高品質あずき優良品種候補系統「十育 144 号」の選定 佐渡、作物研 栽培科、 

高冷地、食品研 穀類食

品科 

 【活用技術】  

1 

2 

3 

佐渡における水稲新品種「こしいぶき」の生育特性と栽培法 

佐渡における「コシヒカリ」湛水直播栽培の播種可能時期 

佐渡における無加温ハウス利用冬まきカブの優良品種「福小町」の選定 

佐 渡 

 〃 

 〃 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 新潟県農業総合研究所研究情報 
     なし 

 

 (イ) 北陸農業研究成果情報 
     なし 
 
(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
   なし 
 
 
 

３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

にいがたの園芸 新潟県経済連 平 12.4～

11 

山本和広 

全国かき研究大会資料 園芸・流通課 

新潟県果樹振興協会 

平 12.7 山本和広 

あぐりにいがた (社)新潟県農業公社 平 12.9 山本和広 

佐渡版大豆導入・栽培指針 佐渡農業振興協議会 稲作振興会 平 12.10 渡邉千恵 

佐渡の稲作 佐渡農業振興協議会 稲作振興会 平 13.1 石川浩司、渡邉千恵 

おけさ柿調査ほ・展示ほ成績書 佐渡農業振興協議会 柿振興会 平 13.2 山本和広 

こしいぶき佐渡版栽培のめや

す 

佐渡農業技術センター 平 13.3 金山 洋、石川浩司、渡邉

千恵 

果樹栽培指針 新潟県農林水産部 平 13.3 山本和広 

花き栽培指針 新潟県農林水産部 平 13.3 熊木久逸 
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(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 12.7.8 「佐渡米」現地研修会 400 全研究員 

平 12.10.5 カキ長期貯蔵試験 設計打ち合わせ 6 山本和広 

平 13.1.10 試験成績検討会 14 職員全員 

平 13.2.22 ～23 農業総合研究所 作物関係成果発表 500 石川浩司、渡邉千恵 

平 13.3.1 試験設計検討会 9 職員全員 

平 13.3.14 カキ長期貯蔵試験 中間検討会 7 山本和広 

平 13.3.14 研究成果発表会 50 職員全員 

 
(3) 農業大学校 
  なし 
 
(4) 農業技術学院 
  なし 
 
(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 12.5.11 ＪＡ佐渡ほうれんそう倶

楽部 

品種検討会 優良品種選定指導 谷内田学 

平 12.6.16 佐渡農業振興協議会おけ

さ柿振興会 

担い手セミナー 新梢管理指導 山本和広 

平 12.7.14 ＪＡ佐渡フレッシュいち

ご倶楽部 

出荷反省会 Ｈ11 年度試験成績紹介 谷内田学 

平 12.7.17 ＪＡ佐渡ほうれんそう倶

楽部 

現地研修会 夏まき栽培技術指導 谷内田学 

平 12.8.22 ＪＡ佐渡メロン倶楽部 現地研修会 Ｈ12 年度試験成績紹介 谷内田学 

平 12.9.20 佐渡農業振興協議会おけ

さ柿振興会 

TN62-7 現地検討会 生育比較、特性報告 山本和広 

平 12.12.7         〃 担い手セミナー せん定管理指導 山本和広 

平 13.1.26 佐渡病害虫防除協議会 防除員研修会 こしいぶきの栽培特性 渡邉千恵 

平 13.2.13 ＪＡ佐渡ほうれんそう倶

楽部 

研修会 優良品種選定指導 谷内田学 

 
(6) 研修生受け入れ 

  なし 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

        所在地 佐渡郡金井町大字中興甲 351 番地 

        建物面積 延 1,734.86 ｍ2 

        圃場面積 田 25,427ｍ2、 畑  27,537ｍ2 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 6,804    65 6,739 

ほ場管理費 6,485   4,163  2,322 

経常研究費 2,380     2,380 

特別研究Ⅰ 1,282     1,282 

農薬受託試験費 3,427     3,427 

施設整備費 761     761 

合   計 21,139   4,163 65 16,911 
 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

(庶務)[兼務] 

 

 

(研究) 

センター長 

庶務係長 

主査 

主事 

専門研究員 

主任研究員 

種田 貞義 

菊地 静次 

尾田 美重子 

田澤 聡 

熊木 久逸 

石川 浩司 

(研究) 研究員 

 〃 

 〃 

技術員 

 〃 

 〃 

山本 和広 

谷内田 学 

渡邉 千恵 

辻 孝男 

赤塚 良和 

山川 利喜 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 12 年 

4 月 1 日付 

転 出 

 

 

 

 

転 入 

種田 貞義 

榎田 鴨美 

 

加藤 武司 

 

金山 洋 

山本 和広 

 

渡邉 千恵 

 

山川 利喜 

農業大学校 教授 

北蒲原農業改良普及センター・ 

主任改良普及員 

西頸城農業改良普及センター・ 

改良普及員 

センター長 

研究員 

 

研究員 

 

技術員 

センター長 

主任研究員 

 

研究員 

 

作物研究センター・センター長 

佐渡農業改良普及センター羽茂支

所・改良普及員 

三古農業改良普及センター・ 

改良普及員 

新採用 

平成 13 年 

３月 31 日付

退 職 熊木 久逸  専門研究員 

(前年度補足) 

平成 12 年 

３月 31 日付

 

退 職 

 

渡辺 義雄 

  

技術員 
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(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

温度計 

硝酸イオンメーター 

ＳＡＴＯデータローガ ＳＫ－Ｌ２００Ｔ 

ＨＯＲＩＢＡ カーディ Ｃ－１４１ 

 

(6) 派遣研修者 

なし 

 

(7) 参観者数 

農業者 行政関係 その他 合計 
5 回 2 回 2 回 10 回 
476 人 26 人 70 人 572 人 

 

(8) 無体財産権など 

ウ 登録品種 

農林水産物の種類 登録品種の名称 登録番号・年月日 

ゆり 佐渡紅 第 2492 号 平 2 年 11 月 20 日 

 

(9) 栄 誉 

  該当なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・佐渡農業技術センター 
       （佐渡郡金井町中興、北緯 38 度 1 分、東経 138 度 21 分、標高７ｍ） 
平年値：昭和 36 年～平成２年 
  （日照時間については、平成 10 年は平成２～９年、平成 11 年は平成２～10 年、平成 12 年は平成２～11 年
の平均値を準平年値として用いた。） 
日射量(MJ／cm２)は平成 11 年より観測を始めたため、平年値はない。 
 
（１）月別気象 

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 日照時間(hr) 
日射量 
(MJ) 

降水量(mm) 
年 月 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 準平年 本年 本年 平年 

10 10 15.8 14.8 20.8 19.5 10.8 10.2 162.1 147.5 326.78 205.5 136.2 

 11 10.3 9.3 15.2 13.5 5.3 5.1 106.9 101.2 190.86 229.0 170.6 

 12 5.7 4.8 8.9 8.3 2.4 1.5 45.8 54.0 117.61 170.5 184.2 

11 1 3.9 1.8 7.4 4.9 0.4 -1.2 62.0 48.1 160.33 151.5 174.6 

 2 1.8 1.7 4.6 4.9 -1.0 -1.5 51.3 70.1 193.04 143.0 127.1 

 3 4.5 4.3 8.4 8.1 0.7 0.5 98.4 128.4 316.29 132.0 105.3 

 4 10.2 10.1 14.3 14.7 6.2 5.6 163.2 166.4 450.18 75.5 103.2 

 5 16.6 15.3 21.0 19.6 12.3 10.9 165.2 165.9 529.62 39.5 110.3 

 6 20.0 19.3 23.9 23.0 16.1 15.7 145.4 114.8 500.24 107.0 134.5 

 7 24.8 23.2 28.7 26.7 20.9 19.8 175.5 130.9 568.39 135.0 181.6 

 8 27.0 24.9 32.3 29.1 21.8 20.8 280.0 180.4 666.40 3.5 146.6 

 9 22.5 20.8 27.2 25.0 17.8 16.5 158.7 127.9 404.63 180.5 164.7 

 10 15.2 14.8 21.1 19.5 9.4 10.2 152.1 143.4 327.03 127.0 136.2 

 11 9.5 9.3 14.7 13.5 4.3 5.1 102.6 99.4 195.75 140.0 170.6 

 12 4.7 4.9 9.0 8.3 0.5 1.5 68.0 52.3 142.28 122.5 184.2 

12 1 0.8 2.1 3.7 5.2 -2.2 -1.0 40.8 49.4 151.59 165.0 160.8 

 2 1.9 1.8 5.4 5.1 -1.5 -1.5 69.2 66.8 208.74 84.5 127.4 

 3 5.2 4.6 9.6 8.5 0.8 0.6 139.7 125.6 368.65 87.0 104.0 

（注）１ 気温については平均値、降水量、日照時間については合計値。 
   ２ 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 
   ３ 日照時間は昭和 57 年ＷＭＯにより日照の定義が世界的に統一された。当センターでは平成２年より新
太陽電池式に切り替えた 
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